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    　間もなく日付が変わろうとする時刻のことだった。


    　東ひがしヶが丘おかという町の北部にある山の上に建つ、全寮制の学校『数す寄き柳やなぎ学園』。


    　超能力を持った少女たちを集めたこの学園の研究施設内にある職員専用の寝室では、一人の女性がまだ眠らずに書類の整理をしていた。


    　彼女の名は峰みね岸ぎし薫かおる。数寄柳学園教育機関の最高責任者である。


    　超能力を持った生徒たちとともに学園内で生活している峰岸は、一日の終わりにいつもこの部屋で書類を片付けるのを日課としていた。


    　ほとんど寝るだけのこの部屋の中で、ようやく一日の仕事のめどが立ったその時だった。


    　突如、壁の備え付け電話が、赤いランプを点灯させながら鳴り響いた。


    「──はい」


    　峰岸は静かに受話器を取る。


    　日中をずっと教育施設内の学長室で過ごしている彼女は、専用回線で繋つながれたこの電話を取る機会などこれまでに一度もなかった。この時間にかけてこなければならないほどの緊急事態なのかと、峰岸は耳に意識を集中させる。


    『夜分遅くに失礼します──』


    　電話の相手は研究施設の責任者の声だった。


    『──学園から脱走した者がいます』


    　何も言わずに峰岸はぎゅっと目を瞑つむる。責任者の男はさらに続けて言った。


    『生徒の体内に埋め込んでいるマイクロチップで判明しました。現在もチップからのＧＰＳ反応で所在地は特定済みです』


    「まだ遠くには行っていないのですね？」


    『……ええ。東ヶ丘の中心街にいます。先ほど研究員の者に確認させたところ、学園の敷地の壁の一部に抜け穴を発見しました。おそらく彼女はそこから』


    「わかりました。生徒の名は？」


    　男から名前を告げられると、峰岸は受話器を静かに置いた。


    「……この大事な時に、なんてことを」


    　これまでずっと学園で過ごしてきた生徒たちのことは、顔も名前もすべて把握している。


    　抜け出した生徒は、中でも特に峰岸が高く評価をしている人物であった。混乱が起きることだけは未然に防がなければならない。


    　そう思って峰岸は再び受話器を取る。町へ出るための車の手配と、学園の風紀を取り締まる生徒を招集するよう伝えると、自みずからも脱走者を捕らえるためすぐに身み支じ度たくを始めた。
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    　──やっと……会えた……。


    　深夜十一時半のレンタルビデオ店。


    　伊い藤とう大だい治じ郎ろうは、目の前に立つ女の子に優しく話しかける。


    「もしよかったら、それ借りてあげるよ」


    　彼女が持っているＤＶＤのパッケージは、母親も大好きだったあの映画だった。


    



    　女の子はＤＶＤを胸に抱いたまま、きょとんとした目で大治郎を見つめている。


    　黒いパーカーに身を包んだその子の名は、灰はい島じま小こ春はる。


    　彼女は『数す寄き柳やなぎ学園』という学校の生徒であり、超能力者だ。


    　今から三か月ほど前、小春は自身の持つ能力『念動力サイコキネシス』を使い、外出禁止の学園を夜中に抜け出してこの東ひがしヶが丘おかの町までやって来ていた。そんな彼女と大治郎が初めて出会ったのがこのレンタルビデオ店だった。


    　こうして同じ場所でまた再び出会えたことに、大治郎は運命的なものを感じていた。二人で過ごした時間はわずか一週間ほどであったが、彼にとってかけがえのない思い出となっていた。


    「あの……どうして」


    　小春が不思議そうな顔をして口を開く。


    「どうして……あたしがこのお店の会員カードを持っていないのがわかったんですか……？」


    　小春は胸に抱いているＤＶＤをぎゅっと強く握りしめて言った。


    「……どこかで……お会いしましたか？」


    　大治郎はその言葉にショックを隠し切れなかった。


    



    　小春の頭の中にある大治郎との一切の記憶を消す。


    



    　怒りに我われを忘れて『念動力』を暴走させ、合コン会場となったカラオケ店が入ったビルを一棟丸ごと倒壊させてしまった小春は、最終的に生徒会長である相あい沢ざわ綾あやによって学園へと連れ帰られることになったのだが、その際、綾は件くだんの言葉を大治郎に告げて去っていった。


    　──綾のやつ、本当に小春の記憶を消しちゃったんだな……。


    　すでにわかっていたことではあったが、いざこうして現実を目まの当たりにすると、やはり胸に来るものがあった。


    　大治郎は、自分に向ける小春の視線が訝いぶかしげなものに変わっていくのに気が付いた。


    「……ご、ごめん。君を見てたらなんとなく、そうなのかなぁと思ったというか……」


    　そんな言い訳にもならない言葉しか出てこない。


    　──やっと……やっとまた会えたっていうのに……。


    　大だい治じ郎ろうは言いようのない悔しさで胸がいっぱいになっていく。


    「へ、変なことを言って……ごめん」


    　俯うつむいたまま立ち尽くすことしかできずにいる大治郎に、小こ春はるがぽつりと呟つぶやいた。


    「……お願いできますか？」


    「……え？」


    　大治郎が顔を上げると、小春は不安と希望が入り混じった表情をしていた。


    「あたし、このお店の会員カードを持っていなくて……。代わりに借りていただけるのなら、お願いしたいです……。あっ、お金はちゃんとお支払いしますので」


    　たどたどしく話したところで、小春はぺこりと頭を下げる。


    「う、うん。いいよ」


    　元々そのつもりだった大治郎が手を差し出すと、そっとＤＶＤが渡される。


    「よろしくお願いします」


    　そう言って、彼女はふっと笑えみを浮かべた。


    　以前にも見た、大治郎がよく知っている可愛かわいらしい笑え顔がおだった。やはり小春のこの笑顔は、どんな芸能人やモデルの女の子にも引けをとらない。


    　大治郎はＤＶＤを受け取りながらそう思った。


    



    　レジで会計を済ませた大治郎は、小春と一緒に自動ドアをくぐって店の外へと出る。


    　そうして店の駐車場を歩きながら、大治郎はレンタル袋を彼女に手渡した。


    「はいこれ」


    「ありがとうございます！」


    　恐縮したように両手で受け取ると、小春は顔を上げてじっと覗のぞき込むように大治郎を見つめた。


    「な、何？」


    　その視線にたじろいだ大治郎は思わず目を逸そらしてしまう。


    「高校生ですか？」


    　前にも小春から同じような質問をされたなと思いながら、大治郎は答えた。


    「うん。高二」


    「やっぱり！　年が近そうに見えたから。あたしは高校一年生です」


    「そ、そうなんだ……はは」


    　嬉うれしそうな表情を見せる小春に対し、大治郎は力なく笑うことしかできなかった。


    　──そうだよ。こうやってまた最初から、少しずつ仲良くなっていけばいいじゃないか。


    　大だい治じ郎ろうは胸の中で自分にそう言い聞かせていた。


    　だが、いま目の前にいる小こ春はるは、見た目では三か月前の彼女となんら変わらない。


    　自分との記憶が何一つ残っていないなんて信じられない。


    　ほんのわずかでも覚えていないのだろうか？


    　そんなことを思っていると、小春はさらに質問をしてきた。


    「名前……聞いてもいいですか？」


    　そこで大治郎は歩みを止めた。


    　──もしかしたら……名前くらいは記憶の片隅に残っているかもしれない。


    　だから、真まっ直すぐに小春の目を見つめて言った。


    　名前を聞いた瞬間の彼女の反応を見逃さないようにしながら。


    「俺の名前は──伊い藤とう大治郎」


    「伊藤……大治郎……」


    　覚えているものが、たった一つでもあればそれで良かった。


    　祈るように大治郎は彼女の反応を待つ。


    　小春はぱっと明るい表情を作って言った。


    「──いい名前ですね」


    　絶望の底に叩たたき落とされたような気分だった。


    　初めて聞いたとしか思えない声のトーンに、大治郎は全身の力が抜けそうになる。


    「あたしの名前は──」


    「──灰はい島じま……小春だろ」


    「えっ……」


    　小春は先に名前を告げられて、驚いたように目を見開いている。


    　その彼女の両肩に大治郎は手を置いた。


    「なぁ……本当に何も覚えてないのか!?　二人でファミレスにパフェを食べに行ったことも、一緒に満開の桜を見に行ったことも！」


    「な、何を言って──」


    　小春の身体からだを揺さぶりながら、大治郎は堰せきを切ったようにため込んでいた言葉を吐き出した。


    「なんでもいいんだ！　何かたった一つでもいい！　お願いだから思い出してくれよっ!!」


    　大治郎が声を荒らげたその時、突然小春が、くずおれるようにアスファルトに膝ひざをついた。


    「え……？」


    　ひざまずいた小春を見て、どこか具合でも悪くなったのかと思いながら、大治郎も一緒になってその場に屈かがみ込む。


    「だ、大丈夫？」


    　突っ張るようにしてアスファルトについた両手をぶるぶると震ふるわせ、額ひたいには大粒の汗が滲にじんでいる。ただ事ではない。


    　その姿は、上からかかる重圧に必死に耐えているようにも見えた。


    　その時、大だい治じ郎ろうはこちらに向かって歩いてくる人物に気がついた。


    　右手をかざしながら、ゆっくりと近付いてくる。


    「──捕まえた」


    　そう口を開いた人物の顔を見て、思わず息を呑のむ。


    　大治郎は、自分がいま夢でも見ているのではないかと疑った。


    「こ、小こ春はる……？」


    　大治郎の目の前に立っていたのは、制服姿の灰はい島じま小春だった。


    　そして、すぐ隣で四つん這ばいになっている黒いパーカー姿の少女を見る。


    　彼女もまた灰島小春だ。


    「ど、どういうことだよ……？」


    　二人の小春を交互に見比べるも、顔も髪型もまったく同じで、違いといえば服装だけ。


    　唖あ然ぜんとしている大治郎に、制服の小春が口を開く。


    「この子はあたしの偽にせ者ものよ」


    「……偽者？」


    　制服の小春は、油断なく黒パーカーの小春を見下ろしながら続ける。


    「彼女の正体は三さえ枝ぐさゆきね」


    「三枝……ゆきね？」


    　困惑しながら大治郎は、制服の小春が右手を黒パーカーの小春に向けてかざしたままでいることに気がついた。


    「ひょっとして……『念動力サイコキネシス』で押さえ込んでいるのか？」


    　制服の小春がゆっくりと頷うなずく。


    「ゆきねは数す寄き柳やなぎ学園の生徒で、『変化メタモルフオーゼ』という能力者。あたしは脱走したゆきねを追って学園の関係者と一緒にここまで来たの」


    　それを聞いて彼女の背後を見ると、十数メートル先の車道脇わきにアイドリング状態の黒いセダンがこちらの様子を窺うかがうように停車している。


    「さあ、このまま大人しく学園に戻るのよ、ゆきね」


    　制服の小春が諭さとすように語りかけると、黒パーカーの小春は『念動力』に抗って顔を上げ、声を搾り出すようにして言った。


    「あ……あなた、さっきから、何を言って……っ」


    「そのままの意味よ。大治郎の前でこれ以上あたしのフリをしないで！」


    　制服の小春が語気を荒らげてそう言い放つと、大治郎は雷に打たれたようにハッとなった。


    「……い、いま、俺の名前を……？　どうして!?」


    　制服の小こ春はるは、大だい治じ郎ろうの目を見つめて言った。


    「ちゃんとあなたのことを覚えているからよ、大治郎」


    　驚くべき言葉に、大治郎は反射的に聞き返す。


    「綾あやに記憶を消されなかった……ってこと？」


    　制服の小春はゆっくりと頷うなずく。


    「どうしても大治郎との記憶を残したい……そう言って綾にお願いしたの」


    　そこで、彼女はふっと笑えみをこぼした。


    「もう無断で外出することはできなくなっちゃったし、せっかくこうして会えたのにちっともロマンチックな再会じゃない……でも、会えてすごく嬉うれしいよ」


    　以前に何度も見せてくれた彼女の笑え顔がおに、懐かしさと嬉しさが同時に込み上げてくる。


    「大治郎。危ないから、その子から離れていて」


    　制服の小春の表情が、再び険しいものに変わった。


    　大治郎は立ち上がると、四つん這ばいになった黒パーカーの小春から離れる。


    　あらためて二人を見比べてみても、外見だけではまるで違いがわからない。


    「でも……ホントにそっくりだな」


    「見分けがつかないのも、無理はないわ。ゆきねの能力はそれだけ完かん璧ぺきなの」


    　制服の小春は右手をかざしながら告げる。


    「その能力を使って大治郎を騙だまそうとするなんて……っ！」


    　怒りの感情でさらに『念動力サイコキネシス』の力が強まっていく。四つん這いになっている黒パーカーの小春の姿勢が徐々に崩れていき、そのまま地面に伏してしまうのも時間の問題だった。


    「……う……うぅっ！」


    　呻うめき声を聞きながら、大治郎は複雑な思いを抱いていた。目の前で苦しそうに顔を歪ゆがめる小春の姿は、たとえ偽にせ者ものだとしても辛つらい気持ちにさせられる。


    「ゆきね、もう観念なさい」


    　制服の小春が冷たく言い放つ。


    「──ないでよ」


    　小さく呟つぶやいた黒パーカーの小春の声が、大治郎の耳に届く。


    　ふいに嫌いやな予感がした大治郎が、制服の小春に声をかけようとしたその瞬間、


    「ふざけ──ないでよっっ!!」


    　黒パーカーの小春が怒鳴り声とともに、素早く右手を制服の小春に向ける。


    　その瞬間、制服の小春が猛烈な勢いで真後ろに吹っ飛ばされた。


    　そのまま車道に停車していた黒いセダンに真横から激突すると、粉々に砕けた窓ガラスの破片が凄すさまじい衝撃音とともに、歩道を越えて駐車場のほうにまで散らばった。


    「え…………？」


    　大だい治じ郎ろうは何が起こったのかすぐには理解できなかった。ひしゃげた車を見ても、脳が状況をうまく認識できないまましばらく呆ぼう然ぜんとしてしまっていた。


    　やっと事態が呑のみ込めたのは、それから数秒後のことだった。


    「こ……小こ春はるっっ!!」


    　顔面蒼白になりながら大治郎は叫んだ。


    　黒パーカーの小春が使ったのは、紛れもない『念動力サイコキネシス』の力であった。


    　──この子にも『念動力』が……!?


    　今この瞬間において、冷静にそんなことを考えてはいられない。


    　目の前の惨状に、大治郎は完全にパニック状態に陥おちいっていた。


    　近付こうと足を踏み出したその瞬間。


    　車の側面にめり込むようにしてできた穴から、小春がゆっくりと姿を現す。


    「そんな、まさか……ありえないだろ……」


    　大治郎は驚きに目を見開いたまま、その場に立ち止まってしまった。


    　半壊した車から出てきた小春は髪の毛がぼさぼさになっているものの、腕や足などの骨が折れている様子も、どこか傷付いて血を流している様子もない。


    「だ、大丈夫なのかよ……あんなすごいぶつかり方しといて……」


    　大治郎が慌ててそばに駆け寄って安否を尋たずねると、制服の小春はむすっとしながら答えた。
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    「……大丈夫なわけないでしょ。すっごい痛かったっての……ぶつかる寸前で『念動力サイコキネシス』をクッションにしたから、ダメージを軽減できたけど……」


    　その言葉を聞いてほっと安あん堵どすると同時に、大だい治じ郎ろうは真正面から制服の小こ春はるの姿を見てぎょっとした。めり込んだ車から出てくるときに引っかけてしまったのか、胸元の辺りからお腹なかの辺りまで制服が裂けて、薄い水色のブラジャーが見えてしまっている。


    「……大治郎？」


    　鼻の下を伸ばした大治郎の視線をたどり、自分の胸元の惨状に気付いた制服の小春は、慌てて左腕で胸を隠しながら真っ赤な顔で叫んだ。


    「こ、こっち見ないでよっ!!　バカッ!!　スケベッ!!」


    「そんなこと言われても、しょうがないだろっ!!　こんなの不可抗力じゃないかっ!!」


    　そう反論しながら、大治郎はブラジャーの映像を脳内にインプットさせていた。


    「……もう。相変わらずスケベなんだから。でも、油断してたわ。偽にせ者ものの『念動力』がまさかここまで強力だなんて思ってもみなかった」


    「それ、どういうことだよ？」


    「ゆきねはね、化ばけた相手の能力もコピーできるの」


    　制服の小春は、今度は両手をかざしながら、自分をこんな目に遭わせた相手を鋭く睨にらみ付けた。


    「周りに被害を出さないようにと思って加減してたけど……。やっぱこのままじゃ無理っぽい。だから──」


    　そこで、制服の小春は押し黙ってしまう。


    　しかしその先の言葉は大治郎にも容易に想像がついた。


    　ごくりと生なま唾つばを飲み込み、この状況をどうにか収める方法はないかと頭を巡らせていると、


    「うわっ見ろよあの車！　やっぱさっきの音って交通事故だったのか」


    「ホントだ！　側面が潰つぶれてめちゃめちゃになってやがる。ひっでーなこれぇ」


    　急にあさっての方向から飛んできた声に振り向くと、その光景に大治郎はぎょっと身をのけ反らせた。


    　いつの間にか駐車場と歩道を含んだ周囲に、三、四十人ほどの野次馬が集まってきていた。


    　歩道のほうから続々とやって来る人たちを見て、大治郎はレンタルビデオ店にいた客だけでなく、通行人や近くの飲食店の客も集まってきていることに気付く。


    　これだけの数の野次馬の前で、二人が『念動力』を使ったら、今以上の騒ぎになるのは間違いない。


    　だが当の本人たちは、周囲の状況が全まつたく目に入っていないようだった。


    　互いに臨戦態勢の構えを崩さないまま、まさに一触即発の状態。


    「ああああっ!!　どうしよう!!」


    　大だい治じ郎ろうが頭を抱かかえていると、半壊した黒いセダンのほうから声が飛んできた。


    「──二人とも、それまでです」


    　緊迫した状況にそぐわないその落ち着いた声に、睨にらみ合っていた二人の小こ春はるが顔を向ける。


    　大治郎も車のほうを見つめると、そこには一人の初老の女性が立っていた。


    　外見は五十過ぎくらいで、少しだけウェーブがかった髪は肩口まで伸びて半分ほど白髪が混じっている。


    　女性は対峙している二人の小春を、ゆっくりと交互に見ながら再び口を開いた。


    「これ以上能力を使えばどうなるか、わからないわけではありませんよね？」


    　またしても静かで落ち着いていた声だが、先ほどのものよりも冷徹で、聞いている者に容赦のない警告を発しているように思えた。


    「峰みね岸ぎし……先生」


    　黒パーカーの小春が、ぽつりと漏もらす。


    「二人とも、そのままゆっくりと手を下ろしなさい。いいですね？」


    　峰岸の言葉に、二人の小春たちはゆっくりと手を下ろしていく。


    　それを見て大治郎はほっと胸をなで下ろす。


    　やっとすべてが平穏に収まりそうだと思ったその時だった。


    　突然、黒パーカーの小春が歩道にいる野次馬たちに向かって走り出した。


    　多くの野次馬たちが集まる中に飛び込むと、彼女は行く手を遮さえぎる者たちを押しのけて突き進んでいく。


    「──うわっ！　ちょっと！」


    「危ないだろ、おい！」


    　騒ぎ立てる野次馬たちにも構わず、彼女は乱暴に人混みをかき分けた。


    「待ちなさいっ！」


    　峰岸が声を上げるも、彼女は振り返ることなく一目散にその場から走り去っていく。


    　その背中が野次馬たちの頭に隠れてすぐに見えなくなると、ちょうど車道から一台の黒い車が駐車場に入ってきた。新しくやって来たその車は、半壊したセダンの横を通り過ぎて、ゆっくりと速度を落とし峰岸の前で停車する。


    「灰はい島じまさん、乗りなさい」


    　峰岸は制服の小春に向かってそう言うと、自分はすぐに後部座席へと乗り込んだ。


    　命令に従うように彼女が歩き出すと、大治郎は慌てて声をかけた。


    「こ、小春!!」


    　背を向けたまま、制服の小春はちらりと横顔を向ける。


    　こんなに早く別れが来ると思っていなかった大治郎は、半笑いを浮かべながら聞いた。


    「ま、また会える……よな？」


    　その問いかけに対し、彼女は静かに首を横に振る。


    「……今日は脱走したあの子を追って外に出てきただけなの。だから次に会えるって……はっきりとした約束はできないんだ……」


    　その言葉とともに車の後部座席のドアを開ける。


    「ゴメン──」


    　音を立ててドアが閉められると、車はすぐに駐車場を出て行く。


    　残された大だい治じ郎ろうは、いまだ衆人がざわつく中で、ぎゅっと強く拳こぶしを握りしめながらその場に立ち尽くしていた。
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    　黒いセダンはレンタルビデオ店を離れて、大通りを走って行く。


    「──大破した車を回収するため、現場にレッカー車が到着したそうです」


    　抑揚のない声で運転席の男が告げると、後部座席の峰みね岸ぎしが口を開いた。


    「痕こん跡せきを残さぬよう、速すみやかに処理するよう伝えてください」


    　運転席の男は数す寄き柳やなぎ学園内にある研究施設の職員だ。有事の際、すぐに動けるよう二十四時間体制で学園に待機している。


    　二人の会話を聞きながら小こ春はるが窓の外に目を向けると、車は大通りを左折して数寄柳学園のほうへと向かっていた。


    「あのまま追わなくて本当によかったのですか？」


    　小春が、隣に座っている峰岸に向かって尋たずねた。


    「彼女の『念動力サイコキネシス』は私が想像していた以上に強力でした。あのまま追いかけていれば被害が拡大していたはずです」


    　峰岸の声は厳しく、表情も険しかった。


    「それと、今後は許可なく町中で能力を使用することを禁じます」


    「でも……っ！」


    「決定事項ですよ」


    　小春が食い下がろうとすると、峰岸の鋭い声がそれを遮さえぎった。


    　消沈した声で彼女は答える。


    「……わかりました」


    　──あたしだって……出来れば穏便に済ませたかったんだから。


    　そうは思うも結果はあのザマで、不ふ甲が斐いない気持ちのまま小春は顔を俯うつむかせる。


    「脱走した彼女の足取りは、現在もＧＰＳで追跡しています」


    　峰岸は一台のスマホを見せながら、画面の真ん中で点滅している赤いマークを指さした。


    「この点滅している赤い印があの子です。このように監視できている限りは、みだりに事を荒立てるような方法をとるべきではありません。しばらくは様子を見ましょう」


    「はい」


    「これをあなたに預けておきます」


    　峰みね岸ぎしは小こ春はるにスマホを渡すと、再び前を向いた。


    「私は、明日から別の用事があるため一緒に行動することはできません。そこでもう一人、別の生徒にも捜索に加わってもらいます」


    「もう一人？」


    　小春が驚きながら声を上げると、峰岸はゆっくりとその生徒の名を告げた。
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    　翌朝、数す寄き柳やなぎ学園の居住施設ではいつも通りに朝礼が行われていた。


    　二十坪ほどの大きさの談話スペースに集められた生徒たちの名を、Ａクラスの委員長である小春が順番に点呼していく。


    　その中で一人だけ、ずっと仏ぶつ頂ちよう面づらの生徒がいた。


    「──妹せの尾お凛りん子こさん」


    「はい」


    　不機嫌な声で返事をする凛子に、隣で立っていた同じ部屋の相あい沢ざわ綾あやがニヤニヤと笑う。


    　凛子は日ごろから小春に対して、一方的なライバル意識を持っていた。


    　だが学業や運動の成績で実際に小春を上回ったことは一度もなく、つい先日行われた筆記試験の成績でも、彼女に僅きん差さで負けていた。


    　そんな小春から名前を呼ばれて返事をしなければならないという、この朝礼の時間が凛子には屈辱的でたまらなく苦痛な時間だった。


    　その後も小春がＡクラスの生徒の名前を読み上げている時だった。


    「坂さか下したしずくさん」


    「はい！」


    　凛子と同じＡクラスの生徒であるしずくが大きく返事をすると、彼女の後ろに控えていた峰岸が整列している生徒たちの前までやって来る。


    　驚いたのは凛子だけではなかった。


    　生徒全員が何事かと思っていると、峰岸は持っている帳簿に目をやりながら口を開く。


    「同室の三さえ枝ぐさゆきねさんが部屋にいない……事前の報告ではそういうことでしたね？」


    「はい！」


    　しずくの返事の後で、生徒たちに動揺が広がった。


    　静かだった談話スペースがにわかに騒がしくなっていく。


    「静粛になさい」


    　峰みね岸ぎしの言葉で、すぐに生徒たちの声がぴたりと止やむ。


    「昨夜遅くに、三さえ枝ぐさゆきねさんは体調不良のため医務室を訪れ、現在は研究施設で症状を調べてもらっています」


    　峰岸は生徒たちをぐるりと見回す。


    「不安に思うことはありません。皆さんはいつも通りに過ごしてください。いいですね？」


    　峰岸の言葉に生徒たち全員が「はいっ!!」と声を張り上げる。


    　その後も生徒たちの点呼は続いていった。


    　Ｂクラスの委員長が生徒全員の名を読み上げると、峰岸に向かって機敏な動きで振り返る。


    「Ｂクラス全員います！」


    「よろしい──妹せの尾お凛りん子こさん」


    「……え？　はい」


    　一瞬だけ気後れしてから凛子が顔を上げると、続いて峰岸は隣に並んでいる綾あやを見る。


    「あと──相あい沢ざわ綾さん。二人はこの後、学長室まで来てください」


    　今まで直接峰岸から呼び出しを食らったことがなかった凛子は、どうして自分が呼ばれたのかまるで見当もつかない。隣にいる綾を横目で窺うかがうと、彼女もまた肩をすくめていた。


    　怪け訝げんな表情を浮かべる凛子をよそに、峰岸は生徒全員を眺めてから言った。


    「それでは皆さん、今日も一日を有意義に過ごしてください。私からは以上です」


    　そう言って峰岸が下がると、小春は並んだ生徒たちを見て大きく声を上げた。


    「──解散！」


    　その合図とともに、ばらばらと生徒たちが談話スペースから移動を始める。


    　歩きながら、凛子は綾に尋たずねた。


    「……わたしたち、何かしたっけ？」


    「さーね？　特になんにも思いつかないなー」


    　のんきな声を上げながら綾が両手を頭の後ろで組む。


    「あっ、あれだよ。いいんちょーに対していつも露骨に嫌悪感を露あらわにしてるから、そろそろ凛子には厳しく言ったほうがいいって峰岸に思われたんじゃない？」


    　そう言ってけらけらと笑う彼女を見て、凛子はむっとする。


    　夏の制服になっても、綾のラフな着こなし方は相変わらずであった。


    　彼女の豊満なバストを一いち瞥べつしてから、凛子は舌打ちをして前を向く。


    　これまで一度も峰岸に目をつけられたことのなかった凛子は内心、呼び出されたことへの不安でいっぱいになっていた。必死でその理由を探してみるも、何も思い浮かばない。


    「……いいわ。本当に何もしてないんだし」


    「きゃはは、本当は怖くてたまらないくせにー」


    「うるっさい！　別にそんなことないわよっ」


    　凛りん子こが否定すると、綾あやが見せ付けるように彼女の顔の前で右手をかざした。


    「ならこれで調べてみてもいい？」


    　綾は相手の身体からだに触れることで心を読み取る『精神感応テレパス』という能力だと、周囲の生徒に対して説明している。


    　ぷいっと顔を逸そらす凛子に、綾はニヤニヤと笑えみを浮かべる。


    「あらー？　やっぱ怖い？」


    「違うわよ」


    　凛子が否定した瞬間、綾が右手をわきわきと動かし始める。


    　そのまま凛子の肩に触れようとしたところで、


    「触んないでよっ！」


    　苛いら立だった凛子が顔を向けると、揺れたサイドテールの先から吹き出した炎が綾の眉み間けんをかすめそうになった。


    「きゃあっ！　ちょ、ちょっと!!　火が出てるってばっ!!」


    　悲鳴を上げる綾に、凛子は冷静になってから、ふんっと鼻を鳴らしてまた歩き出した。


    　凛子の能力は『発火能力パイロキネシス』といって、周囲一メートルにあるものを自在に発火させることができるのだが、感情が昂たかぶると勝手に発動してしまうという厄介な欠点もあった。


    「そんなポンポンとアタシの前で発動してたら、いつか生徒会長に取り締まられるよーだ」


    　べーっと舌を出す綾に、はいはいと受け流す。


    「まさか綾もそんなくだらない噂うわさを信じてるなんてね」


    　生徒全員を監視し、規則を破った者を密ひそかに取り締まっていると噂される生徒会長。


    　凛子はその生徒会長のことを、教師たちが生徒同士でトラブルを起こさないように吹聴しただけの架空の存在で、いるはずがないと思っていた。


    　──だが実際には、いま凛子の目の前にいる綾こそが、その生徒会長なのだ。


    　綾の持つ能力は、表向きには『精神感応』となっているが、彼女の真の能力は『精神操作マインドコントロール』といって、相手の超能力を制限したり、記憶を操作することもできる強力なものだ。


    　今から三か月前、小こ春はるたちと学園を抜け出した凛子は、一度はその事実を知ることになったのだが、その時の記憶を綾の手で消されている。


    　当然、そんなことなど知らない凛子は、当の生徒会長を前に鼻で笑ってみせた。


    「ふん。生徒会長だなんて……。意外と子供なのね、あなた」


    「どーせ子供ですよー」


    　バカにしたように言う凛子に、綾はつんと口を尖とがらせた。


    　学長室へ向かうには、今いる居住施設の外に出て隣の教育施設まで移動しなければならない。


    　二人が玄関口にまでたどり着くと、そこには待っていたかのように小こ春はるが立っていた。


    「あ。二人とも、やっと来た」


    「……何よ？」


    　眉み間けんに皺しわを寄せる凛りん子こに、彼女は告げる。


    「学長室にはあたしも呼ばれてるのよ。ついでに、あなたたちのことも連れてくるようにって」


    「別に逃げたりなんてしないわよ」


    　そうして三人揃そろって外に出ると、教育施設まで歩いていった。


    



    　職員室の隣にある学長室の前までやって来ると、小春がドアを二回ノックする。


    「峰みね岸ぎし先生、灰はい島じま小春です。二人を連れてきました」


    　程なくして、ドアの向こう側から峰岸の声が聞こえた。


    「──相あい沢ざわ綾あやさん、あなたから先に入りなさい」


    　呼ばれた綾は、きょとんとしながら自分を指でさした。


    「アタシから？　一緒じゃなくて？」


    　そう口にしながら、綾は不思議そうに首を傾かしげて学長室へと入っていく。


    　すかさず凛子がドアに耳を当て中の様子を探ろうとすると、小春がそれを制するように彼女の前に立ちはだかった。


    「そういうことしない」


    　子供を叱しかりつけるような言い方に、凛子はむっとしながらドアの前に小春と並ぶように立った。


    「でも、まさか委員長まで呼ばれているなんてね」


    　凛子は落ち着いた声で話しかけるも、内心では呼び出された理由がいまだわからず、依然として残っている胸の不安がさらに広がっていく。


    「緊張してるの？」


    　小春が尋たずねると、図星の凛子は不安を悟られぬように強がってみせた。


    「そ、そんなわけないじゃない。委員長こそ、本当は慌てふためいてるんじゃないの？」


    「あたしは理由を知って──」


    　小春が口を開いたのと同時に、綾が出てくる。


    　入る前よりも綾の表情が固くなっているのを見て、即座に凛子が尋ねた。


    「早かったわね。何の話だったの？」


    　凛子の声を聞いた綾はぱっと顔を明るくさせた。


    「んとね、峰岸から頼まれごと。その代わり、しばらく授業出なくてもいいってさ。ラッキー」


    「ペナルティでももらったの？」


    　綾は笑いながら首を振る。


    「そうじゃないよ。んじゃアタシはそろそろ食堂行くね。早くしないと朝ごはんの時間が終わっちゃうし」


    　言いながらさっさと歩いて行ってしまう彼女に凛りん子こが首を傾かしげる。


    　すると、ドアの向こうから声が聞こえた。


    「──二人とも入りなさい」


    　峰みね岸ぎし独特の冷たい声こわ音ねに、否が応でも緊張感が高まってしまう。


    　先に小こ春はるがドアを開けて中に入ってしまうと、慌てて凛子もその後に続いた。


    　峰岸はデスクの前に座っていた。


    　凛子はドアを閉めて峰岸の前まで行くと、彼女に向かって背筋を張った。


    「妹せの尾お凛子さん」


    　先に名前を呼ばれてどきりとする。


    「これから話すことはくれぐれも内密にお願いします」


    　そう前置きをする峰岸の声は低く、表情も険しい。


    　何を言われるのかと凛子がはらはらしていると、


    「実は昨夜、『三さえ枝ぐさゆきね』がこの学園を逃げ出しました」


    　と、信じられないことを峰岸が切り出した。


    　体調不良という話だったのではないのかと、凛子の目が訝いぶかしげに細められる。


    　峰岸はその表情を見ながら説明を続けた。


    「この学園始まって以来、初めての出来事です。朝礼ではあえて混乱を避けるように誤ご魔ま化かしておきましたが、実際の三枝ゆきねは現在も学園の外で逃走を続けています──」


    　そこで一いつ旦たん言葉を区切ると、峰岸はじっと凛子の顔を見つめた。


    「──そこで妹尾さんには、本日の午後から灰はい島じまさんとともに街へ出て、三枝ゆきねの捜索にあたってもらいます」


    「あの……どうしてわたしが？」


    　凛子が純粋な疑問を口にする。


    「三枝ゆきねの能力は知っていますね」


    「はい。『変化メタモルフオーゼ』の能力だったかと」


    　他人に化ばけることができる能力で、超能力者に化ければ相手の能力もコピーできるというが、凛子は実際にゆきねが能力を使用している場に出くわしたことはない。


    「三枝ゆきねは現在、灰島さんに化けています」


    　その言葉に凛子は隣の小春を見やる。


    「つまり三枝ゆきねは『念動力サイコキネシス』が使える状態です。昨夜、我々は彼女を追い詰めましたが惜しくも取り逃してしまいました」


    　峰岸は立ち上がってデスクから離れると、凛子たちに背を向けてゆっくり窓に近付いていく。


    「『念動力サイコキネシス』は大変危険な能力です。ですがあなたの『発火能力パイロキネシス』も『念動力』に引けを取らないほど強力な能力。今の三さえ枝ぐさゆきねに対して、けん制力となると判断しました──」


    　そこまで話しながら峰みね岸ぎしは窓際で足を止めると、くるりと凛りん子こを振り返った。


    「──何よりあなたは非常に成績優秀な生徒。それが、私があなたを選んだ理由です」


    　凛子の眉まゆがぴくっとわずかに動く。


    「今日の捜索は午後一時から行います。二人は午前中の授業を受けてから昼食を摂とり、部屋で動きやすい服装に着替えてから、学園の校門前に集合してください」


    　凛子が頷うなずきながら隣にいる小こ春はるの顔をちらりと盗み見ると、彼女は真剣な表情で前を見つめていた。クラス委員長らしく真ま面じ目めな顔つきに、うんざりした気分になりながら視線を戻す。


    「話は以上です。ではよろしくお願いしますよ」


    　その言葉を最後に頭を下げると、凛子は小春とともに学長室を出た。
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    　凛子たちが学長室を離れた時間とほぼ同時刻。


    　登校した大だい治じ郎ろうは、自分の席に座りながら大きな溜ため息いきを吐ついていた。


    「はぁぁー」


    　ずっと願っていた小春との再会が、あのような形で終わるなんてあんまりであった。


    　──しかも……本物とか偽にせ者ものとか、わけがわからない。


    　明日行われる終業式が終われば夏休みへと突入する。そんなクラス中の誰だれもが浮かれているムードの中で、大治郎だけがずっと憂ゆう鬱うつな顔をしているのだった。


    　そんな彼を見かねてか、目の前の席に座っていた大おお貫ぬき蔵くろ人うどという男がくるりと振り返る。


    　七年連続で同じクラスという腐れ縁の彼は、しつこく溜息を吐く大治郎を見て苛いら立だちを露あらわにしながら言った。


    「おい大治郎！　さっきから我われの後ろで何度も溜息を吐くな！」


    「あれ蔵人いたのか……おはよ」


    　大治郎が間抜けな声を上げると、よほど暗い顔をしていたのか、蔵人は怪け訝げんな表情を見せながら眼鏡めがねをくいっと押し上げた。


    「お前……ここのところ様子がおかしいぞ。本当になんなのだ？」


    「何が？」


    「昨日もファミレスでパフェをシェアしようだのなんだのと……気持ちが悪いだろうに」


    「あーそれは……ごめん」


    「あの後、家に帰って戦利品を開封している間も、お前の陰気臭い顔を思い出して気分が台無しになってしまったぞ……まったく」


    　彼の言う戦利品とは、アニメのグッズのことであった。


    　蔵くろ人うどは根っからのオタクで、中でも特にお気に入りなのが『魔法少女こよりちゃん』という女児向けのアニメだ。お一人様一点限りというアニメグッズの複数買い要員として、大だい治じ郎ろうはよくアニメッショップまで付き合わされている。


    「お前……まさか本当に何か深刻な悩みでもあるのか？」


    「悩みっていうか……なんというか」


    「水くさいぞ。相談なら乗ってやらんでもない」


    　眼鏡めがねの奥のまなざしは真剣そのものだった。


    　少しだけ考えて、大治郎は蔵人に言った。


    「じゃあ相談するけど──」


    「うむ。なんでも言え」


    「顔も声も全まつたく同じ女の子が二人いたとしたら、どっちが本物かって見分けられる？」


    　大治郎がそう言うと、彼はわずかな間を置いてから眼鏡のふちに触れる。


    「……我われは相談に乗ると言ったのだが？」


    「めちゃくちゃ真ま面じ目めな相談だよ」


    　蔵人は鼻で笑う。


    「全く同じ人間が存在するなどありえん。双子もよく見れば全く同じ顔だなんてことはないのだぞ？」


    「いやそうなんだけどさ。たとえばの話だよ。ほら、マンガなんかでもあるだろ？　魔法か何かでキャラが二人になっちゃう、みたいな話とかさ」


    「……ほう？」


    　それまで、まったく話に乗り気ではなかった蔵人の目の色がいきなり変わった。


    　突然生き生きとした表情を見せると、彼は眼鏡を何度も触りながら喋しやべり始める。


    「つまりお前は『魔法少女こよりちゃん』の二期目、第三十五話の『そんなことってある!?　二人のこよりちゃん!?』という神回のことを教えろと、そう言っているのだな？」


    　すごい早口でまくし立てる彼の勢いに、思わず圧倒されてしまう。


    「いや、そんなことは言ってない……けど、まぁいいや。とにかくこよりちゃんが二人になる話があったんだ？」


    　大治郎が尋たずねると、蔵人はうんうんと元気よく頷うなずく。


    「ある。こよりちゃんの持つ魔法のステッキ『マジカル・イヤーピック』の魔法力が、これまでずっと敵と闘い続けてきたせいで空っぽになってしまうのだ。それで、魔法力を充電すべく久々に『魔法世界・コクリア』へと向かうことになるという展開だ」


    「ほほう、それで？」


    「そもそも、こよりちゃんが以前にコクリアに行ったことがあるのは一期の頃ころの第四十二話で、実に話数にして三十八話ものブランクが──」


    「あ。そういうのはいらない。肝心の部分だけでいいよ」


    　気持ちよさそうに話しているところを遮さえぎられた蔵くろ人うどは、露骨に不満げな視線を大だい治じ郎ろうに向けながら続きを話す。


    「……まぁその。魔法力の充電中に暴走した力が具現化し、魔法結晶体となるのだ。それがこよりちゃんそっくりの女の子の姿でな。外見では全まつたくどちらも見分けがつかず、彼女のサポート妖精──いわゆる淫獣キャラの『わたぼう』もさすがに困り果ててしまうのだ」


    「なるほど。それで、そのお話にはどんなオチがつくわけ？」


    　ようやく核心かと思っていると、蔵人は突然ふっふと腕を組みながら笑い始めた。


    「……さすがの魔法結晶体もアレだけはコピーできなかったのだろうな。何せ外見からではすぐにわかることができない部分なのだから」


    「なんだよ。もったいぶってないで教えろって」


    　大治郎が身を乗り出そうとしたその時、後ろからぽんと肩に手が置かれた。


    「やっほーサエナイくん！」


    　振り返るとクラスメイトの坂さか井い亮りようだった。夏制服の白シャツを胸まではだけている金髪の彼は、今日も相変わらずチャラい見た目であった。


    「と、キモオタくんも。やっほー！」


    　笑え顔がおで手を振る亮に、蔵人は無言のまま仏ぶつ頂ちよう面づらで会釈を返す。


    「どうしたの？　亮のほうから話しかけてくるとか──」


    　何気なくそう聞いた大治郎が、教室の中央付近に目をやるとぎょっとした。


    　普段からそこによく集まっている彼の仲間たちが、なぜか大治郎と蔵人を見てニヤニヤと様子を窺うかがっているのである。


    　その異様な視線に、大治郎は何やら薄気味悪さを感じた。


    「いやーお二人さん、明日はいよいよ終業式ですな！」


    　亮がテンション高めに二人を交互に眺める。


    「あ、ああ……うん」


    　大治郎が曖あい昧まいに頷うなずくと、亮は馴なれ馴なれしくその腕を大治郎の肩に回し始めた。


    「そこでなんだけど、終業式の翌日にオレらクラスの連中で河原バーベキューをしようと思うのね。一学期中にまだ話したことない奴やつとも親睦を深める目的でさ」


    「バ、バーベキュー？」


    　正直思ってもみなかったお誘いで、大治郎は身構えていた肩の力がふっと抜けた。


    「そそ。とりま来てみない？」


    　蔵人に視線を合わせると、彼はかすかに首を振って『断れ』とサインを出していた。


    　なぜ直接本人に言わないのだと呆あきれながら、大治郎は亮の誘いについて考えた。


    「バーベキューねぇ……」


    　大だい治じ郎ろうは、人生で一度もバーベキューをしたことがない。


    　ただ外で肉や野菜を焼いて食うだけなのに、なぜかパリピな連中が好んで開くイベント、というのが彼の中でのバーベキューのイメージであった。


    　正直あまり興味はないなと思いながら、へらへら笑う亮りようの顔を見ているうちに、大治郎はふと、学園を抜け出してきた小こ春はるたちと一緒に合コンをした時のことを思い出した。


    　大治郎が小春の怒りを買い、ビルを崩壊させるに至ったあの合コン。亮はその時のメンバーの一人であった。男子の参加メンバーは蔵人くろうどに、同じクラスメイトの中なか井い達たつ也やもいた。


    　あの場にいた男子全員の記憶を奪った、と綾あやは言っていた。


    　合コンの時の記憶があるのは、大治郎だけだ。


    　──あの時は、女の子にエッチな罰ゲームをさせるために亮と意気投合したんだったな。


    　亮が盛り上げ役と進行役に徹してくれなければ、合コンは確実にお通つ夜やムードだったに違いない。たとえ亮がその時のことを何も覚えていなくても、大治郎にとっては良い思い出になっていた。


    　──よし、参加してみるか。


    「いいよ」


    　大治郎は素直に彼の誘いを受けることにした。


    「おっけ！　んじゃサエナイくんとキモオタくんも参加ってことで！」


    　いつの間にか自分も頭数に入れられていた蔵人が声も出せずに驚いていると、亮はさらに続けて言った。


    「んじゃ、二人は道具の買い出しよろしくねーっ」


    「……は？」


    　大治郎がぽかんと口を開けていると、亮はズボンのポケットから折りたたまれた白い紙を取り出した。


    「これ、とりあえず買っとく道具のメモね。コンロとか皿とかいろいろ」


    　押し付けるようにしてメモを渡すと、亮はニコニコしながら再び教室の中央に戻っていく。


    「ど、どうして了承なんかしたのだ！　勝手に我われもメンバーになってしまったではないか!!」


    　亮が二人のそばを離れた瞬間、早速蔵人は声を押し殺しながら大治郎を責めた。


    「こ、断るなら自分で言えばいいだろ!?」


    　二人で言い争っているその時、教室の後ろのドアから入ってきたキャップの男と目が合った。


    　合コンの時のメンバー、中井達也である。


    「ＹＯ」


    　切れ長の鋭い目つきをした、口数の少ないヒップホップ好きのイケメンである。


    　普段は首にヘッドホンをぶら下げて、教室の一番後ろの窓際の席で机の上に足を投げ出して座っている。その姿にクラスの連中は、彼のことを不良か何かだと勘違いしている向きさえあった。


    　実際に話してみると達たつ也やは穏やかな性格で、合コンでそのことを知ってから大だい治じ郎ろうは毎朝、彼に挨あい拶さつをするようになっていた。


    「おはよ、達也」


    　今日もそうして挨拶すると、達也は無言で片手を挙げて自分の席に向かっていった。


    　するとそれを見た亮りようが、机に腰をかけて大声で彼に呼びかける。


    「あ。ラップくんもさー、明後日あさつてクラスのみんなでバーベキューやる予定だけど来るー？」


    「……イエー」


    　即答で了承する達也。


    「オーケー、オーケー。んじゃ、そこの二人と一緒に買い出しよろしく！」


    「なん……だとっ!?」


    　亮の言葉に、蔵くろ人うどがさらに驚きよう愕がくする。


    　一方の達也は何事もなかったように、自分の席の机に足を投げ出すとヘッドホンを装着してすぐに自分の世界へと入ってしまった。


    　蔵人は大治郎の襟えり首くびを両腕で掴つかむ。


    「ど、どうするのだ……っ!?　あんな怖そうな奴やつと一緒に買い出しなど……っ！」


    　達也に対して外見のままの印象しかない蔵人は、大治郎の頭をがくがく前後に揺さぶって泣きそうな表情を見せる。


    「…………だ、大丈夫だって……っ！　アイツ悪い奴じゃないから……っ」


    「なんでそんなことが、お前にわかるのだっ！」


    　朝のＨＲを知らせるチャイムが鳴り響くまで、大治郎は蔵人に責められ続けていた。


    



    ＊＊＊


    



    　午前中の授業を終えて、昼食を終えた凛りん子こはすぐに自室へと戻っていった。


    　綾あやは朝食を終えるとすぐに峰みね岸ぎしに言われた場所に行ってしまったようで、部屋は凛子たちが今朝起きたままの状態だった。


    　凛子はすぐに白黒のボーダーシャツとデニムパンツというシンプルな服装に着替えて部屋を出る。変に着飾って見られないよう、動きやすさをきちんと心掛けたつもりだった。


    　居住施設の玄関へと向かう途中で談話スペースの前を通る時に、壁の掛け時計を見て、間もなく午後一時になろうとしているのに気付いた。


    　少し急ぎ気味に玄関から外に出ると、ちょうど先を歩く小こ春はるの背中を見つけた。


    　小春は黒パーカーに白いスカートといういつも通りの服装で、凛子は彼女の隣まで追いつくと呆あきれたように口を開いて言った。


    「委員長、それ学園で支給されているパーカーでしょ？　もう少し格好どうにかならないわけ」


    「え？　でも、これ動きやすいし」


    　気にもかけない様子で、小こ春はるは袖そでをつまんでみせる。


    　凛りん子こからすればせっかくの外出の機会だというのに、全まつたく衣服に頓とん着ちやくしない彼女の考えがまるで理解できなかった。


    　集合場所である校門の前にたどり着くと、そこには一台の車が用意されていた。


    　すでに峰みね岸ぎしは助手席に座っている。校門に立っていた警備員が後部座席のドアを開けると、二人はすぐに車へと乗り込んだ。


    　門扉が鈍にぶい金属音を立てながら開き、ゆっくりと発進した車は数す寄き柳やなぎ学園を離れて道なりに山道を下っていく。


    　その緑ばかりの景色を、凛子はしばらく退屈な気持ちで眺めていた。


    　峰岸がいるせいで、車内の空気は決して居心ごこ地ちの好いものではない。そのうえ普段から嫌っているクラス委員長までもが隣に座っている。


    　──息が詰まりそう。


    　まだ出てきて十分もしないうちに、凛子はうんざりとしていた。


    　やがて町の景色が見えてくると、それまでずっと無言だった峰岸が腕時計を見ながら言った。


    「あなたたちにはこれから午後六時まで、脱走者である三さえ枝ぐさゆきねの監視をしてもらいます」


    「監視ですか？　捕まえるのではなく？」


    　凛子が窓の景色から目を離して、助手席の峰岸を見る。


    「そうです。顔がはっきりと見える距離まで接近して監視をしてください」


    　車が停車すると、着いた先は二階建てのショッピングモールだった。凛子が車の窓から外を眺めると、ちょうど目の前がエントランスだ。


    「現在、三枝ゆきねはこのモールの中にいます。午後六時にまたここへ車を迎えに来させるので、それまでは彼女の尾行を止やめないように」


    「どうしてここにゆきねがいるってわかるんですか？」


    　眉まゆをひそめて訝いぶかしむ凛子に、峰岸はひどく冷たい口調で答える。


    「それは灰はい島じまさんから直接聞いてください」


    　首を傾かしげながら凛子が後部座席のドアを開けると、降りる様子のない峰岸はさらに続けて二人に言った。


    「私はこのまま別に行くところがありますので、これで失礼します」


    　外に出た二人を残して、車はすぐに走り去っていく。車が見えなくなるまで目で追いかけてから、凛子はモールのエントランス前で重々しく溜ため息いきを吐ついた。


    「なんでわたしがこんなことを……」


    　たまらず愚ぐ痴ちがこぼれ出ると、横にいた小こ春はるが元気よくパーカーの両袖そでをまくり上げて笑う。


    「まぁまぁ、それだけ凛りん子こが信用されているってことじゃないの」


    「……それ、どういう意味？」


    　言葉の意味がわからず凛子は尋たずねる。


    「ほら。学長室で優秀だって先生に言われていたじゃない。結構凛子って期待されてるんだよ」


    　両腕を下ろし嬉うれしそうに告げる小春を見て、凛子はがっくりうな垂れながら首を左右に振る。


    「ちょっとちょっと。なんなのその反応は？」


    　小春は口を尖とがらせながら、エントランスの案内マップに近づいていく凛子の後についていく。


    「あんなのただの建前よ。決まってるじゃない」


    「じゃあ……なんで峰みね岸ぎし先生は、ゆきねを捜索するメンバーに凛子を選んだの？」


    　二人でともに案内マップの前に並び立つと、凛子は小春の顔も見ずに言った。


    「今ここでわたしが委員長に脱走をしようと持ちかけても、協力なんてしないでしょ」


    「当たり前じゃない、そんなの」


    「逆にわたしが委員長にそう提案されても絶対に断るでしょうね」


    　マップを見つめながら毒を吐く凛子を見て、小春はむっと顔をしかめる。


    「おそらく峰岸は、わたしたちが仲の悪いことを知っている。だからわたしを捜索に加えたのよ。ゆきねだけでなく互いが逃走しないよう監視するためにね。信用なんてされているわけないじゃない」


    　でも、と小春は凛子の言い分を聞きながら、彼女を見つめた。


    「なんにしても、凛子が一緒にいてくれると心強いよ。『念動力サイコキネシス』を使えるようになったゆきねを一人で相手にするのは、やっぱり危険だと思う」


    「心強い」という小春の言葉に、凛子はふんと鼻を鳴らしてみせる。


    　照れ隠しともとれるその可愛かわいげのない仕草に、小春は呆あきれつつ両肩を落とした。


    「それよりも、峰岸があなたに聞けって言ってたけど、どうしてここにゆきねがいるとわかったの？」


    　そう尋ねてくる凛子に、小春は峰岸から渡されたスマホを見せた。


    「ああ。えっと……このことは一応、他ほかの生徒には絶対に秘密にしておいてね」


    　指で数回操作をしてから凛子に画面を向けると、そこに表示されていたのはこの周辺の地図だった。


    　凛子が画面を見つめると、モールの西側部分に赤いマークが点滅しているのがわかる。


    　小春はスマホに触りながら説明を始めた。


    「実は……あたしたちの耳たぶには全員マイクロチップが埋め込まれているの。あの子の脱走がすぐに発覚したのもこのチップのおかげで──」


    「……どうせ、そんなことだろうと思ってたわよ」


    「え？」


    　驚いた表情の小こ春はるに顔を上げると、凛りん子こは自身の耳たぶに触れる。


    「ここでしょ？　触れば何かあるってすぐに気付くもの。わたし以外にも気付いている生徒は他ほかにいると思うわ。もしかしたらゆきねもとっくに気が付いているかもね」


    　そしてぽかんとする小春から目を離すと、凛子は腕を組みながら顎あごに手を添えた。


    「でもＧＰＳにしたって、ゆきねの能力は『変化メタモルフオーゼ』でしょう？　委員長に化ばけるだなんて趣味が悪いけど、もし彼女が他の人物に化けていたら、人の多いここじゃすぐには気付かないかもしれないわね」


    「それだったら、早く顔の見える場所まで行こう。昨夜はあたしに化けていたけど、すでに別の人間に化けてるかもしれないし」


    「そうね。すぐ捜しに行きましょう」


    　凛子が頷うなずくと、小春は開いたスマホの地図を見せながら赤く点滅するマークを指した。


    「ゆきねは西のフロアにいるみたい。この様子じゃまだＧＰＳには気付いてないと思うし、最悪耳たぶの中のチップに気付いたところで、どうしようもないだろうけど」


    「最悪も何も。耳たぶに付いているって気付けば、すぐに破壊できるでしょ」


    　凛子の言葉を聞いて、小春はきょとんとする。


    「……どうやって？」


    「そんなの誰だれでもすぐに思いつくじゃない」


    　バカにしたように鼻で笑うも、小春は本気でわからないようだった。


    　彼女のことをもっと察しのいい人間だと思っていた凛子はかなり意外だった。勉強の成績では負けても、こういう知恵に関しては自分のほうが上回っているのかもしれないと思う。


    「ねぇ凛子。もったいぶってないで教えてよ」


    　焦じれたように小春が声を上げた時だった。


    　突然、それまで地図上で点滅していた赤いマークがふっと消滅する。


    「──ほら。ゆきねのほうは気がついたみたいよ」


    　すぐに凛子は案内マップの看板を振り返った。


    　小春もすぐにマップに駆け寄る。消えた場所は西のフロアだが、一階と二階に分かれているため、ＧＰＳのような平面的な位置情報だけではどちらの階にいるのかわからない。


    　凛子はマップを睨にらみ付けた。


    　一階に入っているテナントは、若者向けのカジュアル服のブランドショップばかりだった。二階は書店とアクセサリーショップ、小さな飲食店が二店と、スポーツ用品店。


    「──委員長。ゆきねはきっと二階よ」


    「二階？　あ、ちょ、ちょっと!!」


    　西のフロアに向かって駆けだした凛子を追って、慌てて小春も走りだした。
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    　昼休みが終わり五限目の歴史の授業中、大だい治じ郎ろうが大きな欠伸あくびを漏もらした時だった。


    　教室の前のドアが大きくノックされた。


    「はい？」


    　突然のことで、黒板にチョーク書きをしていた歴史の教師も驚きながら顔を向ける。


    　がらりとドアが開いて顔を出したのは、クラス担任の松まつ下したであった。


    「授業中に失礼します──おい伊い藤とう。ちょっと来い」


    　いきなり名前を呼ばれた大治郎は、びくっと肩を震ふるわせて立ち上がる。


    　ドアの前で手招きする松下を見て、教室にいた生徒たちが一斉に騒ぎ始めた。


    「うおーっ！　サエナイくん何かやったのかぁっ!?」


    　一ひと際きわ大きい亮りようの声に歴史の教師は、チョークを置きながら教卓の前で怒鳴る。


    「お前ら！　授業中だ、静かにしろっ！」


    　それでもまだざわついている生徒たちの声を、大治郎は背中で聞きながら廊下に出た。


    「こっちに来い」


    　そう言って松下が歩きだすと、大治郎はすぐにその背中を追いかける。


    　体育教師らしくジャージを着た松下は、プロレスラーのような身体からだをゆさゆさと揺らして廊下を先導していく。


    「あの……どこへ行くんですか？」


    　大治郎は恐る恐るその背中に向かって問いかける。


    「生徒指導室だ」


    　そう言うと、いきなり松下は振り返って険しい顔を大治郎に近づけた。


    「伊藤。お前……女子高の生徒と何をやらかしたんだ？」


    「は？」


    「……女子高の先生がお前に話があると言って、ウチの学校にいらっしゃっているんだ。何をやったのか知らんが、場合によってはこちらの責任問題になるんだぞ」


    　非難めいた口調で告げると松下は再び前を向いて歩き始めた。


    　その背中を見つめながら大治郎は考える。


    　自分に関係のある女子高と言ったら数す寄き柳やなぎ学園しかない。昨夜出会った二人の小春に関することだとすぐに察したが、何のためにやってきたのかはまるでわからなかった。


    　緊張しながら歩いているうちに、生徒指導室の前にたどり着いた。


    　松下が丁寧にノックをする。


    「失礼します」


    　引き戸がゆっくりと開くと、生徒指導室の中にいた人物を見て大だい治じ郎ろうは声を上げる。


    「あ──」


    　昨夜も見かけた初老の女性が、長机の前の椅い子すに座っていた。


    　大治郎は会釈をしながら中に入る。確か「峰みね岸ぎし」という名前だったと思い出していると、彼女はゆっくりと椅子を引いて立ち上がった。


    　峰岸は長身で、大治郎よりも少し背が高い。


    　彼女は両手を腰の位置で重ねると、静かに頭を下げて言った。


    「私は数す寄き柳やなぎ学園の峰岸と申します。伊い藤とうさんには『数寄柳学園』の教育機関、その最高責任者と説明すれば伝わるでしょうか」


    「最高……責任者」


    　丁寧で穏やかな話し方だが、峰岸の声はひどく冷たい印象だった。


    「あ、あの。とりあえずおかけください」


    　そう言って松まつ下したが自分の分を含めた三人分のお茶を長机の上に置く。そして大治郎の隣に座ると、へらへらと笑いながら彼女に向かって尋たずねた。


    「あ、あのーそれで……どういったご用件でしょうか？」


    　長机を挟んで峰岸はゆっくり椅子に座ると、大治郎と松下を交互に見ながら口を開いた。


    「実はこのたび全寮制である我わが学園から、失しつ踪そうしてしまった生徒がいまして……」


    「失踪……ですか!?」


    　笑っていた松下の顔つきが一瞬で驚きの表情に変わる。


    「ええ。それで昨夜、レンタルビデオ店で大治郎さんと彼女が接触しているところに、私も遭遇しまして。その時のことで少しお話を伺いに来たというわけです」


    「伊藤……お前やっぱり──」


    　松下にじろりと睨にらまれると、大治郎は慌てて手を振る。


    「ちょ、ちょっと待ってください！　俺は何も……」


    「──松下先生」


    　そこで、急に峰岸が大治郎に視線を送りながら口を開いた。


    「申し訳ありません。しばらく彼と二人だけでお話ししたいのですが」


    「し、しかし──」


    「お願いします」


    　威圧的な峰岸の声こわ音ねに、食い下がろうとした松下の顔が一瞬で引きつった。渋々といった様子で立ち上がると、松下はゆっくりと生徒指導室のドアから出ていってしまう。


    　大治郎はそれを見送ってから、峰岸に顔を向けた。


    　ところが彼女は静かにその場で口を閉じたまま、身動き一つせずに座っている。


    　何か言ったほうがいいのかと大治郎が口を開いたその瞬間、


    「松まつ下した先生っ！　お引き取りをっ!!」


    　と、峰みね岸ぎしが突然大きな声を張り上げた。


    「──は、はいっ！」


    　直後、生徒指導室のドアの向こうから松下の声が飛んでくる。


    　かなり慌てた様子でばたばたと物音を立てながら、少しずつ遠ざかっていく足音を大だい治じ郎ろうがぽかんと口を開けて聞いていると、やがて峰岸は静かに言った。


    「……さて、これで人払いができました」


    　ひどく冷徹な声が生徒指導室に響き渡った。


    　じっと視線を合わせる峰岸の目を見つめながら、大治郎は背筋を強こわ張ばらせる。


    　一体どんなことを聞かれるのかと、不安でたまらなかった。


    　大治郎は目の前にあるお茶に手を伸ばす。


    　──一いつ旦たん気持ちを落ち着かせよう。


    　そう思ってお茶を口につけると、峰岸の口がゆっくりと開いた。


    「我わが学園の生徒と、合コンをしたそうですね？」


    　いきなり想像だにしていなかった言葉が飛び出して、大治郎はお茶を吹き出しそうになった。慌てて口を押さえていると、峰岸はさらに続けて言った。


    「隠さなくても良いです。あなたが記憶を消去されていないことは相あい沢ざわ綾あやから聞いています。あくまで事実確認のためにお聞きしていることなので、このことに関してあなたが不安に思うことはありません」


    　お茶を机に置きながら、大治郎はゆっくりと腕で口元を拭ぬぐう。


    　平静を装っているつもりだが、内心かなり焦っていた。


    　合コンに関して、峰岸は一体どこまで聞いているのか？


    　あの時の大治郎を含む男子全員は、女子たちに対してやりたい放題だった。


    　いま穿はいているパンツの色を言わせたり、制服を脱がせたり、胸の谷間を見せてもらったり。いくら罰ゲームだったからといっても、さすがにあれはやりすぎだろう。


    　冷や汗がじわりと大治郎の背中を伝っていく。


    「相沢綾から報告を聞いたのはビルの崩壊があった日の翌日です。一部始終を聞いた我々学園の関係者は、あなたにずっと監視を付けていました」


    「か、監視っ!?」


    　思わず声を上げて反射的に辺りを見回す。だが、生徒指導室に人が隠れるような場所はどこにもなかった。


    　それでもきょろきょろとしている大治郎に向かって、峰岸が告げる。


    「今は誰だれも付けていません」


    「あ。そ、そうですか……」


    　そう言われても、依然として大だい治じ郎ろうの不安は拭ぬぐえなかった。


    「でも……なんで俺なんかに監視を？」


    「彼女たち超能力者の存在は、世間に知られてはならない極秘情報です。外部にそのことを漏もらしかねない人間を、我々が野放しにするはずがない」


    「じゃあ……その、もし俺が喋しやべったりしていたらどうなって──」


    「──聞きたいのですか？」


    　室温が一気に下がったかと思うほど、身震ぶるいしてしまいそうな冷たい声だった。


    　慌てて大治郎はぶんぶんと首を横に振ると、峰みね岸ぎしは机の上で手を組みながら再び口を開く。


    「……話を続けます。相あい沢ざわ綾あやらの報告があったその日から、ビルに関してはすぐに我々のほうで手を回し、修繕作業や事実そのものの隠いん蔽ぺい工作を行いました」


    「そ、そうなんですか……その節は……とんだご迷惑を」


    「この三か月の間、我々はあなたから学園の内情が漏れることを危き惧ぐして監視を続けていました。が、今はそれよりもっと重要な問題が生じているので、監視は外しております」


    「だ、脱走のことですか……」


    　じろりと峰岸から見つめられ、「ひっ」と声を上げそうになる。


    　猛もう禽きん類にロックオンされた獲物の気分であった。


    　こうもいちいち鋭く睨にらまれては、まったく気の落ち着く暇ひまがない。そう大治郎は思う。


    「そうです。現在はクラス委員長である灰はい島じま小こ春はるとともに、同じクラスメイトである脱走者の確保に全力を注いでいますので」


    　なるほど、と思ったところで峰岸はようやく本題に入る。


    「こうしてこちらに伺ったのは、あなたに一つご協力いただきたいことがあるからです」


    「協力……？」


    　大治郎が首をひねる。


    「昨夜、あなたは二人の灰島小春と出会いました。ひどく混乱されたかもしれませんが──当然一方は偽にせ者ものです」


    　峰岸ははっきりとそう断言する。


    「偽者の名は三さえ枝ぐさゆきね。そしてこれが本当の彼女の姿です」


    　峰岸がテーブルの上に一枚の写真を置いた。


    　そこに写っていたのは、おかっぱ頭の物静かそうな女の子だった。


    　これといった特徴がなく、あまり印象には残らない地味な顔をしている。


    　大治郎がこれまで出会った数す寄き柳やなぎ学園の女子は、もっと華やかな見た目の女子ばかりであった。それと比較すれば、ゆきねは特に目立たない外見だ。


    「彼女の能力は『変化メタモルフオーゼ』と言い、対象者に触れることで見た目を完全にコピーし、また相手が超能力者であればその能力をもコピーできます」


    「あの……どうして小こ春はるに化ばけてるんでしょう？」


    　大だい治じ郎ろうは写真から目線だけを上げて峰みね岸ぎしを見る。


    「灰はい島じま小春の『念動力サイコキネシス』が非常に強力で、かつ脱走に便利な能力であると判断したのでしょう。学園の壁の一部が破壊されていたので、三さえ枝ぐさゆきねはおそらくそこから逃亡を図ったようです」


    　峰岸の説明を聞いて、再び大治郎は写真に目を落とした。


    　しかしこの子が脱走をしたと言われても、正直いまいちピンと来ない。


    　峰岸は、そんな彼の脳内感想を知ってか知らずか口を開いた。


    「とても脱走するような子には見えない──と思っていますか？」


    「まぁ……そうですね。俺にはそう見えない、かも」


    　写真を返すと、峰岸は懐ふところにそれをしまいながら尋たずねてくる。


    「昨夜あのレンタルビデオ店で、三枝ゆきねとどんな会話をしましたか？」


    「……へ？　えーっと……」


    　一瞬、混乱して言葉に詰まってしまう。


    「あの時は小春を……パーカーを着たほうの小春のことを偽にせ者ものだなんて夢にも思っていなくて……俺のことを覚えてないって聞いたショックで……色々と取り乱したことを言ったような」


    「『覚えてないのか？』というような発言を？」


    「え？　は、はい……」


    　峰岸は一呼吸おいてから口を開く。


    「彼女は──三枝ゆきねは、他人になり切るプロフェッショナルです」


    「プロフェッショナル？」


    「そうです。ゆきねの能力は外見と声のコピーです。それだけならば、少しの会話や仕草で別人だと気づかれることもあるでしょうが、彼女は特別です」


    「特別って……何がですか？」


    　大治郎が問いかけると、峰岸は右手で自みずからの目を示しながら言った。


    「彼女にはずば抜けた観察眼がある。仕草、口癖ぐせから、笑う時の顔の角度まで……彼女は他人を病的なまでに観察しながら、誰だれかになり切ることだけに心血を注げる人間なのです」


    　峰岸の言葉に大治郎がごくりと生なま唾つばを呑のむ。


    「昨夜のレンタルビデオ店での会話も、あなたと灰島小春の会話や態度も、すべて観察し尽くしているでしょうね。そしてそのうえで彼女は、またあなたに接触を図ろうとするはず」


    「え。俺？　なんで？」


    　大治郎が自分を指しながら、驚きの声を上げる。


    「現状ではあなたが外の世界で頼れる唯一の人物だからです。この町から逃げ出すための協力者を作るには、自らを灰島小春だと偽ってあなたを利用するのがもっとも容易たやすい」


    「容易い……って」


    　峰みね岸ぎしの言葉を聞いて、大だい治じ郎ろうはゆきねに対し静かな憤りを感じた。もし本当に小こ春はるに対する自分の想おもいを利用して脱走の協力を目論もくろんでいるとすれば、それは何よりも許せないことだ。


    　そして、大治郎は小春に関してどうしても確認しておきたいことがあった。


    「本物の小春は……綾あやから記憶を消されていないんですか？」


    　大治郎の問いかけに、峰岸は小さく頷うなずく。


    「……灰はい島じま小春が記憶を消されていないということを、私は今朝初めて相あい沢ざわ綾から聞きました。灰島小春にあなたとの記憶をどうしても守りたい、と言われたそうです」


    　それを聞いた大治郎は、嬉うれしさが胸の中で込み上げてくるのを感じていた。


    「おそらくゆきねは次にあなたと会ったら、記憶を失っているふりをして近付いてくるでしょう」


    　そこまで言うと、峰岸は再び猛もう禽きん類のような瞳ひとみで大治郎を見つめる。


    「あなたを──本物の灰島小春だと誤認させるためにです」


    　金縛りにあったように動けない大治郎に、峰岸はゆっくりと言い聞かせるように喋しやべる。


    「……いいですか。もし接触されても絶対に騙だまされないでください。誰だれかになり切る時の三さえ枝ぐさゆきねは、相当したたかな人物ですから」


    　そこで、峰岸が名刺を差し出した。


    「もし接触された際には、この番号にご連絡ください」


    　大治郎が名刺を受け取ると、彼女は立ち上がって生徒指導室のドアの前まで歩いていく。


    「お時間を取らせて申し訳ありませんでした」


    　ドアを開けて廊下に出ると、峰岸は大治郎を振り返って深々と頭を下げる。


    　そして静かにドアが閉められると、ようやく大治郎は息苦しさから解放されて椅い子すの背もたれに思いっ切り身体からだを預けた。


    　時間にして三十分も喋ってはいないはずなのに、かつてない疲労感でへろへろになっていた。
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    　ショッピングモールの西フロアにたどり着くと、凛りん子こは小春に告げる。


    「委員長は一階を調べて」


    「一階？　二階じゃないの？」


    　小春の声を聞きながら、凛子は二階に上がるエスカレーターに向かっていく。


    「ここに来るまでの間にゆきねが下に移動しているかもしれない。念のためよ」


    　そう言って凛子は一人で二階までエスカレーターを駆け上がると、脇わき目も振らずにアクセサリーショップの中に入った。


    「……いない」


    　店内は凛りん子こ以外に客は誰だれもいなかった。


    「そうだ……あれを使うなら鏡がないと！」


    　アクセサリーショップを出ると、隣接した書店の奥から左に曲がる通路がある。その通路に向かって矢印でトイレの方向が示された案内板がぶら下がっていた。


    　駆けだした凛子は書店を通り過ぎ、トイレに続く左の通路を折れ曲がろうとする。


    　そこで、ちょうど小こ春はるが通路から飛び出してきてぶつかりそうになった。


    「委員長。トイレに人はいた？」


    　凛子がそう尋たずねると、小春は首を振った。


    「誰もいなかった。あたし、他ほかの場所を見てくるね」


    　そのまま足早にエスカレーターへ向かおうとする小春の腕を、凛子が素早く捕まえる。


    　凛子は掴つかんだ右腕を強く引くと、小春を乱暴に壁へと押さえ付けた。


    「な、何をするのよっ!?」


    「まさかバレないとでも思ったわけ──ゆきね？」


    　バンザイをする形で壁に押し付けられた小春の──三さえ枝ぐさゆきねの耳たぶを、凛子が見つめる。


    　そこには透明なプラスチックでできたピアスが付いていた。
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    「耳たぶにあるＧＰＳチップなんて、ピアッサーで潰つぶしちゃえばいい。もっともあのお堅いことで有名な委員長には、想像もつかなかったみたいだけどね」


    「……離してよ」


    　小こ春はるそっくりの声に一瞬驚きながらも、凛りん子こは続ける。


    「でも、チップを壊したのは間違いだったわね。峰みね岸ぎしはしばらくあなたを泳がせておくつもりだったみたいだし」


    「何それ」


    　はん、とバカにしたようにゆきねが笑う。


    「本当のことよ。ＧＰＳで居場所がわかっているから、すぐに強硬な手段には出なかったの。でも居場所がわからなくなったらそうも言っていられなくなる」


    　拘束されたままのゆきねは何も言わず、ただじっと凛子を睨にらみ続けていた。


    「もう観念なさいよ。今ならまだ多少の恩赦はあるでしょうよ。大人しくしてくれたら、わたしからも峰岸に頼んであげるから」


    「離してって言ってるでしょっ!!」


    　凛子は思わず目を丸くする。


    「その怒鳴り声……。あなた、本当に委員長そっくりね」


    　そして、ほとんど無意識に称賛の言葉を口にしていた。


    　ゆきねの『変化メタモルフオーゼ』の能力が、まさかここまで声も表情も完かん璧ぺきに真ま似ねができるとは思いもしなかったからだった。つい先ほどまで本物の小春と一緒にいたので、なおさらそう思う。


    　耳たぶに注目していたからこそすぐに気付いたが、もしもピアスが髪で隠れたりしていたら取り逃がしていたかもしれない。そう思ってしまうほど『変化』の能力は完璧だった。


    　じっと無言で見つめていた凛子だったが、すぐにはっと我われに返って再びゆきねに告げる。


    「ただ姿と声だけを似せているんじゃなく、話し方や表情の動きまで。もしかすると、そこまで似せることができるのもあなたの能力なのかしら？　ここまで精巧な偽にせ者ものも珍しいわね」


    「何が偽者よっっ!!」


    　声の迫力に、一瞬どきりとしてゆきねを拘束していた手を思わず緩ゆるめてしまった。


    　その一瞬の隙すきが、凛子の命取りとなった。


    　ゆきねは凛子の腕を振りほどくと彼女の胸に右手をかざす。


    　ふわっと凛子の身体からだが浮かび上がったかと思うと、全身を見えない何かに突き飛ばされるような衝撃が襲った。息もできないまま後方に吹っ飛ばされると、空中で何回転もしながら十数メートル先の書店の店頭の棚にぶち当たって床に転がる。


    　平積みされていた本が崩れて本の下敷きになった凛子の耳に、小春の声が響いた。


    「ごめん……凛子っ！」


    　直後、走り去っていく足音。


    　凛子はすぐに後を追うべく身体を起こそうとするも、吹っ飛ばされた衝撃で思いのほか身体を痛めてしまい、自力ではすぐに立ち上がることができなかった。


    　大量の本に埋もれながら、凛りん子こがうめき声を上げて手を伸ばす。


    　すると、その手を何者かに掴つかまれ、ぐっと引っ張り上げられた。


    「大丈夫!?」


    　手を握った人物の顔を見て、凛子は一瞬ぎょっとしてしまう。


    「ちょっと聞いてる!?　ねぇったら!!」


    　目の前には心配そうに覗のぞき込む小こ春はるの顔があった。先ほど自分を吹っ飛ばした相手と同じ顔で見つめられると、本人のせいではなくてもつい苛いら立だちを覚えてしまう。


    「接触しちゃダメって言われてたけど……非常事態だもんね。一応峰みね岸ぎし先生にそのことも連絡するね」


    　そう言って小春はスマホを取り出し、峰岸に電話をかける。


    「──もしもし。峰岸先生……すみません。凛子が彼女と接触したみたいですけど、取り逃がしてしまいました。地図上に表示されなくなったので、チップは破壊されたと思います」


    　電話相手に頭を下げる小春の横で、凛子は服についた埃ほこりを丁寧に払う。


    「驚いたわ……本当に見分けがつかないのね」


    　そして小さく声を漏もらすと、崩れた本棚を眺めながらしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。


    



    ＊＊＊


    



    　放課後になり、大だい治じ郎ろうは蔵くろ人うどと達たつ也やと連れ立って校門を出た。


    　バスで行ける場所に地域最大級の大きさを誇るホームセンターがあり、バーベキューの買い出しをするにはそこがいいと大治郎が二人にそう提案したのだった。


    　バスターミナルまでやって来ると、大治郎は横にいる蔵人の顔をちらりと窺うかがった。


    　蔵人は今朝からずっと不機嫌で、今も相変わらずぶすっとした表情のままだった。


    「いい加減に機嫌直してくれよ。さすがに俺も、亮りようの奴やつがまさかあんな風に買い出しを押し付けてくるなんて思わなかったんだってば」


    「何を言うか。あやつは元々そういう奴だろうに……」


    　へそを曲げたままぶつぶつと呟つぶやく蔵人から逃れるように、大治郎は反対側に立っていた達也に顔を向ける。


    　校門を出てから達也はずっとヘッドホンを耳に当て、パチンパチンと指を鳴らし続けていた。


    「……ＹＯ……ＹＯ」


    　時々か細い声でリズムを取るように呟く達也を、蔵人が怪け訝げんな表情で見つめる。


    「この男……ちゃんと買い出しを手伝ってくれるんだろうな？」


    「た、多分……」


    　そんな達也を多少不安に思いながらも、大治郎は目的地のホームセンター方面に向かうバスへと乗り込む。


    　バスの後方にある二人がけの席に蔵くろ人うどと座ると、すぐ後ろの席に達たつ也やが座った。


    　大だい治じ郎ろうは額ひたいから垂れる汗を腕で拭ぬぐってから、亮りようから渡されたメモをズボンのポケットから取り出した。


    「えーっと……コンロと燃料と、あと大きめのゴミ袋か」


    　次に、バーベキューに参加するメンバーから預かったお金の入った封筒を取り出し中を覗のぞく。


    「げ！　なんじゃこりゃ」


    「どうした？」


    　大治郎が声を上げると、隣に座る蔵人も封筒の中を覗き込んだ。


    　封筒の中は小銭ばかりで、千円にも満たないほどの金額しか入っていなかった。


    「たったこれだけだと……!?　これでは安物のコンロも買えるかどうか怪しいではないか」


    　蔵人が封筒を逆さにして出てきた小銭を見て、ぶるぶると震ふるえ出す。


    「最悪、足りなかった分は俺たちのポケットマネーで負担して、後日また徴収するしかないんじゃないか……？」


    「ぐぬぬぬっ！　本っ当にいけ好かん金髪だっ!!」


    　大治郎もさすがに亮のことをかばいきれなかった。


    　おそらくろくに封筒内のお金を確認もせずに渡したのだろう。あまりにもいい加減な性格の亮に、蔵人が腹を立てるのも当然だと思った。


    「ＹＯ」


    　その時後ろに座っていた達也が、突然にゅっと二人の間に手を伸ばしてきた。一体なんだと思って彼の手の先を見つめる。


    　その手には五人以上もの福沢諭吉が握られていて、大治郎は思わず目を疑った。


    「どうしたのそのお金!?」


    「……マイマネー」


    「アルバイトでもしてるの？」


    　そう尋たずねると達也は「イエー」と低い声で頷うなずいて、蔵人の持つ封筒の中にお金を入れた。


    「……ラーメン屋で週三回。オレが……立て替えておく」


    　ラーメン屋で働く達也の姿は、あまり想像ができなかった。


    「ありがとう、達也」


    　大治郎が感謝の言葉を述べたところで、扉が閉まりバスがゆっくりと動き出した。


    



    　バスを降りると、そこから目の鼻の先にホームセンターがあった。


    「げ。めっちゃ混んでるじゃん」


    　店内は本格的な夏シーズンを控えているせいか、かなりの客で溢あふれ返っていた。


    　幸いにも入り口近くにバーベキューの特設コーナーが作られていて、メモに書かれたものはすぐに見つかった。だが、レジまで続いている長ちよう蛇だの列を見るに、店を出るにはかなりの時間がかかりそうだった。


    「会計は我われ一人で大丈夫だ。お前らはレジカウンターの向こう側で待っていてくれ」


    　蔵くろ人うどにそう言われると、大だい治じ郎ろうは達たつ也やを連れて特設コーナーから離れていく。


    　レジカウンターを通り過ぎ、会計を済ませた客の邪魔にならないように少し離れて立っていると、会計待ちの最後尾にいる蔵人の姿はまったく見えなくなってしまった。


    「十分……いや、もっとかかりそうだぞこれは」


    　大治郎が独り言のようにそう漏もらした時だった。


    「ＨＥＹ　大治郎」


    　いきなり名前を呼ばれたことにびっくりして、達也のほうを振り向く。


    　達也は耳からヘッドホンを外すとぼそりと呟つぶやいた。


    「……お前……どうして……亮りようのバーベキューの誘いを……受けたんだ？」


    「えっと……」


    　大治郎は思わず言葉を詰まらせる。一番の理由は、亮との合コンで楽しかった時のことを思い出したからだったが、それを口にするのは憚はばかられた。監視されていたという峰みね岸ぎしの話を思い出し、もっと自分の発言には慎重にならなければと思ったのだった。


    　どう答えるべきか、色々と迷ってから大治郎は言った。


    「俺もなんていうか……最近は蔵人だけとじゃなくて、もっと積極的にみんなとたくさん絡からんでいったほうがいいかなって思ったんだよね」


    「……どうして……そう思ったんだ？」


    　小さな声で尋たずねる彼に対して、大治郎はうーんと唸うなって首をひねる。


    「そのほうがきっと楽しいからだよ」


    　大治郎が答えると、達也はしばらく黙ってから答えた。


    「……そうだな……きっと楽しい……俺もあの時は──」


    「え？」


    　後半がよく聞き取れず大治郎が聞き返そうとすると、達也はヘッドホンを耳に当ててバスターミナルの時のようにまた指パッチンを始めた。


    　やがて蔵人がバーベキュー用品の会計を終えて、二人の前にやって来た。亮に道具一式を渡すのはお金を徴収してからということになり、それまでは達也が道具を預かることになった。


    　そうして、三人はホームセンターを後にしたのだった。


    



    ＊＊＊


    



    　小こ春はると凛りん子こはショッピングモールを中心に周辺を捜し回ったが、ゆきねの行方ゆくえの手がかりは何も得られないまま午後六時になってしまった。


    　重い気分でショッピングモールのエントランスに戻ってくると、やがて学園の黒い車が二人の前までやって来た。


    「さっきの電話で、峰みね岸ぎし先生は別の用事でもう先に戻ってるって言ってたよ」


    　小春の言葉通りに、助手席には誰だれも乗っていなかった。


    　一体なんの用事で峰岸はそこまで忙せわしくしているのかと思っていると、隣の小春が不思議そうに顔を覗のぞき込んできた。


    「どうしたの、ムスッとしちゃって」


    「ほっといて」


    　凛子は素そっ気けなく答えて後部座席のドアを開ける。


    　──でも本当に……よく似ていたわ。


    　ゆきねの『変化メタモルフオーゼ』の能力は、所しよ詮せん見た目を似せているだけにすぎないと凛子は思っていた。


    　ところが実際に対面してみると、喋しやべる仕草も表情も、小春と何も変わらない。


    　普段のゆきねを見たことはあっても、誰かに化ばけているところを見たのは初めてだった。もしかすると、知らぬ間に化けた姿を見たことがあったのかもしれない。だが、あれだけ本物そっくりになり切れるのであれば気付くはずもなかった。


    「このまま見つからなかったらどうしよう……」


    　小春は凛子の後に車に乗り込むと、ドアを閉めながら重苦しく溜ため息いきを吐ついた。ＧＰＳが破壊されてしまった今、その辺を歩いている人物に化けてしまえば、もう誰もゆきねだとわかる術すべがない。


    「その時はもう、しょうがないんじゃないの」


    　凛子は俯うつむいている小春から目を逸そらして、窓の景色を見つめながら呟つぶやいた。


    　やれるだけのことはやったと、彼女は思っていた。


    



    　そうして互いに無言のまま学園に到着すると、小春は車を降りながら凛子に言った。


    「凛子は先に戻ってて。あたしは今日の報告書を若わか尾お先生に提出しに行かなきゃいけないから」


    　教育施設のほうに向かっていく彼女の背を一いち瞥べつして、凛子は一人で居住施設に戻っていく。


    　玄関から左に曲がって真まっ直すぐ廊下を歩いていると、生徒と誰もすれ違わないことに気づいて足を止めた。


    「……そういえば今は夕食の時間だったわね」


    　自室に向かおうとしていた凛子は、すぐに食堂の方向に踵きびすを返した。再び玄関を通り過ぎ、廊下の角を曲がって談話スペースを通過しようとしたところでテレビの音を耳にする。


    　見ると、生徒たち用のテレビの正面に置かれたソファーに誰かが座っている。


    　近づいてみると、座っていたのは小こ春はると同じ部屋の、皆みな瀬せ多た美みであった。


    　多美がテレビの前のソファーに座るのは日曜の朝の『魔法少女こよりちゃん』という女児向けアニメがオンエアーしている時だけであった。


    　小春が戻ってくるのを待っているのか、ほとんど内容が頭に入っていなさそうにぼーっと画面を見つめている。


    　凛りん子こが立ち止まってしばらく見つめていると、視線に気付いた多美がこちらに顔を向けながら小さく声を上げた。


    「あ……」


    「……何よ？」


    　多美の視線に気付いた凛子が、すかさず彼女を睨にらみ返す。


    「ひゃ。な、なんでもないですっ！」


    　そそくさとテレビに向き直る多美。


    　凛子の存在に気づかなかった時よりもぴんと背筋を張っている。


    　明らかに緊張しているのがまるわかりであった。


    　──なんでそんなにビビってるのよ。


    　むっとした凛子はソファーに回り込むと、わざと音を立てながらどかっと隣に腰を下ろした。


    「ひゃああっ!?　……えっ？　えぇ!?」


    　そのような凛子の行動はあまりに予想外のようだったらしい。困惑の声を上げた多美は、すぐ隣にいる彼女から距離を置こうと、ソファーからお尻しりを上げて移動する。


    　しかし凛子は逃げた彼女を追うように、さらにぴったりと身体からだをくっつかせた。


    「な!?　なな、なんでぇ～!?」


    　わけがわからないといった様子で、多美は涙目になりながら叫ぶ。


    　凛子はむすっとしたまま彼女に言った。


    「あなたが露骨にわたしを避けるからよ」


    「さ、避けてないよっ!!　避けるつもりなら『空間移動テレポーテーシヨン』するからっ!!」


    「なら別に隣に座っても構わないわね？」


    「うぅ……っ！　……は、はいぃ」


    　小さく身体を縮こまらせながら、多美はその場で頷うなずく。


    　多美の能力は『空間移動』といって、自みずからの体の周り半径五十メートル内の空間を瞬時に移動することができる。


    　びくびくしている多美の横顔を見ながら、凛子はにやりと笑った。


    　前々から凛子は二人きりで多美と話してみたいと思っていた。


    　正確には、いじめてみたいと思っていた。


    　いつもは常に小春が横にいるせいでまったくそんな機会がない。しかし今は幸い小春が教育施設から戻ってきていないという好機である。


    　むくむくと、凛りん子この胸のうちにドＳな性格が湧わき起こる。


    「ねぇ……そんなにわたしのことが苦手？」


    　あえて困りそうな質問をして、凛子は多た美みの反応を見る。


    　すると案の定、多美はびくっと肩を震ふるわせ、オーバーに顔の前でぶんぶんと右手を振って答えた。
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    「え!?　えぇっっ!?　べ、べべ別に、そ、そんなこ、こと、なな、ないよっ!?」


    　あまりに期待通りなリアクションに、吹き出しそうになってしまう。


    　凛子の背筋を、ぞくぞくと快感が駆け抜けた。


    「あなたって、バカがつくほど正直なのね」


    「う、うう、嘘うそじゃないですよぉっ!!」


    「見苦しいわね。……知ってる？　悟られたくないことまで表に出しちゃうあなたみたいなタイプの人って、基本周りからも面倒くさい奴やつって思われてるのよ」


    「うぅ……っ、そ、そんなこと……ないもん」


    　多美の声が弱々しくなる。


    　対する凛子は、実にはつらつとした表情だった。


    「もしかしたら意外と委員長も、あなたのこと面倒くさいって思ってたりしてね」


    「こ……小こ春はるちゃんが!?　そんなことないよっ。小春ちゃん優しいもん!!」


    「でもそれってあなたがそう思っているだけで、本当はどうだかわからないじゃない。もしかしたら委員長、あなたの陰口を誰だれかにこっそりと言ってるかもしれないわよ？」


    「こ、小春ちゃんは……そんなこと……しない」


    　多た美みがいくらそう口で否定していても、その弱々しい声を聞けば、凛りん子この言葉が思いのほか効いているのがまるわかりであった。


    　あと二、三回、容赦のないキツい言葉を浴びせてやれば、ぼろぼろ涙をこぼすはずだ。


    　しかし真のドＳを自負する凛子はあえてここでそうしない。


    　今のように泣きだす寸前で、今度は逆に優しい態度を取ってみるのである。そして、機嫌が戻ってきたところでまたいじめる。それらを繰り返すことで、果てしなくいじめ続ける無限サイクルを作ろうと思ったのであった。


    　涙るい腺せんを崩壊させてやるのは、最後の最後。そのギリギリまで楽しんでやろうと、そう思いながら、凛子は多美の肩に優しく手を置いて言った。


    「そう思うにしては、ずいぶんと声に元気がないじゃない。もしかしたら、何かそんな心当たりでもあった？」


    　先ほどとは別人のように優しい声で話す凛子。


    　いまだ警戒している多美の心をどうにか氷解させるべく、取とり繕つくろった笑え顔がおを見せながら肩にかかった彼女の髪を左手で静かに払ってあげた。


    「な、何もないよ……」


    「本当に？」


    　凛子が問い詰めると、多美は何も言わないで俯うつむいてしまう。


    　首を横に振る多美の手にそっと右手を重ね、左手で頬ほおをそっと撫なでる。


    「ほら。また嘘うそが下へ手たなんだから。もしわたしでよかったら色々と相談に乗るけど？」


    　──完かん璧ぺきだわ。


    　自みずからを誇らしく思っていると、多美はぼそりと言った。


    「そ、相談……？　凛子ちゃんが？」


    　その目は明らかに「相談なんてできるわけない」と言っていた。


    　凛子は笑顔を保ちつつ、心の中で思い切り舌打ちをしていた。


    　こういう風に顔に出るところもバカ正直なのだと思った。ありとあらゆる罵ば詈り雑ぞう言ごんを用いて、ボロボロに泣かせてやりたかったが、ここはぐっとこらえる。


    　ここで怒りをぶつけるのは非常にもったいなかった。


    「わたしも同じクラスの一員じゃない。口が堅いのは自信あるの。安心して」


    「で、でも……」


    　狼狽うろたえる多美を見ながら、まるで凛子は釣り糸を垂らして魚を待つ釣り人のような気分だった。小こ春はるに対する陰口を聞き出せたら、再びいじめてやろうと企たくらむ。


    　しかし凛りん子こ自身、あまり気が長いほうではない。


    　──これ以上言い渋るようだったら、そういうところがダメだと責めてやるわ。


    　とことん底意地悪くそう思っていた時だった。


    「……ん。じゃあ……実は……気になることがあって……小春ちゃんには言わないでほしいことがある……」


    　俯うつむいて話す多た美みを見て、凛子は思わずほくそ笑えんだ。


    「わかったわ。委員長には言わない。口の堅さには自信があるのよ、わたし」


    「じゃあ……えっと、三さえ枝ぐさゆきねちゃんのこと、なんだけど」


    　多美の口から驚くべき名前が出てきて凛子はふっと真ま面じ目めな顔つきになる。


    「ゆきねがどうしたのよ？」


    「えと。そのゆきねちゃん、なんだけど……実は、一週間くらい前に、小春ちゃんと二人で話しているところを偶然見つけちゃって……」


    「……委員長としての伝達事項とかじゃないの？」


    　凛子がそう尋たずねると、多美はぶんぶんと首を横に振った。


    「違うと思う。だって話していたのは、まだ昼休み中のこの場所だったもん」


    「どうしてあなたはその現場を目撃できたわけ？」


    　学園の規則では、放課後まで居住施設の出入りを禁じられていた。そのことが頭に浮かんだ凛子はますます不可解に思って多美を見つめる。


    「教科書を部屋に忘れちゃって、その日の昼休みにこっそり取りに帰ったの。その時、この談話スペースに二人がいて……」


    「どんな話をしていたかはわかる？」


    「そ……それは遠くてよく聞こえなかったというか。特にゆきねちゃんが周りを警戒してて……全然近付けなかったから……」


    　でも、と多美はそこで一度言葉を区切ってから凛子を見た。


    「……一回だけ小春ちゃんの声が聞こえたの。ノートみたいなものを差し出されながら『それだけはどうしても無理！』って……言い争ってるというよりは小春ちゃんが嫌いやがっているようだった」


    「無理？　何が無理なの？」


    「それは聞きとれなかったんだけど、結局小春ちゃんは押し付けられるような感じでノートを受け取ってて。ゆきねちゃん、その時すごく落ち込んでるみたいだったし体調不良もそのせいなんじゃ──」


    　まだ話している途中で、多美の目線が凛子の背後に行く。


    　振り返ると、そこにはちょうど若わか尾おのところから戻ってきた小春の姿があった。


    　彼女は二人に気付くと談話スペースへと入ってくる。


    「なんで凛りん子こが多た美みと一緒にいるの？」


    　訝いぶかしむように二人を見つめる小こ春はるに、多美が慌てて立ち上がる。


    「こ、小春ちゃん！　あの、あの──」


    「親睦を深めようと思ってね」


    　多美の言葉を遮さえぎると、凛子はわざとらしくニコニコと笑いながら多美の膝ひざに手を置く。それを見た小春はますます二人を怪しそうに見つめた。


    「そんなにぴったりとくっついて……いくらなんでも近すぎなんじゃないの？」


    「気が合う者同士なら、このくらいのスキンシップはあって当然よ。ね？　多美」


    　凛子が同意を求めるように問いかけると、多美はこくこくと一生懸命頷うなずきながら言った。


    「そ、そうなの。凛子ちゃんって実はすごく優しいところがあって──」


    「ふーん……そうなの」


    　小春がつまらなさそうに言うと、凛子はさっとその場から立ち上がった。


    「さーて。お腹なかも空いちゃったしわたしはさっさと食堂に行ってくるわね」


    「ちょ、ちょっと凛子」


    「またねー委員長」


    　背中に声をかける小春に対し、凛子はひらひらと手を振りながら談話スペースを出ていく。


    「委員長が……ゆきねと？」


    　ぼそりと呟つぶやきながら、凛子は胸の中に言いようのない引っかかりを覚えていた。
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    　家に帰って夕食をすませると、大だい治じ郎ろうはすぐに外へ飛び出して自転車にまたがった。


    　目的は小春との再会であった。昨夜のように小春を捜しての行動だったが、考えなしに出てきてしまったため、どこに向かえばいいかもわからない。


    　最初は思いつくままにファミレスへと向かった。その後で、ゲームセンターやボウリング場と、とにかく小春と行ったことのある場所を手あたり次第に回ってみた。


    　だが小春の姿はどこにも見当たらなかった。


    「……どこかにいると思ったけど」


    　東ひがしヶが丘おかという小さな町でも、人を捜すというのはなかなか大変なことだと大治郎は思い知った。どうせ無駄足だろうと思いながらも、最後にレンタルビデオ店にやって来て店内を回ってみる。だが案の定、そこにも彼女の姿はなかった。


    　仕方なく自転車を停とめてあるレンタルビデオ店の大看板の真下に向かって歩いていこうとすると、ポケットの中に入っていたスマホが震ふるえだした。


    　画面を見るとメッセンジャーアプリからの着信で、相手は亮りようだった。


    　スマホに直接連絡してくるのは合コン以来であった。合コン会場での情報交換に使うからと亮に薦められてインストールしたものの、大だい治じ郎ろうはこのアプリの存在をすっかり忘れていた。


    　驚きながらも通話をタップして電話に出る。


    「……もしもし？」


    『あ。やっぱその声はサエナイ君だ。っかしーなぁ。いつ登録したんだっけ……？　全然思い出せないんだよね』


    　亮がいくら記憶をたぐろうにも、綾あやの手で記憶を消されているのだから思い出せるはずがない。


    　なんと言ってやるべきか迷っていると、やがて亮は諦あきらめたように明るい声で言った。


    『まぁいいや。それよりさ──オレ、前にキミと一緒に合コンなんてしたことあったっけ？』


    「……え？」


    　いきなりの質問に大治郎は戸惑いを隠せなかった。記憶がないのになぜ合コンという言葉が出てくるのだと思っていると、亮は大治郎が思ってもみなかったことを口走った。


    『いやさ、実は四月の終わりくらいのグループ通話の履歴が残ってんのよ。「合コン開始の三十分前に、全員バスターミナル集合！」って』


    「あ。ああ……、ああーっ！」


    　無意識に大声を上げてしまう大治郎。


    　今までアプリの存在を忘れて一切利用していなかったから、履歴をたどるなんて発想はこれまで一度も出てこなかった。


    　たとえいくら頭の中の記憶を消しても痕こん跡せきは他ほかにも残っている。本当に今さらであったが、なぜそのことに気づかなかったのかと、大治郎は自みずからの頭の悪さを呪のろいたくなった。


    『その反応ってことはサエナイ君は覚えてるんだね？　むしろなんでオレが忘れてるんだよって話だけど』


    「あ、あはは……まぁその、あんまりたいした合コンじゃなかったからかなー？」


    　──この言い訳は……さすがに苦しいか。


    　もちろん、亮もそんな言葉で誤ご魔ま化かされはしなかった。


    『いや、このオレが参加した合コンを全まつたく覚えてないなんてことあるわけないじゃん。……つーかさ、その日の最後のグループ通話でオレのメッセが残ってるんだけど……見た？』


    「いや……見てないけど……」


    　亮は自らのメッセを読み上げる。


    『「オレも今から小こ春はるちゃん狙ねらいで」って書いてある。その前は凛りん子こちゃん狙い──これさぁ、きっとサエナイ君が主催した合コンでしょ？　オレこんな名前の子の知り合いいないし』


    「そ、それは──」


    『つーことで、今度のバーベキューにこの子たち呼んでよ』


    「……は？」


    　一瞬彼が何を言ってるのかわからなかった。


    『だってオレ女の子たちの顔忘れちゃったんだもん。また会いたいと思うのは当然でしょ？』


    　何が当然なのかもわからない。


    　頭の整理が追い付いていない大だい治じ郎ろうに、亮りようはすかさず告げる。


    『んじゃよろしく頼むねー』


    「い、いやちょっと!!　む、無理無理!!　無理だって!!」


    　スマホを両手で掴つかみながら大声で拒絶するも、すでに通話は切れてしまっていた。


    「な、なんて勝手な奴やつ……っ！」


    　罪のないスマホの画面を睨にらみ付けながら、そう呟つぶやいてしまう。


    　亮が女の子に目がない奴だととっくにわかっていたはずなのに、あらためて大治郎は溜ため息いきを吐つきながらそのことを強く再認識したのだった。
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    　午前〇時になっても、綾あやは部屋に帰って来なかった。


    　すでに数す寄き柳やなぎ学園の消灯時間から二時間も過ぎており、凛りん子こは二段ベッドの上段に座りながらじっとドアを見つめて呟く。


    「あの子……一体どうしたのかしら」


    　峰みね岸ぎしの指示で今朝からずっと姿を見せない彼女に、不安を覚えているその時だった。


    　突然がちゃりと部屋のドアが開き、制服姿の綾がふらふらと部屋の中に入ってくる。


    「綾っ！　あなたこんな時間まで何を──」


    「……あー悪い凛子。今日はちょっと……このまま休ませてほしいかなって」


    　重い足取りで二段ベッドの下段に倒れると、綾は力なく手足を投げ出して寝そべってしまう。いつになく憔しよう悴すいしきっている彼女に、凛子は眉まゆをひそめながら尋たずねた。


    「あなた一体……何をしてたの？」


    「んー……？　聞こえないぃ……」


    「だから！　何をしてたのかって──」


    　そこで綾から反応がなくなったことがわかり、凛子は苛いら立だちながら二段ベッドの階段を下りていく。


    「綾？　ねぇどうしたのよ」


    　ベッドに横たわっている綾を見ると、制服を着たまま静かに寝息を立てていた。


    　よほど疲れていたのかと思い、凛子は熟睡している彼女の身体からだにそっと布ふ団とんをかけてやる。


    「委員長とゆきねのことで、頼みたいことがあったのに……」


    　ぼそりと漏もらしながら、再び上段のベッドに戻っていく。こっそり小こ春はるとゆきねのやりとりを『精神感応テレパス』で調べてほしいと頼みたかったのだが、この様子ではとても無理であった。


    　凛りん子こは布ふ団とんをかぶって考える。


    　──委員長とゆきねの間に一体何があったのかしら？


    　もやもやとしながら横になっていると、やがて今日一日の疲れが睡魔となって襲ってくる。


    　薄れる意識の中で凛子が最後に思ったのは、明日もまた小春とともに捜索に向かわなければならないという億おつ劫くうな感情であった。
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    　三さえ枝ぐさゆきねの脱走から一夜が明けて、午前八時。


    　朝礼を終えた凛子と小春は、再び数す寄き柳やなぎ学園の教育施設にある峰みね岸ぎしのいる学長室へと呼ばれていた。


    　昨日と違って学長室にはホワイトボードが置かれており、その上に東ひがしヶが丘おかの詳細地図がマグネットで留められていた。


    「……昨日のあなたたちには失望しました」


    　二人の前にあるデスクに座りながら、峰岸は厳しい視線を送り続ける。


    「お言葉ですけど、先生。あれは──」


    　凛子が口を挟もうとすると、峰岸がそれを手で制した。


    「あなたはゆきねを取り逃がしただけではなく、そのうえさらに言い訳までするのですか？」


    　押し黙ったまま俯うつむく凛子に向かって、峰岸はさらに辛しん辣らつな口調で告げた。


    「明日は日曜ですが、今日も何も進展がないようなら、休日を返上して捜索に当たってもらうことになります」


    　それを聞いて、凛子は込み上がる苛いら立だちをどうにかこらえようとした。ここで激しい怒りに駆られて『発火能力パイロキネシス』を無意識に発動させてしまうのは絶対に避けたかった。


    　これ以上の失態を重ねれば、今後の学園生活で厳しいペナルティが課せられるのは目に見えている。今はただ耐え忍ぶしかないと凛りん子こは思った。


    　峰みね岸ぎしは東ひがしヶが丘おかの詳細地図に近付いていくと、無数に×マークが記されている部分の一つを指しながら言った。


    「昨日のうちにこの町を抜けるすべての交通網には人員を配備済みです。道なき場所から山越えをされてしまったら別ですがね」


    「あの……それであたしたちは何を？」


    　小こ春はるが尋たずねると、峰岸は地図の前でくるりと振り返る。


    「本日からあなたたちはこの東ヶ丘全域の捜索です。ゆきねがどこにいるのかわからない現状、今はひたすら足で捜すしかない」


    　それを聞いた凛子が、慌てて峰岸に告げる。


    「待ってください。もしゆきねが委員長以外の人物に化ばけていたら捜しようがありません」


    「三さえ枝ぐさゆきねが、別の人物に化けることはありません」


    　即答で断言した峰岸を見て、凛子は首をひねる。


    「どうしてそう言い切れるんですか？」


    「彼女の能力は、超能力を持った者にしか化けることができないからです」


    　それはこれまで、凛子が一度も聞かされていなかった新情報であった。


    　凛子が動揺する間も与えずに、峰岸は告げる。


    「灰はい島じまさんと妹せの尾おさんは、今すぐ学園の車で出発し、そのまま日没まで町をくまなく捜索してください。とにかく潜伏できそうだと思う場所は片っ端から調べるように」


    　そこまで言うと、峰岸は二人に鋭い視線を送った。


    「くれぐれもこれ以上の失態は犯さないこと。いいですね？」


    「はい」


    　小春と凛子は返事をして頭を下げると、指示通りに車の待つ校門へ向かう。


    「ったく、気分悪いわ……」


    　ぶつぶつ言う凛子の隣で小春が告げる。


    「ぶつくさ言っても仕方ないでしょ。ゆきねが見つかるまでの辛抱だから」


    　凛子の自己評価では、昨日の自分は相当に働いたつもりであった。褒ほめられこそすれ、叱しかられるなんてまったくもって筋違いであった。


    　しかも、貴重な日曜日を潰つぶしてまで捜せと言われて、やる気なんて到底出るわけがなかった。


    「委員長。わたし今日はゆきねの捜索、サボらせてもらうから」


    「な……っ！　凛子っ！　バカ言ってないで行くよっ！」


    　教育施設を出ると、凛子は釈然としない思いのまま小春とともに校門へ向かった。
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    　大だい治じ郎ろうは高校に続く坂道を歩きながら、昨夜の亮りようの頼みをどう断ろうかを考えていた。


    　バーべキューのための買い出しはまだいいとして、小こ春はるたちを呼べという身勝手極まりない要求の押し付け。そんな彼に対し、昨夜はっきりと拒絶の意思を口にできなかった自分が情けなかった。


    　亮は喋しやべりの勢いだけで、こちらが望んでいないことでも無理矢理押し通そうとするタイプの人間だ。その場ですぐ断らないと、いつまでもずるずる要求を呑のんでしまうことになる。


    　合コンの時は、確かに意気投合もしたし頼れるところも多かった。だからといって、それで何もかもを許しているわけじゃない。


    　教室に入り、中央に亮の姿を見つけると、大治郎はすぐに女子は呼べないと言おうとした。


    　その時である。


    「伊い藤とうーっ!!　お前明日のバーベキューに女連れてくるんだって!?」


    「それも、めっちゃ可愛かわいいらしいじゃん!!」


    「亮がお前を誘ったのも納得だわ。お前、意外と女回りいいんだな!!」


    　大治郎は、亮と普段よく会話している連中に一斉に取り囲まれる。


    　どうやら亮は大治郎が教室へやって来る前に、自みずからの友人らに小春たちがバーベキューにやって来ることを言いふらしていたらしい。


    　完全に先回りされてしまったと、大治郎は亮を睨にらみ付ける。


    　しかし、当の彼はへらへらとこちらに手を振るのみ。


    　あの様子だと亮は計算や目論もくろ見があって、この状況を作り上げたわけではないらしい。でもその微み塵じんの罪悪感も感じられない彼の態度が、かえって大治郎を苛いら立だたせることになった。


    「写メ見せろよ写メ。一枚くらい持ってるだろ？」


    「なぁなぁ、おっぱいでかい？　でかい？」


    　質問攻めから逃れるように大治郎が視線を躱かわすと、その先にじっとこちらを見つめる蔵くろ人うどの目とぶつかった。


    　──自業自得だ。バカ者め。


    　明らかにそう言いたげな目をしていた。


    　大治郎は好き勝手に言って騒ぐ連中に囲まれながら心の中で思う。


    　──ここではっきり言わなければ、この先もずっと亮の思うつぼだ。


    　絶対に言わなきゃいけないと自らを奮い立たせると、亮を正面に見据えて言った。


    「亮、悪いんだけど……女の子は来ないから」


    「え？　マジで」


    　亮りようは目を丸くする。


    　──言って……やったぞ。


    　これまで押し切られっぱなしだった自分が、はっきり押し返してやった瞬間だと思った。


    「んじゃ、しょうがないか」


    「……え？」


    　大だい治じ郎ろうは軽い感じで言った亮の言葉に耳を疑う。


    　それだけではなく、取り巻きグループの連中も次々と軽い調子で大治郎の元を離れていく。


    「なーんだ。つまんね」


    「来ないのかよー。ショックー」


    　口にした時は達成感のようなものまで覚えていたのに、と思いながら大治郎は重い溜ため息いきを吐ついた。断る台詞せりふもかなりのパターンで考えていたが、その時間を今ではバカらしく思った。


    　悩んだ時間を返してほしいとがっくりと肩を落としたところで、達たつ也やがやって来た。


    「…………」


    　無言のまま教室の中央に目を向ける達也。


    　その視線が大治郎とぶつかると、彼は頷うなずくように首を小さく動かして言った。


    「……ワサッス」


    　ＨＩＰＨＯＰ好きな彼の特有の挨あい拶さつに、大治郎もつられて頭を下げる。


    「わ、ワサッス……」


    　達也は大治郎の状況を見ても特に何も言うことなく自みずからの席に向かっていく。


    「おーい亮。ちなみにその合コンに来た子の名前ってなんて言うの？」


    　大治郎を取り囲んでいたうちの一人が亮に向かってそう尋たずねる。


    「メッセには小こ春はる、凛りん子こ……」


    　亮がスマホを読み上げていると、席に向かっていた達也の足がぴたりと止まった。


    「……多た美み、それに綾あやって書いてあるね」


    　亮がスマホをしまおうとすると、突然達也は教室の中央にまでやって来て彼の手首を掴つかんだ。


    「……え？　何？」


    　亮が掴まれた手首を見て尋ねると、達也は無言のまま彼のスマホ画面を見つめる。


    　達也はしばらく画面を見つめた後で、ぽつりと言った。


    「…………オレ、このアプリ消したんだけど……」


    　そう言って亮の顔をじっと見つめる。


    「また……ダウンロードしたんだ。よかったらフレンド登録……してくれないか？」


    　教室の中央にいた全員が一瞬静まり返り、そして爆笑の渦に包まれる。


    「な、なんだよ!!　何を言い出すかと思ったらさ!!」


    　達也がスマホを取り出すと、亮は笑いながらアプリをいじって言った。


    「いや、全然構わねーけどさ……ラップくん、そんなキャラだったん？」


    「イエー……」


    　達たつ也やは低い声を出して手を前に出すラッパーポーズを決める。


    「画面コードをカメラで読み取れば、登録できるから」


    　亮りようが画面を向けながら説明している姿を、大だい治じ郎ろうは横で見ていた。


    　達也はいわゆるこのクラス内ヒエラルキーの中でも、かなり特殊な立ち位置にいた。


    　いつも机に足を投げ出しながら、ヘッドホンを耳に当てて俯うつむいている。無口なうえにそのアウトローな見た目が、近寄りがたいオーラを放っているように皆の目に映っていたのだった。


    　──そんな達也が自分から話しかけに行くなんて。


    　大治郎がその光景を見て嬉うれしく思っていると、達也がスマホを手にしてやって来る。


    「登録……してもいいか？」


    「いいに決まってるじゃん」


    　大治郎がスマホを取り出すと、達也の切れ長の目がわずかに緩ゆるんだ気がした。


    　フレンド登録が終わったところでチャイムが鳴る。


    『──終業式を行いますので、生徒の皆さんは体育館に集まってください』


    　校内放送が流れると、机に腰かけていた亮が元気よく立ち上がった。


    「さぁー一学期を締めにいこうぜーっ！」


    　彼の声を合図に、教室にいた生徒たちがわいわいと騒ぎながら廊下に出ていった。


    



    　終業式は実につつがなく進行していった。夏休みの過ごし方という校長からのくどくどと長ったらしい言葉に、生徒の全員がうんざりし、その後で部活の地区予選を突破したというバレーボール部員たちが壇上に呼ばれた。インターハイへの意気込みを部長が口にすると、拍手をしながら彼らを称え、ようやく解散となって大治郎たちは教室へと戻っていった。


    「大治郎。悪いが我われは今日は先に家に帰るぞ」


    　担任の松まつ下したによる一学期最後のＨＲが終わると同時に、大治郎は蔵くろ人うどから声をかけられた。


    「え。いきなりどうしたの？」


    「この後、動画サイトで『魔法少女こよりちゃん』の一挙放送があるのだ。我も当然参戦しなければならぬ。先に失礼するぞ」


    　席を立って急いで廊下を出て行く蔵人の姿を目で追ってから、大治郎もカバンを持って立ち上がる。


    　すると、そこに亮がやって来た。


    「サエナイ君、明日は遅れるなよー？」


    「わかってる。午前十一時に河か川せん敷じきだよね」


    　大治郎が確認すると、亮は頷うなずきながら手に持っているスマホをいじりだす。


    「しっかしラップ君から急にフレンドとかびっくりしたわ。それに、昨日渡したお金が足りなかったから立て替えといたって、さっき聞いてさ」


    「そうだよ。全然足らなかったんだからな」


    　昨日のことを思い出して大だい治じ郎ろうがむっとすると、亮りようはばんばんと大治郎の背中を叩たたきながら大げさに笑ってみせる。


    「だはは、悪かったって！　これからラップ君の家に道具を取りに行くんで、そんじゃ」


    　追及されるのを逃れるように、亮はそそくさと離れていく。大治郎は相変わらずお調子者な彼に溜ため息いきしながら教室を後にした。


    　昇降口で靴くつに履き替え、校門を抜けて坂道をくだっていく。


    　その途中にある曲がり角を見て、大治郎はふと立ち止まった。


    　この道の先には三か月前、小こ春はると一緒に手を繋つないで満開の桜を見た小さな公園があった。


    　ファミレスとレンタルビデオ店は家から近いこともあって、頻ひん繁ぱんに足を向けていた。


    　しかしこの公園に続く道は、夜になると街灯も人通りも少ないために、一人で歩くにはちょっとだけ勇気が必要になる。そのせいで、夜中に出歩くのが常だった大治郎は、あの日から今までほとんど公園には立ち寄っていないことに気付いた。


    　──もしかして、偶然小春と出会ったりして。


    　本気でそう思ったわけではなかったが、大治郎は少しだけ寄り道をしていこうと思い、進路を変えて曲がり角をめざした。


    　やがて路地の先に公園が見えてきた。


    「おお……っ」


    　公園に入る前から、大治郎は頭上に広がる生い茂った緑の葉に目を奪われてしまった。かつては桃色に染まっていた公園が、まるで別の場所のように思えてしまう。


    　優しい風が吹いて、揺れ合う葉のこすれる音に大治郎が耳を澄ませていると、


    「……大治郎？」


    　という突然の声に驚いて、見上げていた木々から目線を動かす。


    　公園の出入り口に立っている大治郎から、五メートルほど離れた場所にベンチがある。


    　その横に、黒いパーカー姿の小春が立っていた。


    「小春っ!?」


    　まさか本当に会えるとは思っていなくて、大治郎は嬉うれしさが込み上げてくる。


    　すぐにでも彼女の元に駆け寄ろうと足を踏み出そうとした。


    　──待てよ？


    　足の動きを止めて、大治郎は彼女の着ている黒いパーカーを見た。一昨日おとといのレンタルビデオ店でゆきねが着ていたのも同じものだったとわかると、おいそれと近づけなかった。


    　本物か偽にせ者ものか。じっと小春の姿を見ながら大治郎が警戒している時だった。


    「──委員長。あなたのリクエストにしては、結構いいところじゃない」


    　突然横からやって来て小こ春はるに話しかけた人物を見て、大だい治じ郎ろうは驚きの声を上げた。


    「凛りん子こ!?」


    　急に呼びかけられた凛子は、大治郎を見るなりムッと表情を曇くもらせる。


    「……は？　何、気安く呼び捨てにしてるのよ」


    　開口一番にきつい言葉を浴びせるあたりも相変わらずだった。


    　凛子は腕を組みながら、じいっと冷ややかな視線を浴びせるようにして口を開いた。


    「委員長。こいつ誰だれよ？」


    　それを聞いて、大治郎は彼女も記憶を失っているということを理解した。


    　久しぶりに会ったというのに、つんとそっぽを向く冷たい凛子の態度に少しだけ気分が落ち込んでしまう。いくら記憶がないとしても、である。


    「あ、あはは。ごめんね大治郎……実は今、凛子と一緒にゆきねを捜索してて」


    　そう言って苦笑いする小春に、大治郎が尋たずねる。


    「でもどうしてここに？」


    「それは、凛子がサボりたいって言うから……」


    　小春は非難する目で凛子を見てから、真上に広がった緑を見上げる。


    「どうせ休むならこの公園がいいかなって思って。大切な思い出のあるここに来たくて」


    　そこで、小春は木漏もれ日にすっと目を細める。


    「あの桃色に染まってた公園がどうなってるんだろうって思って来てみたら……こんなにも色が変わっちゃうんだね」


    　大治郎は、懐かしむようにしみじみと告げる小春の前に近付いた。


    「綾あやに、言ってくれたんだろ？」


    「……え？」


    「俺との記憶をどうしても守りたいって」


    　大治郎は目の前の小春から視線を逸そらすと、照れくさくなってその場で俯うつむきながら告げる。


    「その……すごい嬉うれしかったんだ。俺も……同じ気持ちだったから」


    　小春は胸の前で両手をぎゅっと握りしめる。


    「うん……。だって、忘れられるわけがないよ」


    　そうして二人で互いに俯いたままいると、やがて小春はゆっくりと大治郎の前から二、三歩離れて言った。


    「見てて、大治郎」


    　ふわっと小春の髪が浮き上がる。風に吹かれたのかと思っていると、彼女は頭上を指さしながら大治郎に向かって笑いかける。


    「あの時とは違うけど、これもきっと綺き麗れいなはずだよ」


    　大だい治じ郎ろうが小こ春はるの指の先を見つめたその瞬間、竜巻のように小春の周囲に小さな竜巻が起こり、木々についた葉っぱが一斉に空高く舞い上がった。


    　頭上の太陽に向かって、葉っぱが吸い込まれるように上空の彼方にまで飛んでいく。それを見ながら大治郎が、ざわめく公園の木々の音に耳を澄ませている時だった。


    「きゃっ！」


    　突然小さな悲鳴がして空を見ていた大治郎が視線を戻すと、スカートを押さえている小春の姿が目に入った。
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    「ス……スカートまで浮いちゃった……はは」


    　苦笑いする小春を見て、大治郎は悔しそうに叫んだ。


    「ち、ちくしょうっ!!　見逃しちまった!!」


    「なんでそんなに悔しそうなのよ!?」


    　小春はスカートを直しながら、今にも膝ひざから崩れそうな大治郎を見てふんと鼻を鳴らす。


    「相変わらずスケベなんだから」


    「い、いや。そんなにスケベじゃないって」


    　誤ご魔ま化かすように頭を掻かき、気を取り直したところで大治郎はふっと小春に笑いかけた。


    「おかえり、小春」


    　レンタルビデオ店で言えなかった台詞せりふを大治郎が言うと、小春はゆっくりと正面を向いて微笑ほほえんだ。


    



    ＊＊＊


    



    　目の前で楽しそうに笑う二人を見て、凛りん子こは非常に不愉快な気分になっていた。


    　小こ春はるにおすすめだと案内されて公園にやって来ると、急に見知らぬ男が近寄ってきたかと思えば、小春と二人でイチャつきはじめ、この公園での思い出話のようなものに花を咲かせている。


    「そろそろいいかしら？」


    　いつまでもきりがないと思った凛子は、小春に向かって口を開いた。


    「ひとつ聞きたいんだけど、なんでこの男はわたしの名前を知ってるの？」


    　小春は一度ためらうような顔を見せたが、やがて決意したように凛子に言った。


    「……凛子。これから言うことを落ち着いて聞いてほしいんだけど」


    「わたしは落ち着いてるわよ」


    　何を言い出すのかと凛子が思っていると、小春はゆっくりと首を横に振る。


    「これからあたしが話すことは、すぐには信じられないことだと思うの。だから少しずつでいいから、ちゃんと理解していってほしい」


    　あらたまった様子で見つめる小春を見て一瞬どきりとするも、凛子は真ま面じ目めな表情で頷うなずいた。


    「……そう、わかったわ。内容次第ではあるけど、ちゃんと委員長の話を聞く」


    　そう答えると、小春は慎重に言葉を選ぶようにして話し始めた。


    「実はね……あなたと大だい治じ郎ろうは、以前に一度だけ会ったことがあるの」


    「……わたしがこの男と？」


    　凛子はちらと大治郎を見てから、視線を戻す。


    「どこで会ったっていうの？」


    「三か月前、あなたが合コンするって言いだして行ったカラオケ店よ」


    「何それ」


    　思わず吹き出しそうになるも、小春の表情が真剣だとわかって、すぐに表情を引き締める。


    「……まぁいいわ、それで？　なんでわたしがそのことを覚えてないのかしら？」


    「合コンの時に無断外出しているのがバレて、生徒会長の能力で記憶を消されたの」


    「生徒会長ですって？」


    　真面目に聞いていた凛子も、とうとう本気で笑ってしまった。冗談にしてはずいぶんと質たちの悪いもので、まさか小春がここまで自分を誑たぶらかそうとしてくるなど思いもしなかった。


    「これは驚きね。まさかそんな下らない噂うわさを、委員長ともあろうものが本気で信じてるなんて」


    　ばかばかしいとばかりに手を振って、凛子は小春から顔を背そむける。


    「……凛りん子こ、これは全部事実なの。たとえ信じてもらえなくてもね」


    「はいはいわかったわよ。まったく……もう少しマシな嘘うそでもつけないのかしら」


    「凛子」


    　語気を強くして名前を呼ぶ小こ春はるに、凛子はどきりとして振り返る。


    　小春は真まっ直すぐに凛子を見つめていた。


    　そして、先ほどから少しも変わっていない真ま面じ目めな表情で告げる。


    「すべて本当のこと、だから」


    　小春の瞳ひとみを見ながら、凛子は思う。


    　──何よ……それ。


    　合コンだけでも信じられないというのに、そのうえ生徒会長の存在や記憶を消されているとまで言われて、素直にすべてを信じるほうが難しかった。


    　しかし会ったこともないこの男が、唐突に自分の名前を呼んだことは疑いようのない事実である。


    　頭の中がごちゃごちゃになりそうだと凛子が思っている時だった。


    「……そうだ、大だい治じ郎ろう。実はあたしたち昨日、例のあの娘こを見失っちゃって」


    　思い出したように小春が大治郎を見る。


    「例のって、小春に化ばけている子のこと？　確か名前は三さえ枝ぐさ──」


    「三枝ゆきね。レンタルビデオ店の時と違って、今は耳に透明のピアスをしてるから、あたしに化けていてもすぐわかると思う。もしかしたらもう外しちゃってるかもしれないけど……」


    「ピアス？」


    　そう聞き返す大治郎に向かって、頷うなずきながら小春はスマホを取り出した。


    「そう。それで、もしあたしに化けたゆきねが現れたらすぐに連絡が欲しくて」


    「あ。それなら──」


    　大治郎は胸ポケットから名刺を出した。


    　誰だれの名刺だろうかと凛子が思っていると、彼はそれを小春に見せながら話し始める。


    「実は昨日、峰みね岸ぎしって人が学校にやって来て、俺に同じこと言ってたんだよね。『ゆきねが接触をして来たら連絡が欲しい』って」


    　大治郎の言葉を聞いて、凛子は目を大きく見開いた。


    「峰岸……ですって？」


    　その声の響きが怒っているように聞こえたのか、大治郎は慌てて彼女に手を振ってみせる。


    「い、いや。俺だって、まさかそんな偉い人が学校に来るだなんて思ってもみなかったよ」


    　凛子は大治郎から名刺を渡されると、それをまじまじと見つめる。


    　名刺には、確かに峰岸の名が記載されていた。


    「……委員長、スマホを貸して」


    　彼女から受け取ったスマホで、そこに書かれた電話番号とも照らし合わせる。


    「間違いない……峰みね岸ぎしの番号だわ」


    　凛りん子こは大だい治じ郎ろうに名刺を返すと、いよいよ小こ春はるが言っていたことが事実だと認めざるをえなくなった。


    　──何者なの、この大治郎という男は。


    　凛子の目には典型的な冴さえない男にしか見えなかった。


    　なのに小春にはまるでどこぞの国の王子様のように見えるらしく、笑う時も恥じらう時も、これまで凛子には一度も見せたことのない表情ばかりであった。


    　──峰岸までやって来るほどだものね……。


    　凛子がそう思いながら大治郎に目を向けると、偶然互いの視線がぶつかった。


    「な、何？」


    　動揺している大治郎を見て、凛子は言った。


    「ねぇあなた。明日もまたこの時間にここに来てくれないかしら？」


    「……へ？」


    　大治郎がぽかんと口を開ける。


    「ちょ、ちょっと凛子！　いきなり何を──」


    「委員長は黙ってて。ねぇどうかしら？」


    　もう一度凛子がそう尋たずねると、大治郎は頭を掻かきながら答える。


    「え、えーっと……あの、実は今日から夏休みに入るってことで、明日はクラスの皆でバーベキューの予定があるんだけど……」


    「夏休みだなんて羨うらやましいじゃない。こっちは明日の休日すら取り上げられそうだっていうのに……ちょっと待って」


    　凛子は少しだけ考えてから、ぱっと顔を明るくさせて大治郎に告げる。


    「じゃあ、わたしたちもそれに参加するわ」


    　小春は信じられないようなものを見る目つきで彼女に告げる。


    「は、はぁ!?　ちょっと凛子！　なに勝手な行動を──」


    「いいじゃない。そもそも明日は日曜日なんだし。それに闇やみ雲くもに捜し回るより、ゆきねが大治郎に接触するかもしれないのなら、彼のそばにいればいつか向こうからやって来るかもしれないわ」


    「うぅ……そ、それはそうだけど……」


    　小春ははっきりと反論ができないまま唸うなる。


    「ということで、どうかしら？」


    　凛子がそう言うと、大治郎は頷うなずいた。


    「えっと……うん。そういうことなら」


    「決まりねっ！」


    　凛りん子こはわざとらしくぱちんと手を叩たたいてみせる。


    「じゃ、じゃあ小こ春はる。電話番号を教えてよ」


    　そこで、タイミングを見計らったように大だい治じ郎ろうがスマホを取り出した。


    



    ＊＊＊


    



    　スマホに番号を登録してから、大治郎は二人に明日の予定を告げた。


    　──朝の十時半に駅前のバスターミナルで待ち合わせてから、三人で河か川せん敷じきに向かおう。


    　バーベキューの開始時間は午前十一時。河川敷はバスターミナルから二十分ほど歩いたところにあるので、三十分前に集まるのがちょうど良いだろうという判断だった。


    「それじゃ、またね」


    　待ち合わせの時間とバーベキューをする場所を確認してから、小春は凛子と公園の出入り口に向かっていく。一緒に大治郎も公園を離れると、二人に手を振った。


    「明日も小春と一緒にいられるっ！」


    　嬉うれしくて飛び跳ねたくなる気持ちを抑えながら、大治郎は家まで走っていった。


    



    　家に着くと、大治郎はそのまま裏口へと回り込んだ。


    　大治郎の家は定食屋を営んでいて、家の正面は店の入り口なので入ってはいけないという家族内での決まりごとがあった。


    　裏口のドアの左手には、車や自転車などが停とめてある屋根付きのガレージがあり、右手には外から見えぬように茂みで囲まれた小さな庭があり、そこには物干し台がある。


    「ただいまー」


    「大治郎ーっ！　ちょっとこっち来なさい！」


    　店のほうから飛んできた姉の声に、大治郎はカバンを玄関に置きながら返事をした。


    「はいよーっ」


    　横の壁にかけられた自分のエプロンを取ろうとして、そこで大治郎は手を止める。


    　現在は午後の三時過ぎ。昼の営業時間はすでに終わっている時間であった。


    　加勢を頼まれたわけではないと思った大治郎は、首を傾かしげながら店のほうへと向かっていく。


    　厨房と店内を仕切るのれんをくぐると、やはりそこにお客さんの姿はなく、代わりに父と姉の二人が一台のテーブル席の前に立っていた。


    　背を向けている父と姉を見て、大治郎が声をかける。


    「ねぇ、何してんの？」


    　二人は振り返ると、大治郎にもテーブル席が見えるようにその場を退いた。


    　お客さんらしき人物がテーブルの上に突っ伏しているのが見えた。


    「その人、どうしたの？」


    「……昼の営業時間ギリギリにやってきたお客さんなんだけどね。メニューを聞いてしばらくしたら突然眠り込んじゃって。何度か揺すったんだけど全然起きないの」


    　困り果てたように腕を組んだ姉の言葉を聞きながら、大だい治じ郎ろうはその人物の顔を覗のぞき込んだ。


    「見たところあんたと同じくらいの年の子だけど……どこの子かなんてわかんないわよね」


    　顔をまじまじと確認して、大治郎は思わず声を上げそうになった。


    　テーブルに顔を伏せていたのは、黒いパーカー姿の小こ春はるであった。


    　大治郎はすぐに公園での会話を思い出した。


    　髪で隠れている耳の部分に注目すると、触ってもいいものだろうかと思いながらゆっくりと手を伸ばす。


    　指で髪をすくい上げてみると、露あらわになった彼女の耳たぶに、飾り気のないピアスが付いているのが目に入った。


    　──やっぱり……この子は三さえ枝ぐさゆきねだ。


    　三枝ゆきねは、一昨日おとといに会った時よりも薄汚れた姿でそこに眠っていた。
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    　大治郎と別れた後、凛りん子こは小春に連れられるまま町を歩き回っていた。


    　あてもないまま歩き回っては意味がないと言う小春は、適当な店に入るなり「自分がここに来なかったか？」という聞き込み調査を始めた。だが、どの店の従業員も怪け訝げんな表情を浮かべながら首を横に振るだけ。


    　必死に聞き回る小春を横で見つめながら、凛子は思う。


    　──徒労でしかないわね。こんな調査。


    　事実その通りで、有力な手がかりは何も掴つかめないまま日没を迎えてしまったのだった。


    　くたくたになりながら、二人は迎えの車が来るバスターミナルへと着いた。


    「どこに潜ひそんでいるのかしらね。もう足がパンパンよ」


    　車が来るまで少し時間がかかりそうだと思った凛子は、ターミナルにあるベンチに腰かけて足をマッサージし始める。


    「凛子は全然捜していなかったじゃない。結局あたしばっかり色々調べて……」


    　呆あきれたように小春が言うと、凛子は足から手を離した。


    「なら聞くけど委員長」


    「何？」


    　凛子は、昨日の夕方に多た美みが話していた内容を思い出して口を開く。


    「あなた……何かゆきねのことで、わたしに隠し事をしてない？」


    　少しだけ間をあけてから、小こ春はるは疑問で返す。


    「……どういう意味？」


    「そのままの意味よ。わたしは捜索するパートナーなんだから、委員長が知ってるゆきねの情報はすべてわたしも知っておく必要があると思う」


    「何もないわよ、そんなの」


    　ふいっと顔を逸そらす小春に、凛りん子こは苛いら立だって言った。


    「嘘うそつかないでよ。先週、ゆきねと談話スペースで一体何を話していたの？」


    　その言葉に表情を強こわ張ばらせると、小春はゆっくりと凛子に視線を合わせる。


    「……見てたの？」


    　少しだけ考えてから、凛子は頷うなずいた。


    「授業で使う教科書を忘れて取りに戻った時に、偶然見かけたのよ。どうなの？」


    「凛子に話す必要なんてない」


    　素そっ気けなく答える小春の態度を見て、凛子は挑発的に笑ってみせた。


    「……ちょっと。いい加減になさいよ。わたしもこうしてゆきねを追っているのに、関係がないなんて通じるわけがないでしょ？」


    　しばらく小春は何か考え込んでいたが、やがて諦あきらめたように息を吐いて言った。


    「『念動力サイコキネシス』のことを聞かれたのよ」


    「『念動力』？」


    「……そう。研究施設での能力測定の結果や、他ほかにも色々と。多分あの時からゆきねは脱走することを考えてたんだと思う。実際のとこは本人から直接聞かなきゃわからないけどね。もうこれでいいでしょ？」


    「ゆきねから渡されたノートのことは？」


    　小春の目がはっと大きく見開かれる。


    「……まさかそこまで……見ていたの？」


    　驚きを隠せないでうろたえる小春に向かって、凛子はさらに続ける。


    「『それだけはどうしても無理！』って声が聞こえたわ。一体何が無理なのよ？」


    「そ、それについても……『念動力』のことで……」


    　小春は明らかに動揺していた。


    「の、能力のことについて……色々と書き記してほしいっていうから、それは無理だって突っぱねただけ。本当に……なんでもないことなのっ」


    　自分の語気が荒くなっていることに気付いた小春は、そこで深呼吸をする。


    「凛子……お願いだから、これ以上は変な勘ぐりをしないで」


    「……そう。わかったわ」


    　凛りん子こが頷うなずいたところで、学園の車がバスターミナルに入ってきた。後部座席に乗って車内から見える外の景色を眺める。


    　凛子は小こ春はるが嘘うそをついていると思った。


    　それはただの予感ではなく、ほとんど確信ともいうべきものであった。


    　──やっぱり綾あやに頼んで心の中を読んでもらうのが一番だけど……。


    　凛子がそこまで考えたところで、車は学園に着いた。


    　外に出ると日がすっかり沈んで、すでに空には宵よいの明星が輝いていた。


    「じゃあ、あたしは報告書を提出しなきゃならないから」


    　小春はそう言って昨日と同様に教育施設に向かって行く。


    　凛子はその姿を見送ってから急いで居住施設へと戻り、そのまま談話スぺースに向かうと、目当ての人物はやはり今日もひとりソファーに座ってテレビを観みていた。


    「多た美み。お願いがあるの」


    　凛子が隣に座ると、すぐに彼女はソファーからお尻しりを浮かせて距離を取った。


    「ふぁ!?　え？　な、何？」


    「昨日あなたが言ってた、委員長がゆきねから渡されていたというノートを探したいの」


    　多美は目をぱちぱちとさせながら、凛子の顔を見つめる。


    「……で、でも人のノートを勝手に見るなんて」


    「ゆきねがいないのは体調不良なんかじゃない──学園を脱走したからよ」


    　凛子が多美の両肩を掴つかみながら言うと、多美は一瞬何を言われているのかわからず、おずおずと口を開いた。


    「え…………？　ど、どういうこと？　ゆきねちゃんが……脱走？」


    「実は昨日からわたしと委員長は彼女の行方ゆくえを追ってるの。……ねぇ多美、そのノートがゆきねの脱走について何か重要な手がかりになるかもしれないのよ」


    「で、でも……」


    「もしかしたら、委員長は脱走の協力者なのかもしれないのよ」


    　凛子の言葉に多美は途端に青ざめる。


    「そ、そんな……まさか……」


    「少なくともわたしには、委員長がゆきねについて何かを隠してる気がする。それを調べるためにノートを探す必要があるのよ。お願い──協力して、多美」


    　多美の手を取って、凛子は彼女からの返事を待つ。


    　多美は何度か迷う表情を見せていたが、やがて決心したように凛子を見つめた。


    「……小春ちゃんがお風ふ呂ろに行ったらしばらく時間があるから……その時に呼びに行く」


    　凛子は大きく頷く。


    「ありがとう、多美」
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    　午後四時四十五分。大だい治じ郎ろうの家では間もなく店を再開する時間に差し掛かろうとしていたその頃ころ、


    「──大治郎、ちゃんと説明しなさいよ」


    　居間に布ふ団とんを敷いて寝かされているゆきねの横で、大治郎は正座をしていた。


    　その目の前には姉と父が憮ぶ然ぜんとした表情で座っている。


    「この子はどこの子？　まさか家出とかじゃないでしょうね？　つーか、ちゃんと聞いてるの大治郎？」


    　姉から浴びせられるこれらの質問に、大治郎は一体どう答えればいいのかわからなかった。


    　こんな事態になったのも、先ほどゆきねの顔を見た時、思いっ切り動揺した態度を見せてしまったせいである。今日ほどポーカーフェイスのできる人間が羨うらやましいと思ったこともない。


    「いい加減いつまでも黙ってんじゃない！　口がついてないのかアンタは！」


    　とうとうしびれを切らした姉が、身を乗り出して大治郎の頬ほおを思いっ切りつねり上げる。


    「い、いぎぎぎぎ……っ!!」


    「さっさと言いなさいよ！」


    　涙目になりながら大治郎は父に助けを求める視線を送る。


    　しかし父はゆっくりと首を振るだけだった。


    　姉はつねっている側とは逆の手を握りしめると、その拳こぶしにはぁーっと息を吹きかけた。


    「まだ黙ってるなら、今度はこいつを食らわせるからね。ちなみに一発で済むと思うな。あんたが素直にゲロするまで、つねったまま何度もゲンコツを食らわせてやるから！」


    　まさかのゲンコツループ宣言を姉から聞かされた大治郎は、さすがにこれ以上の黙秘は無理だと悟った。


    「わ、わかっふぁ！　わかっふぁから離ひて!!」


    　悲鳴のような声を上げて観念する。


    　姉の手から解放されると、大治郎はつねられていた頬をさすりながら事の経緯を説明した。


    「この子の名前は、灰はい島じま小こ春はるって言うんだけど……」


    　そう切り出しながら、眠っている少女の耳たぶについたピアスを見る。


    　彼女の正体がゆきねであることに大治郎は気づいていたが、おそらくゆきねは目覚めたときに自分のことを小春だと言うに違いない。ならばいっそ騙だまされたままのふりをして、姉と父にはそう説明することにした。


    　彼女は山の上にある全寮制の女子高に通う生徒で、そこから抜け出してきたこと。


    　以前にレンタルビデオ店で出会い、その時に軽く会話をした程度の仲であること。


    　ピンポイントで実家の定食屋にやって来たのには驚いたが、おそらくこれは偶然だと説明すると、姉は眠っているゆきねを見つめて溜ため息いきを吐つきながら言った。


    「にしても……学校を脱走するにしたって、こんなに汚れるまでどこを歩いてたのやら……」


    「それは俺に聞かれても……」


    「──そろそろ店を開ける時間だから、オレは行くぞ」


    　それまで黙って腕を組んでいた父は、突然立ち上がると姉を見ながら口を開いた。


    「その子の目が覚めたら、あとでお前が飯を作ってやれ」


    　それだけを言い残してその場を去ろうとする父を、姉が慌てて引き留める。


    「ま、待ってよお父さん！　この子どうする気？」


    「気が済むまで置いてやればいいさ。どうせ、学校も夏休みだろ？」


    　ふすまが閉められ、廊下を歩く父の足音が遠ざかっていく。


    「……ったく。ちゃんと事情も知らないで、置いとけだなんて簡単に言わないでよ」


    　姉はぶつぶつ呟つぶやくと、大だい治じ郎ろうをぎろりと睨にらみ付けて言った。


    「……お父さんはああ言ってるけど、ウチだって余裕あるわけじゃないからね。いくら夏休みだからって何日も置いてはおけないし。もし仮に学校が嫌いやで抜け出したにせよ、一度親御さんとお話してからちゃんと手続きを踏んで、辞めるか続けるか決めなさいって。目を覚ましたあとでアンタからちゃんとそう伝えなさいよ、いーい？」


    　そこまで言うと、姉も店を手伝うために階段を下りていってしまった。


    　残された大治郎は、仰あお向むけのまま眠っているゆきねをちらりと見る。


    「伝えたところで、ねぇ……」


    　峰みね岸ぎしの言う通りであれば、彼女はこの町を抜け出すために大治郎を利用しようとしている人物である。説得をしてもまともに聞いてくれるかどうかわからなかった。


    　──やっぱり顔はどう見ても小こ春はるなんだよな……。


    　寝息を立てるゆきねを眺めているうちに、もっと近くでその顔を見てみたいと思ってしまった。


    　大治郎は彼女を起こさないようにさっと畳の上に身を伏せると、這はいずる虫のごとくずるずると枕まくら元もとまで移動した。毛穴が見えるほどの位置まで接近すると、大治郎は目を皿にしてじっくりと彼女を見つめる。


    　──やっぱ……小春の顔って可愛かわいいなぁ。


    　ゆきねの寝顔を見ながら、いつまでも飽きずに眺めていられると思っていたその時、


    「んん……」


    　と、ゆきねが声を漏もらしてごろんと寝返りを打った。


    　仰向けだった顔が急に眼前にやってきて、大治郎は心臓が口から飛び出そうになった。


    　すぅすぅと音を立てる彼女の息が、顎あごのあたりにかかる。


    　先ほどよりも接近した彼女の表情から、大だい治じ郎ろうは目が離すことができない。


    　ぷっくりとした柔らかそうな桃色の唇くちびるに自然と目がいき、股こ間かんに熱いものを感じてしまう。


    　──か、可愛かわいい……。けれどもっ！


    　しっかり自重すべきだと思い、大治郎はゆっくりその場を這はいずって離れようとする。


    「だ……い、じろ……」


    　すると突然ゆきねが寝言で大治郎の名前を呼んだ。


    「……へ？」


    　いきなりのことで驚いていると、ゆきねはさらに大治郎の手首を掴つかんで、彼をその場から逃げられなくしてしまった。


    　大治郎は慌ててゆきねの手を外そうとする。


    「……んっ」


    　ところが、小さく呻うめいたゆきねの声を聞いてすぐに諦あきらめた。


    　これ以上無理に外そうとすれば目覚めてしまいそうだという確信があった。


    「ま、まずい……どうするんだよ、これ」


    　ゆきねと顔を向き合わせたまま、大治郎は身動き一つ取れないまま固まっていた。


    　いっそこのままでというわけにもいかず、すぐに自みずからも店を手伝いに行かなければならない。


    　なかなか手伝いに来ないからと様子を見に戻ってきた姉が、もしこの状況を見たら、先ほど息を吹きかけていたゲンコツが、今度こそ大治郎の頭上に叩たたき落とされるのは明らかだった。


    「は、離して……」


    　ぼそりと呟つぶやいても何も解決などしない。


    　そのうちずっと寝顔を見続けていると、大治郎は次第に自分の中での理性と本能の境目が曖あい昧まいになり始めた。


    　頭がくらくらとしながら熱に浮かされたような気分になって、静かな寝息を漏もらしているゆきねの柔らかそうな唇に目が釘くぎ付づけになる。


    　──なんか……もう……どうでも良くなってきたな……。


    　ほんの少しだけ顔を寄せれば、すぐに互いの唇が触れる距離だった。


    　そうしてぷっくりと膨らんだ小さな唇を間近で見ていると、どうにか理性で保ち続けている頭の中に悪魔のささやきが聞こえてきた。


    　一瞬だけなら問題ないだろうと。


    　──チュー……したい……チュー……したいっ!!


    　あまりに必死な煩悩の叫びが頭の中をいっぱいにしていくと、いつの間にか大治郎はタコのように唇を突き出していた。
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    「……だい、じろ……」


    　唇があと少しで触れようとした寸前、手首を掴むゆきねの左手にぎゅっと力が込められる。


    　大だい治じ郎ろうは突き出していた唇くちびるをぴたりと止めた。


    「……どこ……だいじろ……」


    　微かすかに動くゆきねの唇から寂しそうな言葉が漏もれ出ると、大治郎はタコ口をやめてじっと彼女の顔を見つめた。


    「どこ……どこなの……」


    　大治郎はゆっくりと彼女の左手をほどくと、自みずからの左手で優しく握り返した。


    　その瞬間、大治郎の頭の中に小こ春はると二人で公園に行った時のことが思い出される。


    　ゆきねの手の温もりは、三か月前に二人で手を繋つないで歩いた時と非常によく似ていた。


    「小……春？」


    　大治郎が無意識に呟つぶやいてしまったその瞬間、彼女の瞼まぶたがゆっくりと開いた。


    「……あ」


    　しまったと思った時にはもう遅かった。


    「大……治郎さん？」


    　まだ少し寝ぼけたような表情のゆきねは、なぜ大治郎が目の前で一緒に寝そべっているのかよくわかっていないようだった。


    「こ、これはあの……」


    　──今すぐ弁解すれば、どうにかなるかもしれない。


    　そう思った大だい治じ郎ろうは、とっさに手を離してその場から離れようとした。


    「何してんの大治郎。さっさとアンタも店に来なさい──」


    　ところが一歩遅く、居ずまいを正す前に姉がやって来てしまった。


    　姉の声を聞きながら、大治郎は自みずからの死がもはや避けられない運命にあると静かに確信した。


    「何してんのよ……アンタっっ！」
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    　午後八時を過ぎたころ、凛りん子こは自室で多た美みを待っていた。


    　綾あやはまだ帰ってきていないようで、二段ベッドの下段は今朝起きたままの状態になっている。


    　──帰ってきたら今日こそ、どこで何をしているのか問い詰めてやるわ。


    　そんな風に凛子が思っていると、こんこんとドアが小さくノックされる。


    「……凛子ちゃん。小こ春はるちゃんがお風ふ呂ろに行ったよ──」


    「すぐ行くわ」


    　凛子はすぐに立ち上がって廊下に出ると、ドアの前で待っていた多美に向かって言った。


    「委員長っていつもどれくらい入浴してるの？」


    「大体三十分くらい……」


    「なら急いだほうがいいわね」


    　さっさと小春たちの部屋に向かおうとする凛子を、多美は慌てて追いかける。


    「あ、あのね。言い忘れてたけど、あんまり散らかすようなのはちょっと……」


    　不安そうな表情の多美をちらりと見て凛子は告げる。


    「大丈夫よ、部屋を荒らしたりなんかしない。調べたところは、ちゃんと元の通りに戻すから」


    「う、うん……約束だよ。小春ちゃんそういうところ、本当によく見てるから気をつけてね」


    　そうして凛子は、小春と多美の部屋の前までやって来た。


    　多美がドアを開けると、凛子は先に部屋の中へと入る。


    　入り口から見える部屋の造りは、一見して凛子たちの部屋と特に変わりがなかった。


    　右手に二段ベッド、左手には奥から二台の机が横並びに置かれていて、入り口から一番近い場所には、二人が共同で使用するタンスが置かれている。


    　一番最初に目についたのは、タンスの上のクマのぬいぐるみであった。


    「これは誰だれの？」


    「あ、それは小春ちゃんのだよ。そういえば、いつから置いてあったのかな……？」


    　クレーンゲームの景品にありそうな小さなぬいぐるみであった。手に取ってみるも、中に何かを隠せるようなものではないと判断して、すぐ元の場所に戻す。


    「ノートを捜すならまず机よね……多美、委員長の机はどっち？」


    「小こ春はるちゃんの机は奥だよ」


    　凛りん子こは部屋の奥に向かっていき、小春の机の引き出しを上から順番に開けていく。


    「ゆきねから受け取ったっていうノートの特徴は？」


    「えーっと……淡いピンク色で、大きな桜の花の柄がらがあったかな？　見ればすぐにわかると思うんだけど……」


    　一段目と二段目までの引き出しには文房具や雑貨しかなく、三段目の引き出しを開けてようやく十数冊のノートを発見した。すべてを机の上に乗せると、一番上にあるピンクのノートを見て、多た美みが口を開く。


    「そういう普通の大学ノートじゃなくて、もっと可愛かわいらしいものだったよ」


    「表紙に数学Ⅰって書いてあるわね。一応見てみましょう」


    　どこのページを開いても数学の公式が目につくだけで、すぐに目当てのものでないとわかる。


    　他ほかにもピンクのノートは全部で四冊あったが、どれも多美が言った桜の花の柄はなく、表紙に日付と学科が記載されている、ただの大学ノートだった。


    　念入りに中身を確認してもやはり授業内容が書かれているだけで、書かれている字を多美に確認してもらっても、それが小春の字であることに違いはないようだった。


    「やっぱりこんなにわかりやすい場所にはないか……」


    　置かれていた順番にきちんとノートをしまってから、引き出しを閉める。


    「多美。委員長のベッドはどっち？」


    　二段ベッドを見ながら凛子が尋たずねると、多美はベッドの下段を指で示した。


    　近付いて枕まくらをどかすと、ポータブルＤＶＤプレーヤーが置いてあっただけで、ベッドの下やその周囲を調べてみても何もない。


    「はずれか」


    　ちっと舌打ちをして、ベッドを離れる。


    　残る捜索の場所は、共有タンスしかない。


    「多美。さっきの言葉を撤回させてもらうわ」


    「さっきの……？」


    　言葉の意味がわからずにいる多美の前で、凛子は思いっきりタンスの引き出しを引き開けた。


    「調べたらちゃんと、元の場所に戻すって言ったことよ」


    　言ったそばから、凛子は中の服を掴つかんで全部外に放ほうり出していく。


    「り、凛子ちゃんっ!?　ダメだってばっ!!」


    　一段目の服をすべて出し切ると、凛子は二段目に手をかけながら言った。


    「多美。委員長が戻ったら、こう言いなさい。『昔私が着ていた服がどこにあるか捜していたら、思ってた場所になかったから片っ端から捜すことにしたの』……どうかしら？」


    　二段目、三段目と素早く中身をぶちまけながら、凛子はその行為自体を楽しんでいるかのように笑いながら多た美みに告げる。


    「『どうかしら？』じゃないよっ！　……あぁっダメ！　四段目は小こ春はるちゃんの──」


    　慌てる多美を無視して、タンスの四段目を開ける凛りん子こ。


    　すると目の前に広がったのは大量の下着の山だった。


    「ああもう……ダメだって言ったのにぃ……」


    　頭を抱かかえる多美とは対照的に、満面の笑えみで顔を上げる凛子。


    「まさかこれ、委員長の下着？　あっはは！　地味オブ地味とはこのことね。普段のファッションセンスもアレだけど、やっぱ下着も相当に残念なのね！」


    　なんの装飾もない白のパンツを手にしてけらけら笑っていると、多美はそれを無理矢理にもぎ取ってタンスに押し込んだ。


    「あら。もっと見たかったのに」


    「も、もうっ!!　こんなことするために凛子ちゃんを部屋に入れたんじゃないよっ！」


    　ぷくーっと頬ほおを膨らませる多美に肩をすくめると、凛子は途端に真ま面じ目めな顔つきになって彼女に言った。


    「しかし本当に残念ね」


    「し、下着の趣味は人それぞれですよっ！」


    「違う。ノートのことよ」


    　凛子は立ち上がると、ドアを少しだけ開けて廊下の様子を窺うかがう。


    　まだ小春が入浴から戻る様子がないとわかると、凛子は多美を振り返った。


    「受け取ってないってことは考えられないの？」


    「ちゃんとこの目で見たから、受け取ったのは間違いないと思うんだけど……」


    　多美の声を耳にしながら、凛子は顎あごに手を置いて考える。


    　そうしてしばらく考えてから、やがてふと思いついたようにぽつりと呟つぶやいた。


    「……この際だし、ゆきねの部屋も調べましょう」


    「えっ!?　な、なんで？」


    「ゆきねが渡したノートを、委員長がずっと持っているとも限らないでしょ。そのノートにはとんでもない悪だくみが書かれていて、委員長が怖くなって返した可能性だってある」


    「でもゆきねちゃんの部屋は、ルームメイトのしずくちゃんがいるよ」


    「坂さか下したしずくか……あんまり話したことないのよね」


    「私も……同じＡクラスなのに」


    　すっかりものが散乱した部屋を眺めながら、凛子はしずくの顔を思い浮かべて言った。


    「もし部屋にいたら気まずいわね……正直に捜したいものがあると言っても、簡単に了承するかはわからないし」


    　そこでちらりと多美を見る。


    「ど、どうしたの？」


    「わたしよりも小動物っぽいあなたから頼んだほうが、うまくいきそうな気がするんだけど」


    「そんなことない……と思うけど」


    　そうして不安げな視線を送る多た美みの腕を、突然凛りん子こはぎゅっと掴つかんで言った。


    「一緒に来なさい、多美」


    「え、ええーっ!!」


    　凛子は抵抗する多美を引きずるようにして小こ春はるたちの部屋を出る。


    「い、行きたくないよっ!!　それに私は小春ちゃんが戻って来る前に部屋を片付けないと──」


    「さっき委員長に対しての言い訳をわたしが考えてあげたでしょ？　それで十分よ」


    「だ、誰だれか、助けてぇ～っ!!」


    　悲鳴を上げる多美を引っ張りながら、凛子はゆきねの部屋へと歩いていった。


    



    ＊＊＊


    



    　姉が接客の途中に作ったおかゆを渡しに行って、数時間が経たった午後九時過ぎのこと。


    　店じまいの途中で姉に引きずられながら大だい治じ郎ろうが居間へと向かうと、布ふ団とんの上で身体からだを起こしていたゆきねが隣に置かれた食器を見ながら口を開いた。


    「あ。あのこれ、とても美お味いしかった……です」


    　布団の上で身体を起こしていたゆきねが、横に置かれた食器を見つめる。


    　姉は、空っぽになった小さな土鍋を見て満足げに笑う。


    「そりゃ何よりだ。女の子の寝込みを襲うようなエロガキさえいなけりゃ、もーっと美味しかったかもね」


    「……だから、誤解なのに」


    　大治郎はもらったゲンコツの痛みに頭をさすりながら、聞こえない音量でそう呟つぶやく。


    「それじゃあたしは閉店作業に戻ろうかね。小春ちゃん……だっけ？　とにかく今日は遅いからここに泊まって。それとこれは着替えね」


    　そう言って、姉は自分のＴシャツとハーフパンツをゆきねに差し出した。


    「それと、さっきそこのコンビニで買ったショーツが、お風ふ呂ろ場に置いてあるから。お風呂も沸わかしてあるし入っちゃって。後でそこのスケベにお風呂の場所を案内してもらってね。でも脱衣場の中までは入れちゃダメだよ！」


    「いろいろとありがとうございます……」


    　ゆきねが申し訳なさそうに着替えを受け取ると、姉は彼女が食べた食器を持って立ち上がる。


    「本っ当に、コイツにはマジ要注意ね！　基本がドスケベなうえに今は男子高通いってのもあって、女に飢えたエロゾンビと化してるんだから」


    　それだけを言い残すと、姉はふすまを閉めて出ていってしまった。


    「無茶苦茶に言うな……」


    　そう言う大だい治じ郎ろうであったが、実際のところ理性を失って寝込みにキスをしようとしたのは事実なわけだし、返す言葉もない。


    　ゆきねと二人きりになり、しばらく居間の中は沈黙が支配していた。


    　──ゆきねの手に触れた時のあの感触……。


    　大治郎は自分の手をじっと見つめる。あの時は一瞬、小こ春はるの手を握っているような錯覚に陥おちいってしまっていた。


    「あの……」


    　静かに口を開いたゆきねの声を聞いて、大治郎は慌てて顔を上げる。


    「……ご迷惑をおかけしました。まさかごはんを食べようとしてそのまま寝ちゃうなんて……」


    「あ。いや、それは全然いいんだけど……」


    　それ以上言葉がないまま、互いに向き合った状態で俯うつむいてしまう。


    　まるでお見合いの席の若い二人のようであった。


    　またしてもしんと静まり返る部屋の中、思い出したように大治郎が顔を上げて言った。


    「と、とりあえずお風ふ呂ろにでも入る？」


    　明るい声でそう提案すると、不安そうなゆきねの表情がふっと柔らかくなった。


    「本当にお借りしても……いいんですか……？」


    「いいよいいよ！　もちろん」


    　早速とばかりに大治郎が立ち上がると、ゆきねも後を追ってゆっくりと立ち上がった。


    



    　ゆきねが風呂に入っている間に、大治郎は自室に戻って制服の胸ポケットから名刺を取り出した。部屋の畳の上でごろんと寝転がると、峰みね岸ぎしの言った言葉を思い出す。


    　──現状ではあなたが外の世界で頼れる唯一の人物だからです。この町から逃げ出すための協力者を作るには、自みずからを灰はい島じま小春だと偽ってあなたを利用するのがもっとも容易たやすい。


    　そして大治郎は仰あお向むけに転がったまま、手に持った名刺の番号を見つめる。


    　──もし接触した際には、この番号にご連絡ください。


    　大治郎はスマホを取り出し、名刺に書かれた番号を順番にタップしていく。


    　だが、すべての数字を押す前にその指が止まってしまった。


    　スマホを握っている手が、先ほどゆきねの手に触れた時のことを思い出し、それがきっかけとなって小春との様々な思い出が頭の中に浮かんでいく。


    　湧わき上がる懐かしい感情に大治郎は思わず自問自答する。


    「あの子が小春なのか？　……いやいや、そんなバカなことあるかよ」


    　大きく息をつきながら、大治郎はスマホを持った手をゆっくりと下ろす。


    　峰みね岸ぎしから忠告を受けたにもかかわらず、今の大だい治じ郎ろうの心の中には迷いが生じ始めていた。


    　──本当にゆきねを……このまま学園に引き渡していいんだろうか？


    　現状、ゆきねが自分を利用しようとしているようにはどうしても思えない。


    　所持金もなく、むしろ誰だれかをあてにしなければ満足に食事も摂とれないような状態だ。


    　──連絡をするのは……もう少し様子を見てからでも遅くはないんじゃないだろうか？


    　そんな思いが頭をよぎると、あとは一瞬だった。


    　名刺を再び制服の胸ポケットに入れ直し、手にしていたスマホをズボンのポケットにしまう。


    　判断を先送りにしたことをしっかり自覚しながらも、大治郎はそのまま寝転がってゆきねがお風ふ呂ろから上がるのを待ち続けた。


    　そして、約三十分ほど経たった時だった。


    　少し間を置いてから大治郎は自室を出ると、居間のふすまの前で声をかけた。


    「入ってもいい？」


    「──どうぞ」


    　その言葉で大治郎はゆっくりとふすまを開けた。


    「お風呂ありがとうございました」


    　布ふ団とんの上で、ゆきねが小さくお辞儀をする。


    　その姿は完全に大治郎の知っている小こ春はるそのもので、火ほ照てった頬ほおに濡ぬれた髪がかかって色っぽく、ドキドキしてしまった。姉のＴシャツもハーフパンツも、小春の体格ではオーバーサイズ気味のようで、そのアンバランスな見た目が普段よりも少しだけ幼い印象だ。


    「あ、うん……どういたしまして」


    　大治郎はそう返事をしてから、聞いてみたかったことを口にした、


    「あのさ……ひとつ聞いてもいいかな？」


    「はい？」


    「どうして…………学園を逃げ出したの？」


    　大治郎が尋たずねると、ゆきねは俯うつむいて黙ってしまう。


    　しばらく返事を待ってみても何も喋しやべらない。となると、それ以上はもう追及するわけにもいかなかった。


    「居間のものは好きに使っていいから」


    　廊下に立ったまま、大治郎はふすまに再び手をかける。


    「それじゃ、おやすみ」


    　そのままゆっくりとふすまを閉めようとしたところで、


    「──あの！」


    　と、ゆきねから声がかかって、大治郎は手を止めた。


    　一体どうしたのかと思っていると、彼女はすっと何かを取り出した。


    「あの……これ」


    　それは昨日の夜借りたＤＶＤのレンタル袋だった。


    「学園の図書室にない映画で……どうしても観みたかったんです」


    　ちょうど居間にはテレビとＤＶＤプレーヤーがあった。


    　そのテレビにちらりと目を向けるゆきねを見て、大だい治じ郎ろうは笑いながらふすまを閉めて部屋の中へと入った。


    「いいよ。ちょっと待ってて」


    　嬉うれしそうに笑うゆきねからレンタル袋を受け取ると、大治郎はテレビの前まで行ってプレーヤーの電源を入れた。


    　映画のタイトルは『小さな恋のメロディ』という、亡くなった大治郎の母も大好きな映画だった。小こ春はるも好きだと言っていたその映画のＤＶＤを袋から取り出して、大治郎は思う。


    　最初に出会った時からゆきねはこのＤＶＤを手にしていた。自分に対して小春を演じる必要のない時から持っていたことに、大治郎はどこか引っかかるものを感じていた。


    　偶然にしては、あまりにでき過ぎている気がする。


    「あの……もし良かったら、一緒に観ませんか？」


    　背後から聞こえたゆきねの声に振り返って、そこで大治郎はハッとなった。


    　ゆきねの表情は、三か月前にＤＶＤを借りてほしいとお願いしてきた小春と同じ表情だった。


    　──やっぱり……小春なのか？


    　大治郎が心の中でそう思っていると、


    「あの……何か？」


    　きょとんとしながらゆきねが首を傾かしげていることに気付いて、慌てて手を振った。


    「な、なんでもないよ。一緒に観ようか」


    　大治郎はすぐに再生ボタンを押してテレビの前を離れると、電気のひもを三回引っ張って居間を真っ暗にする。


    「……どうして電気を？」


    　ゆきねの質問に対し、大治郎は笑いながら答える。


    「あ。えっと……暗くしたほうが映画を観てる雰囲気が出るかなって思って」


    　そう言って、大治郎はちらちらと横顔を窺うかがうようにしながら隣に座り込んだ。


    　真っ暗な居間の中に、映画の冒頭であるビー・ジーズの音楽が流れ始める。


    　この曲を聴くのは最初に小春と出会った日以来であった。ものの十分もせずに大治郎はすっかり映画の世界に没頭してしまっていた。


    　そうして、二人で映画を観てからどのくらい経過した頃ころだろうか。


    　トレイシー・ハイドという子役の女の子が演じるメロディという少女が、両親に対して「どうして幸福になってはいけないの？」と言うシーンに差し掛かったところで、ゆきねはぽつりと呟つぶやいた。


    「あたし……またあなたに会ってみたかったんです……」


    　その言葉に大だい治じ郎ろうは画面から目を離すと、ゆきねは画面をじっと見つめていた。


    「一昨日おとといあのレンタルビデオ店を離れてから。少しずつですけどそういう気持ちになってきて……どうしてだかわからないんですけど……会いたいって」


    　大治郎はそれを聞きながら、心の中で峰みね岸ぎしの言葉を思い出していた。


    　──おそらくゆきねは次に会った際、記憶を失っているふりをして近付いてくるでしょう。


    　それらしい言葉を並べて信じ込ませようとする。何も知らないのに、まるで役者のように小こ春はるの演技をする。


    　──この子は……俺を利用しようとして……近づいてきてるんだ。


    　すべて峰岸の言っていた通りであった。


    「あたしって……記憶喪失か何かなのでしょうか？」


    　ゆきねは画面から目を離すと、潤うるんだ瞳ひとみで大治郎をじっと見つめる。


    　演技だとわかっていても思わずドキッとしてしまった。


    「レンタルビデオ店で、『俺のことを覚えてないのか？』って……言ってましたよね？　あれはつまり、あたしが以前に大治郎さんと会っているってことですよね？」


    　見つめられたままでいると、本当に誰だれと喋しやべっているのかわからなくなる。


    　そう思った大治郎が目を逸そらすと、ゆきねは不思議そうに尋たずねる。


    「……どうして目を逸らすんです？」


    「き、気にしなくていいからっ！」


    　そう言って座ったままにじるようにして少し距離をとると、ゆきねは追いかけるように四つん這はいの姿勢で顔を近付けてくる。


    　ぎょっとした大治郎は再び真まっ直すぐ彼女を見つめてしまう。


    「どうして逃げるんですか？　こっちを見てください」


    　暗がりの中、サイズの合っていないＴシャツのだぶついた襟えり首くびから胸元が丸見えだった。


    「ちょ、ちょっと待ってっ」


    「何を待つんですか」


    　──騙だまされちゃいけないっ!!　絶対にっ!!


    　誰かになり切るプロフェッショナル、という峰岸の言葉は正しかった。こうして互いに見つめ合っていると、どうしても本物の小春のように思えてくる。


    　だがそれは錯覚だ。


    　昼間に凛りん子こと一緒にいた小春は、三か月前の記憶をはっきりと持っていた。


    　あの小春こそが本物であることに間違いはない。


    「一昨日にあなたと会ってからなんです。ずっとこう……もやもやして、もどかしくて」


    　さらに詰め寄る彼女に対し、大だい治じ郎ろうは後ろに身体からだをのけ反らせる。


    　すると目線が再びゆきねの胸元に向けられて、その破壊力に鼻血を吹き出しそうになる。せっかく見ないよう配慮していたのに、先ほどからあまりにゆきねは無防備だった。


    　くっきりと浮かび上がった鎖骨から、なだらかな曲線を描いた胸の膨らみが覗のぞいている。


    　よくよく見ると、そこには本来あるべきはずの下着がない。


    　──まっ…………まさかっ………ノーブラ……っっ!?


    　その単語が脳裏をよぎっただけで、大治郎の股こ間かんに潜ひそむ眠れる獅子がむくりと目を覚ました。


    　あいにく暗がりのせいでその二つの丘にある小さな突起まではわからなかったが、ブラを着けていないという事実はそれだけで妄想力をかき立てるものがある。


    　かつてこれほどまでに電気を消したことを後悔した日もないと、大治郎は血の涙を流す思いで彼女の胸の膨らみを見つめていた。


    「お願いです、大治郎さん」


    　ゆきねは大治郎の視線にも気づかないで、そう告げる。


    「あたしに色んなこと……教えてくださいっ!!」


    　大治郎はずっとムラムラとしているせいもあってか、先ほどからゆきねが言うセリフがどこか淫いん靡びな響きを持つように聞こえて仕方がなかった。


    　これ以上詰め寄られたら、いよいよ理性が吹き飛んでしまいそうだと思って口を開く。


    「あ、あのね。ちょっといい？」


    「はい？」


    　この状況で、言うべきか言わぬべきか死ぬほど迷った。


    　しかしやはりこのまま盗み見ているのは良くないと思い、大治郎は彼女の胸元をあごでしゃくりながら言った。


    「おっぱいが……見えそう、なんだけど」


    「………………え？」


    　ゆきねはぽかんとしながらその場で固まる。


    　だがすぐに大治郎が言っている意味を理解し、慌てて両手で胸元を隠す。


    「きゃっ!!」


    　自分が今、四つん這ばいの状態であることを忘れ、バランスを失ったゆきねは、大治郎に覆いかぶさるようにして倒れてくる。


    　大治郎はとっさに右手を突き出してゆきねを支えようとすると、突如むにゅっと心ここ地ちの好い弾力が手のひらに伝わった。


    「……へ？」


    　三か月前にも味わった気がする、柔らかくて心地好くて温かい手触りであった。


    　つい指先が勝手に動いてしまうと、右手の人差し指と中指の間にほんの小さな異物を挟んだ感触があった。


    「────んぅ……っ」


    　ゆきねは吐息混じりにそんな声を漏もらし、全身をびくんっと跳ねさせる。


    　それを見た大だい治じ郎ろうは自分がとんでもないことをやらかしてしまったことに気付く。


    「ご、ごめ──っ!!」


    　つい慌ててぱっと右手を離してしまった。


    　そのせいで再び支えを失ったゆきねが大治郎に向かって倒れ込んでくる。


    　がつんとものすごい音がして、大治郎とゆきねの頭がぶつかり合う。


    　その場所は奇しくも先ほど姉からげんこつをもらった部分で、大治郎は激痛とともにゆきねともつれ合いながら畳の上に転がった。


    



    ＊＊＊


    



    　三さえ枝ぐさゆきねと坂さか下したしずくの部屋は、居住施設の一階にある一番奥の部屋だった。


    「うう……なんで私まで」


    　情けない声を上げる多た美みを無視して、凛りん子こはドアをノックする。


    「──坂下さん。妹せの尾おだけど、ちょっといいかしら？」


    　三秒ほど待って返事がないとわかると、ためらいなくドアを開けた。


    「まるで自分の部屋のようにっ!?」


    　ぎょっとする多美に向かって凛子は言った。


    「しずくは留守みたいね。好都合だわ」


    　真っ暗な部屋の電気を点つけ、二つに並んだ机に真まっ直すぐ向かっていく。


    「多美、あなたはドアから廊下を見張ってて。しずくがいつ戻ってくるかわからないから、さっきよりも時間勝負になりそう」


    「もし……しずくちゃんが戻ってきたら？」


    　手前の机の前に凛子が立つ。


    「その時はすぐにあなたの『空間移動テレポーテーシヨン』で逃げるのよ」


    「凛子ちゃんと一緒じゃ、飛べるかどうかわかんないよ……。重量オーバーだと、思ってた場所とずれたりするし……」


    「……それはわたしが重いって言ってるの？」


    　ぎろっと凛子が睨にらみ付けると、多美は慌てて手を振った。


    「そ、そうじゃなくてっ!!　私が非力だからってことで……。それに、しずくちゃんの姿が見えてからじゃ部屋の片付けも間に合わないけど、どうするの？」


    「大丈夫よ。今回はちゃんと片付けながらやるわ」


    「絶対に約束だよ」


    　そう言って凛りん子こが机の引き出しを開けると同時に、多た美みはドアに近寄って廊下を見張りだした。


    　凛子は机の上に並べられた教科書を手に取って裏表紙を眺める。そこに「坂さか下したしずく」と名前が書かれているのがわかると、元に戻して隣の机に移動した。


    　ゆきねの机の上には、教科書やノートなどの類たぐいが何も載っていない。引き出しを開けると、小こ春はるよりもものが少なく、あっという間に調べ終わってしまった。


    「凛子ちゃ～ん。そろそろ帰ろう……」


    「あ。タンスを引っ掻かき回すの忘れてたわ」


    「そ、それはダメだよ絶対にっ!!　先生に怒られちゃうよっ!!」


    　それはさすがに凛子も理解している。


    　小春たちの部屋のタンスは多美がいるからこそ漁あさることができたが、この部屋の主には一切の許可なく立ち入っている。たとえ坂下しずくが戻ってくる前に『空間移動テレポーテーシヨン』で逃げたところで、空き巣同然に荒らしたまま放置したら、大ごとになるのは間違いない。


    　それをわかっていて、あえて凛子はそのような冗談で多美を困らせようとしただけだった。


    　本気でやるつもりはもちろんなく、顔の位置にあったタンスの二段目を開けながら凛子はくすくすと笑う。


    「ふふ。わたしだってそこまでバカじゃないわ。やるわけないで──」


    　そこで、ふと言葉を止める。


    　たいして期待もしていなかったタンスの中に、凛子は奇妙なものを見つけた。


    　それはＡ４サイズを一回り大きくしたような金属の箱だった。


    　タンスから箱を取り出して側面部を見ると、小さな錠前が付いているのがわかる。


    「……鍵かぎは、どこ？」


    　凛子が辺りを見回していたその時、突然多美が振り返った。


    「り、凛子ちゃん!!　しずくちゃんが──!!」


    　その言葉とともに、急いで凛子はドアの前に駆け寄った。


    「くそっ、このタイミングで……。多美、『空間移動』をっ！」


    　多美はおろおろしながらドアを閉めると、すぐに凛子の両肩に触れた。


    　足音はどんどん部屋の前まで近づいてくる。


    「ば、場所は？　どこに移動すれば……」


    「どこでもいいから早くっ！」


    　凛子の言葉に多美はこくこくと頷うなずくと、ぎゅっと目を瞑つむる。


    「ふぅぅぅぅぅ………っっ!!」


    　多美は空気を吐き出しながら、辛つらそうに表情を歪ゆがめる。


    　しかし『空間移動テレポーテーシヨン』が発動する様子はまるでない。


    　いつまで経たっても景色が変わらない状況に、凛りん子こは焦りながら言った。


    「どうしたのよ、多た美みっ!?」


    「や、やっぱり重くて……っ!!　思ったところには飛べない……かも」


    　多美の額ひたいには汗が吹き出していた。よほどの精神力を使っているようで、顔を真っ赤にさせながら凛子の両肩に触れている手にも力を込めていく。


    「んぅぅぅぅぅぅううううんっっっ!!」


    　廊下から聞こえていた足音が、部屋の前で止まる。


    　凛子にも、ドアの前に誰だれかが立っているのが気配でわかる。


    「頑張ってよ、多美っ!!」


    　声を押し殺しながら、凛子も祈るような思いで多美を見た。


    　その瞬間、


    「いっっっけえええぇぇぇぇぇぇぇっっ!!」


    　と多美は何かを引っ張り上げる時のように、ドアの奥にいるしずくにも聞こえてしまうような大声を上げる。


    「──誰かいるのっ!?」


    　坂さか下したしずくが素早くドアを開けて部屋の中を見る。


    　だがそこはもう、もぬけの空であった──。


    



    　──多美の『空間移動』は、凛子と綾あやの部屋から見える高さ五メートルほどの木の上に飛んでいた。


    　凛子は木の枝に服を引っかけて、ぶらさがりながら隣の多美を見る。


    「どうにか逃げられたけど……ひどすぎない？」


    「だ、だから言ったのにっ!!　重いとどこに飛ぶのかわかんなくなるんだよっ!!」


    　多美は涙目になっていた。


    「ともあれ、目当てっぽいものは手に入ったわ。早速部屋に持ち帰って──!?」


    　言い終える前にバキッと音を立てて木の枝が折れると、凛子は真下にあった茂みの中に落ちていった。


    



    ＊＊＊


    



    　真っ暗な居間の畳の上で大だい治じ郎ろうはゆきねの下敷きになりながら、まるで時が止まったように動けなくなっていた。


    　漂う甘いシャンプーの香りが鼻をつき、控えめながらも程よい胸の感触が、自みずからの胸にぎゅっと押し付けられている。


    　それだけではない。彼女の華奢で柔らかい身体からだが全身に覆いかぶさり、体温も息遣いも、それらすべてが直にはっきりと大だい治じ郎ろうに伝わっていた。


    　ここまでぴったりと女の子の身体と密着した経験など、大治郎には一度もなかった。


    「ご、ごめんなさい……」


    　ムラムラとする大治郎の身体の上で、ゆきねが上体を持ち上げる。


    　その時、テレビ画面に映し出された映像が突然明るいシーンに切り替わり、その光でＴシャツの隙すき間まから見えそうで見えなかった二つの丘の頂上が照らし出された。


    　大治郎は至近距離で、つんと張った小さな突起を凝視してしまう。


    　その途端、一気に股こ間かんに血が流れていき、むくむくと自みずからの愚ぐ息そくが屹きつ立りつしてしまった。


    「ん……何かお尻しりに当たって──」


    　大治郎の熱い視線に気付かないまま、ゆきねは眉まゆをひそめてお尻のほうに手を回す。


    「あっ！　ちょっ、そこはダメ──」


    　大治郎が慌てて上半身を起こそうとすると、馬乗りになっているゆきねの身体がぐらついた。


    「きゃあっ！」


    　そのままバランスを失ったゆきねは、真横に倒れ込んでしまった。


    「だ、大丈夫!?」


    　身体を起こした大治郎は、転がったゆきねに向かって思わず手を伸ばす。


    　するとまたしても、その手の平に柔らかい感触が伝わった。


    「……え？」


    　先ほどの感触とは違う、人肌の温もりを感じて大治郎が視線を落とす。


    　ゆきねはオーバーサイズのＴシャツを胸元までめくれ上がらせて、床に倒れていた。


    　直に乳房を触っていることに気付いた大治郎は、さっと手を引きながらその場を離れる。


    「……い、今のは不可抗力でっ!!」


    　すぐに頭を床にこすりつけて土下座した。


    　ぎゅっと目を瞑つむり、ビンタされることを覚悟しながら大治郎はゆきねの反応を待つ。


    　どれくらいそうしていただろうか。


    　おそるおそる大治郎が頭を上げると、ゆきねは抱かかえ込んだ両膝ひざの間に顔を埋うずめていた。


    　──怒っていないのだろうか？


    　大治郎がそう思った次の瞬間、暗がりからすすり泣く声が聞こえてきた。ゆきねを泣かせてしまったことに気付いた大治郎は、顔中からさぁーっと血の気が引いていく。


    「ほ……本当に今のは、悪気がなかったんだ」


    　思わずそう口を開いてみても、ゆきねが泣き止やむ気配はない。どうすることもできないまま、大治郎が首をうなだれていると。


    「………………あの日からなんです……」


    　突然、ぽつりとゆきねがそう呟つぶやいた。


    「あの日から……。大だい治じ郎ろうさんと……あの場所で会ってからなんです…………朝起きると……すごく悲しくて……泣いていて……」


    　ゆきねは肩を震ふるわせ嗚お咽えつを漏もらしながら大治郎に告げる。


    「だから、教えてほしかったんです……あたし……どうして泣いてるんだろって……どうして……こんなに悲しいんだろうって……。なのに……それなのに…………っっ」


    　そこまで言うと後は言葉もなく、ただしくしくと泣き続けていた。


    「……ごめん」


    　そんな言葉で許されるはずもないことはわかっていた。


    　大治郎は立ち上がってふすまを開けると、逃げるように自分の部屋へと戻っていった。
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    　凛りん子こが金属の箱を抱きかかえて自室に戻ると、後ろにいた多た美みに声をかけた。


    「あなたも入りなさいよ」


    「お、お邪魔しまーす……って、綾あやちゃんは？」


    「綾は今朝からずっといないわよ」


    　──本当に、どこで何をしているのかしら……。


    　昨夜くたくたになって帰ってきた綾の顔を思い出し、心配に思いながらも表情には出さずに持っている箱の裏面を覗のぞき込んだ。


    　振ると中で何かが動く感触がした。その動き方から凛子は中身の見当がつく。


    「当たりのようだわ、中に入っているのはノートみたい。でも参ったわね……この箱、鍵かぎがなきゃ開けられないわよ」


    　いっそ破壊してしまおうと思っていると、多美がおずおずと口を開いた。


    「あ、あの～……」


    「何？」


    「えっと……私、多分それ取り出せると思う」


    「……なんですって？」


    　多美は箱の前までやって来ると、じっとそれを見つめながら右手をかざした。


    　その瞬間、彼女の手に一冊の淡いピンクのノートが現れる。


    「あ。これだよ。大きな桜の花があって」


    　多美がノートの表紙を指さすと、そこには確かに桜の花があった。


    　表紙に『交換観察日記』と書かれているのを見ると、彼女はすぐに凛子に手渡した。


    「なんでわたしに寄越すの？」


    「に、日記って書いてあるし……私はそういうの勝手に読むの、いけないんじゃないかなーって思うから……ここは、凛りん子こちゃんの判断に任せようかと思って」


    「わたしをなんだと思ってるのよ……でもそれはそうとして、多た美み。あなたそんな能力あったのね。お手柄じゃない！」


    「さ、最近できるようになったんだ。えへへ……」


    　まさか凛子に褒ほめられると思っていなかった多美は、照れくさそうに頬ほおを掻かきながら俯うつむいた。


    　実は三か月前に、多美はこの「触れなくても物を移動させる能力」を使い、凛子の耳たぶにあるマイクロチップを取り出しているのだが、その時の二人の記憶は綾あやによって奪われている。


    「小こ春はるちゃんの『念動力サイコキネシス』と少し似てるけど、この能力は、今みたいに重たいものじゃなければ、箱とか閉じられた物の中から目当ての物を出したりすることもできるんだ」


    　多美が得意げにそう説明しながら、凛子の顔を見る。


    「……凛子ちゃん？」


    　凛子は『交換観察日記』のページを開いたまま固まっていた。その表情は、先ほどまで話していた人物とは思えないほどに青ざめている。


    　凛子の異変に気付いた多美は、彼女が手にしているノートを横から覗のぞき込む。


    『四月二十日。対象者：灰はい島じま小春。観察者：ゆきね。本日の朝礼では、小春さまの声が普段よりも澄んでいる気がしました。点呼ではサの苗字の発声時に、顎あごの位置がわずかに上向きになりましたが、これは時折見られる癖くせなので問題なし。気になったのが、オ行の苗字（特にオク～とオリ～）の発声時に、顎がやや右斜めにズレるという、普段見られない特徴です。他ほかに特筆事項として右眉まゆ尻じりから右に一センチのところに新たなほくろ（一ミリ未満）を見つけ──』


    　さらに次のページをめくると、小春の表情の変化、口癖、仕草から、行動原理のすべてが細かい文字でノートにびっしりと書き綴られている。


    『七月三日。対象者：灰島小春。観察者：ゆきね。五月に入ってから顕著に思われた小春さまの物憂げな視線も、少しずつ回復してきたよう。新しい発見だと、小春さまが担任の若わか尾お先生とお話しする時に、首の位置が左に約十度傾くところです。これは非常にお美しい角度で大変お気に入りです。あばずれの凛子と喋しやべる時の眉の動かし方にも、新たな発見あり──』


    　そして、最後のページにはこうあった。


    『七月十二日　早く私のことも観てください。小春さま』


    　凛子はノートを閉じ、怯おびえたように言った。


    「何よこれ……すごく気持ち悪いわ」
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    　バーベキュー当日の日曜の朝。


    　凛りん子こは昨日と同じように、駅前のバスターミナルで小こ春はるとともに車から降ろされると、大だい治じ郎ろうとの待ち合わせのためにその場で待機していた。


    　時刻は十時を少し回ったところで、約束の時間まであと三十分近くある。


    　ベンチに小春が座ると、凛子はそれを無言で見つめながら今朝の数す寄き柳やなぎ学園でのことを振り返っていた。


    　──結局、綾あやは昨日……一度も戻ってこなかったわね。


    　消灯時間になっても、しばらく凛子はベッドに入ったまま綾の帰りを待っていた。一昨日おとといのように憔しよう悴すいしきった状態で戻ってきたら、今度こそ問い詰めてやろうと思っていたのに、結局朝を迎えても綾がベッドで眠っていた形跡はなかった。


    　それだけではない。今日の朝礼では峰みね岸ぎしも姿を見せなかったのである。代わりにＡクラス担任の若わか尾おがその場にやって来ていたのだが、これは生徒たちにとっても異常事態であった。談話スペース内が終始ざわつきを見せる中で朝礼を終えると、代わりの若尾が伝言として凛子と小春に、昨日と同じゆきねの捜索を続けるよう言ってきたのだった。


    　──一体、何が起こってるのよ。


    　そう思いながら凛子は小春に言った。


    「委員長」


    「ん？」


    「あなたはどうして峰岸がいないのか何も聞いてないの？」


    　小春は首を横に振る。


    「何も……聞いてないよ。あたしだって驚いてるんだから」


    「でも、こうしてまた町まで連れてこられたってことはゆきねの捜索は続行ってことよね」


    「そうだと思うけど……」


    　そんな不安げな小春の表情を見て、凛子は学園を出る前に多た美みと交わしたやり取りを思い出していた──。


    



    『──これはあなたが持ってなさい』


    　凛子がゆきねのノートを押し付けると、多美は不思議そうに顔を上げた。


    『あの……これはどういう？』


    『決まってるでしょ。今から外に出るわたしの代わりに、あなたがこれを返しに行くのよ』


    『なるほどそういう──って……、ええーっ!!　わ、私一人で!?』


    　慌てふためく彼女の頬ほおにめがけて、凛りん子こは人差し指を突き立てた。


    『ふにゃっ！　にゃ、にゃにをするのっ？』


    　多た美みは「何をするの？」と言っているらしく、凛子は意地悪な目付きをして微笑ほほえむと、彼女の柔らかい頬を何度もぷにぷにとつつきながら言った。


    『あの箱の中に戻すことができるのはあなただけじゃない』


    　結局あのノートは、ゆきねが小こ春はるのことを観察し続けた記録が書かれていただけだった。


    『ふぉ、ふぉかに、にゃにもふぁからにゃかったんれふか？』


    『他ほかに何もわからなかったかって？　もちろんわかったことがあるわ』


    　凛子は苛いら立だち気味に、頬をつついていた人差し指をさらに押し込んで言った。


    『あれだけの観察力を用いて演じれるのなら、誰だれにも偽にせ者ものの小春だと見抜けないってことよ』


    



    　──顔を上げると、小春が不思議そうな目でこちらを見ていた。


    「どうしたの凛子？」


    「……少し考え事してただけよ」


    　ふいっと顔を逸そらして凛子は思う。


    　確かに一昨日おととい遭遇した三さえ枝ぐさゆきねは、容姿から口ぶり、性格から仕草に至るまで、何もかもが完かん璧ぺきに「灰はい島じま小春」だった。疑念の余地など挟むほうがどうかしていると思うくらいに。


    　長年彼女のことを執拗にライバル視している凛子ですら、そう思ってしまったのだ。


    　──あの日記とやらを……委員長は押し付けられていたわけだけど。


    　あのノートが『交換観察日記』というタイトルであることと、最後に見たゆきねの文からわかることは、おそらく自分のことも同じように小春に観察してほしいというようなことを言ったのだろう。


    　──委員長のことは嫌いだけど……さすがにあれには心中察するに余りあるわ。


    　あれだけの詳細な観察ぶりからして、彼女が小春に偏執的な愛情を抱いていたことは十分にわかる。凛子は背筋をぞっとさせながら、ゆきねのことを一度頭から切り離すことにした。


    　──とにかくゆきねの脱走に関して、委員長が直接関わっていないことはわかったわ。


    　となると他に考えられるのは、「小春に嫌われた」などのような一方的な思い込みによるものだろうかと凛子は思う。自暴自棄的な感情からの脱走も考えられなくはない。


    「大だい治じ郎ろう、遅いね」


    　ベンチで足をぷらぷらさせながら言う小春の言葉に、凛子は考えるのをやめて時計を見た。


    　見ると、約束の時間をすでに五分過ぎている。


    「委員長。スマホを貸して」


    　凛子はスマホを受け取ると、すぐに大治郎の番号へ電話をかけた。


    



    ＊＊＊


    



    　目を開けて最初に気が付いたのは、マナーモードにしたままのスマホが激しく振動している音だった。


    　大だい治じ郎ろうは枕まくら元もとのスマホを手に取ると、カーテンの隙すき間まから漏もれる光に思わず目が眩んだ。


    　一体いつの間に寝てしまったのだろうと思いながら電話に出る。


    「……もしもし」


    『──やっと出たか』


    　声ですぐに蔵くろ人うどだとわかると、大治郎は大きなあくびをして尋たずねる。


    「なんの用……？」


    『何を言ってるんだ。バーベキューに行くと言い出したのはお前のほうではないかっ』


    「バーべ────あっ!!」


    　壁にかかった時計に振り返ると、すでに時間は午前十時四十分。小こ春はると凛りん子こに約束していた時間から十分も過ぎてしまっている。


    　慌てて大治郎は布ふ団とんから飛び起きると、蔵人の呆あきれた声が電話越しに響いた。


    『……電話をかけて正解だったな。今どこにいるかと聞こうとしたのだが、まさかまだ家で寝ているなど思ってもみなかったぞ。昨夜はどれだけ夜更かしを──うぉっ!!　こ、こら何をするっ!!』


    　突然、電話の向こうで慌てた声を出す蔵人に、何事かと電話を持ち替えた瞬間、


    『やっほーサエナイくん』


    　と、いきなり亮りようの声に切り替わる。


    「りょ、亮？」


    『寝ね坊ぼ助すけだなぁー。それで、女の子たちはどうなった？』


    　案の定とも言うべきか、亮の頭には本当にそれしかないらしい。


    「俺、断ったはずだけど」


    　大治郎はわざとらしく溜ため息いきを吐つきながら答えた。


    「……実は昨日、本当にたまたま偶然会ってさ、とりあえず二人だけは来れるようになったよ」


    『え………。お、おおぉーっ！　やるじゃんサエナイ君!!』


    　亮が周囲にいる友達に「女の子が二人来るってよー!!」と呼びかける声が聞こえる。


    　そんな亮に対して、大治郎は言った。


    「とにかく……今回は、本当に偶然に話ができる機会があったからだからね？　今後はこんな風にあの子たちを誘うことはもうできないから、それだけは頭に置いておいてよ」


    『わぁーってるってぇ。そんじゃ、集合場所の河か川せん敷じきで待ってるから』


    　あっという間に通話が切れてしまった。


    「……本当にわかってるのかな、コイツ」


    　ぶつぶつ言いながらスマホを見つめると、そこでようやく小こ春はるからの着信が数件入っていることに気付いた。大だい治じ郎ろうは寝間着を脱ぎながら、慌てて表示されている番号にかけ直す。


    　数回のコール音の後で電話が繋つながった音がすると、スマホに向かって全力で謝罪した。


    「ゴ、ゴメン!!　寝坊しちゃって!!」


    『……もう少しで帰るとこだったわよ』


    　電話の相手は凛りん子こだった。


    　明らかに不機嫌な様子の彼女に対し、大治郎はスマホを持ちながら部屋を飛び出す。


    「ほ、本当にゴメン。すぐに向かうから」


    『わかったからさっさと来なさいよ』


    　ぶつりと電話が切れる。


    　大治郎はすぐにスマホをズボンのポケットに押し込むと、急いで洗面所に向かった。


    「くっそ……目覚ましかけておいたのに」


    　徐々に寝ぼけた頭が冴さえていくと、大治郎はそこで昨夜のゆきねとの出来事を思い出してしまった。


    　思わず洗面所へ向かう途中にある居間の手前で、ぴたりと足を止めてしまう。


    　真っ暗な闇の中で、不可抗力といえどスケベなことばかりしてしまったこと。


    　そのせいで大治郎は、人生で初めて女の子を泣かせてしまった。


    　取とり繕つくろうことのできない事実に、どんよりと気分が沈んでいく。


    「どうしよう……どんな顔をすれば」


    　足音を立てずに洗面所までたどり着くと、昨夜、居間を出て行った後のことを思い出す。


    　あの後、大治郎は自室に戻ってすぐ隠れるようにして布ふ団とんに潜り込んだ。


    　しかし、いつまでもゆきねの泣き声が耳に残ってしまい、これまでにないほどの自己嫌悪に苛まれて一向に眠気がやってこなかったのだった。


    　結局、外が明るくなり始めたころ、いつの間にか意識を失っていた。


    　──ひどいやつだよな……俺。


    　昨夜のゆきねの顔を思い出して、再び自己嫌悪が大治郎を襲う。


    　ばしゃばしゃと乱暴に顔を洗ってからタオルで拭ふいていると、そこでまたしてもスマホがぶるぶると震ふるえだした。


    「今度は誰だれだ？」


    　着信の相手は達たつ也やだった。


    　大治郎は電話を取る。


    「もしもし？」


    『…………大治郎？』


    　電話ではいつものラップ調の挨あい拶さつではないんだな、などと思っていると、電話の向こうから中年のがなり声のようなものが聞こえてきた。


    「達たつ也や、今どこにいるの？」


    『その……今朝バイトが急に入っちまって……店の休憩室』


    「あぁそうなんだ──って……ちょっと、バーベキューは!?」


    『……お前は行かないのか？　さっき亮りように電話して……お前がまだ来ていないって聞いた』


    「俺は今から行くんだよ。寝坊したから急がないと」


    　そう言って切ろうとする大だい治じ郎ろうに、達也が告げる。


    『なぁ……一つだけ聞いていいか？　さっき亮から聞いたんだが』


    「何？」


    　大治郎は急せかすようにそう尋たずねてから、洗面所を出ようとする。


    『…………どうして記憶のないお前が、小こ春はると凛りん子こを……バーべキューに誘えたんだ？』


    　全まつたく予想外な達也の問いかけに、大治郎はその場で凍ついたように動けなくなった。


    『なぁ大治郎……ちゃんと聞いてるか？』


    　反応がないのを心配するような声で、達也が呼びかける。


    「き、聞いてるよ……。達也……合コンした時の記憶があるの……？」


    　驚きのあまり、大治郎はかすれた声で問いかけた。


    『ああ。オレは……綾あやに記憶を消されなかった……どうしても消したくないって頼んだんだ。そしたら「なぜ？」って聞かれて……』


    「そ、それで？」


    　大治郎が耳を押し当てながら返事を待っていると、少しだけ間が空いてから達也が言った。


    『────綾のことが好きだからって……絶対に忘れたくないって……俺は言った』


    　電話口に漏もれる彼のかすかな吐息を聞きながら、大治郎は呆ぼう然ぜんとしていた。


    『結局、返事はもらえなかったが……まさかお前も……記憶を消されなかったなんてな』


    　大治郎は一瞬気後れしながらも、頷うなずきながら答えた。


    「……うん。俺は、消さないでほしいって綾に頼んだんだ。誰にも喋しやべったりしないからって……。小春との思い出を失くしたくなかったんだ」


    『そうだったのか……。綾も、お前のことは……信頼できるいい奴やつだって思ったんだろうな』


    　達也の言葉は、今の大治郎にはどうしても受け入れ難がたいものだった。


    「いい奴だなんて……そんなことないよ」


    　ゆきねの泣き顔が大治郎の頭にフラッシュバックする。


    「俺って、いつも自分で自覚するほどバカだなって思ってるけど……さすがに今回ばかりは自分を許せない気持ちになってるんだ」


    『何が……あったんだ？』


    　達たつ也やの問いに対し、大だい治じ郎ろうは顔を俯うつむかせる。


    「スケベなことばっかりして……女の子を泣かせちゃってさ」


    　あらためて言葉にしてみると、我われながら本当にどうしようもない男だと思う。


    「最低な奴やつだよ……俺って……」


    『──大治郎』


    　心から懺ざん悔げをする大治郎に達也が静かに呼びかける。


    『……オレは前に……どうしてバーベキューの誘いを受けたんだって…………聞いたよな？　そしたらお前は、いろんな人と絡からんだほうが楽しそうだって……そう言った』


    「う、うん」


    　普段あんなにも無口な達也が、電話だと饒舌になることに戸惑いを覚えつつ、大治郎は耳を傾けて聞いていた。


    『オレはこれまでずっと……人と面と向かって喋しやべるとどうしても緊張してしまって、誰だれとも絡めずにいたんだ。……お前が合コンに誘ってくれた時……正直驚いた……。お前は、オレや大おお貫ぬきと同じタイプの人間だと思ってたから』


    「同じタイプ？」


    『ああ……クラスの隅っこにいる……陰いんキャラなんだって。でも……本当のお前は違った。いろんな人と絡んでいこうとして…………自分の世界を広げていける奴なんだなって思った』


    　そんなことを思っていたなどまるで知らなかった大治郎は、思わず言葉を呑のんだ。


    『オレはあの合コンの日に……お前のことを本気ですごいと思ったんだ』


    　そう語る達也の声は、少しだけ恥ずかしそうに聞こえた。


    『お前は……あのビルが崩れた時に……真っ先に……小こ春はるの元に走っていっただろ？』


    　大治郎が無言で頷うなずくと、まるでそれを見ているかのようなタイミングで達也は続ける。


    『かっこいいなって……本気でそう思った。崩れた瞬間に、自分よりも誰かのことを想おもって行動できるなんて……誰にでもできることじゃない』


    　思ってもみなかった達也の言葉に、大治郎は相あい槌づちを打つことも忘れて聞き入る。


    『……お前を見て、オレはすごく心を動かされたんだ……お前みたいになりたいって……だから人に対してもっと積極的になろうと思ってバイトを──』


    　その時、電話の向こうで達也の名前を呼ぶがなり声がした。


    『──悪い……仕事だ……もう行くよ』


    「……うん。また」


    　達也は少しだけ咳せき払ばらいをしてから電話を切った。


    　スマホを見つめながら、大治郎はぽつりと呟つぶやく。


    「……買い被かぶり過ぎだって」


    　依然として自己嫌悪と罪悪感は胸の内に残り続けていた。


    　すごいと言われても、大だい治じ郎ろうには実感など少しも湧わかなかった。いつもその場の思いつきで行動してばかりで、しかもスケベなことにはまるで目がない。


    　昨夜のゆきねのことだって、まさにその典型だった。


    　──でも……だからこそ、このままでいいはずがないよな。


    　このまま逃げてしまっては、今朝のように布ふ団とんにくるまりながら自己嫌悪するだけだ。


    　──ゆきねに…………謝ろう。


    　大治郎は洗面所を出てからそう思った。


    　ゆきねが許してくれるかどうかはわからなかった。そう思うだけで怖くて身がすくんでしまいそうになる。


    　でも、このまま何も言わずに家を出ていくわけにはいかない。


    　ぐっと腹に力を込めて、大治郎は居間の前に立った。


    「お、俺だけど！」


    　緊張で声が少しだけ声が上ずってしまった。そのせいで余計に焦ってしまった大治郎は、ゆきねからの返事も待たずに勢いよくふすまを開けてしまう。


    「き、昨日は──っ!!」


    　居間の中に向かって、大声を張り上げながら真まっ直すぐ前を見つめる。


    「え……」


    　そこには、上半身裸のゆきねが立っていた。


    　ふすまに背を向けた状態だったのが、彼女にとっては幸いだった。ゆきねは顔だけを大治郎に振り向かせると、姉から新しく渡されたのであろう着替え用の服でぱっと胸を隠す。


    　大治郎がまさかいきなり入ってくるとは夢にも思っていなかったのか、下半身は昨日姉が買ってきたというショーツ一枚のみ。


    「…………あ、あああ……っ。ご、ごめ──っ！」


    　両目を塞ふさぎながら、急いでその場から離れようとする。だが突如として、後ろからシャツの襟えり首くびを捉とらえられた大治郎は「ぐえ」と絞り上げるような声を漏もらして、その場に尻しり餅をついてしまう。


    「……大治郎？　起き抜けに堂々と覗のぞきに来るなんて、我わが弟ながら実にいい度胸ね」


    　大治郎を捕まえた腕の主が優しく告げる。


    　優しい声こわ音ねが、より一層大治郎に恐怖を感じさせた。


    「ち、違う……お願いだから弁明させて」


    「いつもわたしには自分の部屋をノックをしろって言うくせに、弁明させろとかよく言うね」


    　はぁーっと拳こぶしに息を吹きかける姉の姿を見たその瞬間、慌てて大治郎はふすまを閉めて逃げていった。


    「こらっ!!　待ちなさい大治郎っ！」


    　背中で姉の声を聞きながら、大だい治じ郎ろうは涙目になって階段を下りていく。


    「くそう……どうしてっ！　せっかく誠心誠意に謝ろうと腹をくくっていたのに……っ！」


    　どうしてこんなに間が悪いんだと思いながら、裏口に向かおうとすると、


    「おい待ちな、大治郎」


    　厨房で料理を作っている父に突然呼び止められて、大治郎は振り返った。


    「な、何。急いでるんだけど」


    「急ぐもくそもあるか。店の手伝いがあるだろ？」


    「いや手伝いって……今日は友達と約束があるって──」


    「聞いてねぇよそんなこと」


    　そこで大治郎は、昨日ゆきねが突然家にやって来たこともあって、すっかり父に外出することを話し忘れていたことに気付いた。


    「も、もう約束の時間に遅刻してるんだよ。帰ったら手伝うからさ！」


    「バカ言ってんじゃねぇ！　店を見てみろ」


    　店内は滅多にないほどの盛況ぶりだった。なぜこんなに多いのかと客を見ると、そのほとんどが家族連れで、夏休みに入ったことで普段昼間には来ないような層が来ているとわかった。


    　とてもじゃないが、これだけの客の配はい膳ぜんを姉だけでさばくのは厳しい。


    「ああもうっ！　最悪だっ！」


    「店の売り上げ記録を更新しそうだってのに、何が最悪だ！」


    　父がフライパンをまわしながら怒鳴ったその時だった。


    「ちょっと待ちなさい、大治郎」


    　そう階段からやってくる姉の声を聞いて、逃げきれなかったと思いながら大治郎はぎゅっと目を瞑つむる。


    「──あの、大治郎さん」


    　姉のゲンコツに震ふるえながら身構えていると、なぜかゆきねの声がして大治郎はゆっくりと目を開けた。


    　するとそこには、エプロン姿のゆきねが立っている。


    「そ、その格好は……」


    　口をぱくぱくさせながら大治郎が言うと、ゆきねは恥ずかしそうに俯うつむいた。


    「あ、あの……色々とお世話になったので、あたしも何かお手伝いできたらなって……」


    「この子がわざわざ引き受けてくれたのよ。感謝しなさい、エロガキ」


    　覗のぞいたバツだと言わんばかりに姉は、大治郎の頭をペシンと叩たたくと、すぐに父が作った料理を素早く客のところまで運んでいく。


    　バタバタと慌だたしい厨房の中で、大治郎とゆきねは向き合ったまま黙っていた。


    　伝えなきゃいけないことがある。


    　そう思った大だい治じ郎ろうは、先に口を開いた。


    「昨日は……ごめん」


    「え？」


    　ゆきねの顔をまともに見れないまま頭を下げる。


    「泣かせるつもりじゃなかったって……今更何を言ってもだけど。でも……俺は本当に──」


    「顔を……上げてください」


    　その声を聞いて、大治郎はゆっくりと頭を上げる。


    　怒っているのかと思ったが、違った。


    　なぜか彼女は優しく微笑ほほえんでいた。大治郎が混乱していると、ゆきねは静かに口を開いた。


    「昨日のことは……事故だってわかってるんです」


    　ゆきねは恥ずかしそうに俯うつむく。


    「それにあたしは……大治郎さんに泣かされたわけじゃありません」


    「……へ？　い、いやでも俺はあの時──」


    　ぽかんとする大治郎に向かって、ゆきねは首を横に振る。


    「……あの時は……いろんな思いがぶわーって溢あふれてきちゃって……それで泣いちゃったんです。誤解させてしまって……本当にごめんなさい」


    　すると、ゆきねは突然その場でもじもじとし始める。
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    「そ、それに昨日は、あたしもちょっと軽率だったなって……まさかアレがあんなに大きくなるなんて知らなくて…………」


    　店の音がうるさい中で、消え入りそうな声だとまるで聞こえない。


    　今なんて言ったのか聞き返そうと思ったその時、急に彼女はっと顔を上げて大だい治じ郎ろうに言った。


    「大治郎さん、ここはあたしが手伝います。だから、気にしないで行ってください」


    「実際この客の量じゃ、あと二人は欲しいとこだがな」


    　父が、そう嫌いや味みっぽく余計な一言を入れてくる。


    「だが今日はこの嬢ちゃんに免じて許してやるよ。さっさと行け、バカ息子むすこ」


    　手で追い払うような仕草をする父を見て、それからゆきねを見る。


    　ゆきねを一人で家に残しておくことには、正直なところ不安がある。


    　でもこれから会いに行くのは、彼女を捜索している小こ春はると凛りん子この二人であった。二人と行動を共にしているうちはきっと見つからないはずだ。そう大治郎は思った。


    「じゃあ、いってくるね」


    「いってらっしゃい」


    　ゆきねの見送りを受けながら、大治郎は家を飛び出していった。


    　急いでバスターミナルへと走っていきながら、達たつ也やの言葉を思い出す。


    　──オレはあの合コンの日に……お前のことを本気ですごいと思ったんだ。


    　沈んでいた自分にかけてくれたあの言葉に対し、少しでも報いようというする気持ちがあったからこそ、ちゃんと謝罪ができた。


    　もし達也の電話がなければ、ゆきねを前にしても自己嫌悪ですぐには謝れなかったはずだ。


    　つくづく単純でおめでたい頭であったが、それもひっくるめて自分なのかもしれない。


    「ありがと、達也──」
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    　遠くのほうから大治郎がやって来るのが見えると、凛子は手でぱたぱたと顔を扇あおぐのをやめて立ち上がった。


    「ごめん!!　遅くなって!!」


    　凛子と小春の前にやって来ると、大治郎はぜぇぜぇと両膝ひざに手をついて息を整えようとする。


    「すっぽかされたかと思ってたところよ」


    　凛子は不機嫌そうに腕を組みしながら言った。


    「ホントにごめん……寝坊しちゃって」


    「何かあったの？」


    　ベンチに座っていた小春が、顔を上げて大治郎にそう尋たずねる。


    「全然たいしたことじゃないんだ。ちょっと夜更かししすぎちゃって」


    　そう軽く笑いながら大だい治じ郎ろうが答えると、突然小こ春はるは申し訳なさそうな顔を見せた。


    「あの……それでね、大治郎。もしもだけど、バーベキューの時にゆきねが現れたら、あたしたちは悠長に楽しんではいられなくなると思うから。その時は……」


    「そっか……うん。でも、その時はしょうがないよ」


    　大治郎はすんなりと小春の言葉に頷うなずいていた。


    　それを見た凛りん子こは不可解な表情を浮かべる。


    　──この男……やけに素直だけど、本当にわかってるのかしら？


    　ゆきねが現れるということは、状況によっては超能力で周囲を巻き込んでしまうかもしれない危険があるということだ。そのことを大治郎が知らないはずがないのに、なぜか彼の返事はとても軽かった。


    「ねぇあなた」


    　凛子が声をかけると、大治郎は大げさなほどびくっと身体からだを震ふるわせる。


    「何よ、その反応」


    「な、なんでもない！　あ、あははは」


    　凛子が訝いぶかしそうに見つめていると、大治郎は思い出したように二人を先導すべく歩きだした。


    「じ、時間も遅れてるし、早く行こう。さあこっち」


    



    　大治郎と小春が河か川せん敷じきに向かって並び歩いている、その少し後ろを凛子はついて行った。


    　夏の強い日差しに肌が焼けてしまうかもと凛子は不安に思ったが、幸いにも太陽に大きな雲がかかって、そのせいで気温も昨日に比べればかなり過ごしやすかった。


    　快晴の空の下でのバーベキューというわけにはいかなかったものの、行事そのものには興味のない凛子にとっては実に喜ばしい天気であった。


    　五分ほど歩くと、河川敷のある堤防が見えてきた。


    　先導する大治郎について石段を上がると、堤防の上からはグリルコンロを囲んで騒いでいる集団がいくつも目に入った。その多くが四、五人ほどの家族連れで、残りは大学生のサークルっぽい連中と、それよりもう少しだけ年齢が上に見える社会人の集まり。


    　それらを順番に見渡して、大治郎が声を上げた。


    「あ。あれあれ。多分あそこだ」


    　そう言って指し示した方向には、金髪の男が大きく手を振っているのが見える。遠目からでもわかるチャラそうな姿を見て、凛子は率直な感想を大治郎に述べた。


    「あの金髪、ずいぶんあなたとキャラが違うのね」


    「あ、あはは……」


    　苦笑いしながら大治郎は先に堤防を下りていく。


    「と、とにかく行こう。男ばっかでむさ苦しいとは思うけど、気にしないで」


    　彼に続くように凛りん子こも堤防を下っていくと、その横に小こ春はるが並んだ。


    　周囲を見ながら小春がぼそりと呟つぶやく。


    「これだけ多くの人がいたんじゃ、ゆきねが現れたとしてもすぐに見つけるのは難しいかもね」


    「……そうね」


    　素そっ気けなく凛子が答えると、小春は驚いて彼女の顔を見つめた。


    「……ちょっと。もっとやる気出してよ。昨日からサボってばっかりでしょ」


    「労働に対して正当な評価をされてないんだから、やる気なんて出ないわよ」


    「……もしかして、ゆきねを取り逃したことを言ってるの？　そりゃ峰みね岸ぎし先生はああ言ってたけど、実際にＧＰＳは壊されて逃げてしまったんだから、しょうがないじゃない」


    「そんなこと一言も言ってないでしょ。委員長、勝手に人の頭の中を想像して喋しやべらないで」


    　小春はイライラとしながら告げる。


    「あんたが大だい治じ郎ろうと勝手な約束をするから、あたしまで参加しなくちゃいけなくなったのわかってるの！　好き勝手にサボって、もっと真ま面じ目めにゆきねの捜索に取り組んでよ!!」


    「なら委員長は来なければ良かったじゃない。あてもなく町の中をぐるぐる回っていれば？」


    「あんたねぇ……」


    「……何よ」


    　互いに視線の火花を飛び散らせていたその時だった。


    「──おおーっ!!　どちらもすっげー可愛かわいいじゃん!!」


    　突然大きな声が上がって、両者がびくっと肩を震ふるわせた。


    　歩いていたらいつの間にか、大治郎たちのグループの前までやって来ていたらしい。


    　二人は、あっという間に男子のグループに囲まれてしまった。


    「ささ、こっち来てよ！　ちょうど肉焼けたとこだから」


    「ばっか、お前まずは先にジュースだろ」


    「オレ、目付きのキツい子、すっげータイプ！」


    「オレはさらさらの柔らかそうな髪の子！」


    　ぎゃあぎゃあ喧やかましい男子らの勢いに呑のまれ、ただ呆ぼう然ぜんとする凛子と小春。


    　──何こいつら。猿？


    　心の中でそう思いながら、凛子は騒々しい彼らにキツい言葉をぶつけてやろうかと思った。


    「これどうぞっ!!」


    　すると、彼らが一斉に手に持った紙の皿とコップを二人に向かって突き出した。


    「え……えーっと」


    　小春は愛想笑いをしながら、差し出された皿とコップを眺めていた。


    　凛子も眼前に突き出されたものに目を向ける。


    　皿とコップの数はそれぞれで七つずつ。


    　コップにはジュースやお茶がなみなみと注がれていた。皿には過剰なサービス精神のせいか肉も野菜もてんこ盛りで、非常に汚い見た目をしている。


    「お好きなものをどれかお取りくださいっ!!」


    　男の一人が大きな声でそう告げると、二人を取り囲んだ連中の外から大だい治じ郎ろうの声が聞こえた。


    「ちょ、まだ紹介もしてないのに、そんないきなり……」


    　しかし彼の言葉はなんの助けにもならなかった。


    　一斉に強烈な罵ば倒とうの嵐が、大治郎に向かって沸わき起こる。


    「うるせーぞ伊い藤とう！　お前はすっこんでろ!!」


    「せっかく女子とお話できる大事な機会なんだよ。邪魔すんな！」


    　まさしく飢えた猛犬のごとし、という表現がぴったりな獰どう猛もうさであった。


    　かと思えば、男子どもはころりと態度を変えて小こ春はると凛りん子こに優しく微笑ほほえみ返す。


    「ささ、姫様たち。どれかお好きなものをおひとつ」


    　実際ここへ来るまでの間に、二人は朝から何も口にしていない。バスターミナルで大治郎に待たされている間、口にしたのは自動販売機のジュースだけだった。


    　だが、そんな状況でも二人は容易に手を伸ばすことをためらっていた。


    　彼女らを取り囲む男子の鼻息がやけに荒い。これでは警戒するのも無理はなかった。


    「委員長、あなたが先に取りなさいよ」


    　凛子はすかさず小春に言った。


    「ええ!?　なんであたしから!?」


    「だっていつまでもこう囲まれてちゃ、暑苦しくてかなわないでしょ」


    　さらりと男子たちに失礼なことを言ってしまったが、当然ながら彼女にその自覚はない。


    「大丈夫よ。委員長がどれかを選んだ後で、ちゃんとわたしも選ぶから」


    「嘘うそつき！　凛子には騙だまされないんだからね」


    　さすがに多た美みほど簡単には騙されない小春であった。凛子はちっと舌打ちをしてみせる。


    　しかしこのままではずっと膠こう着ちやく状態である。


    　空腹なのは事実なのだしどうしようかと思っていると、


    「で、でもさ」


    　と、小春が凛子よりも一歩踏み出して、彼らの持つ料理を見回した。


    「あたしたちって一応ゲストみたいなもんだし……ここは素直に選んだほうがいいかなぁって」


    　今にもよだれを垂らしそうな小春。


    　どうやら凛子が思っていた以上に、彼女はお腹なかを空かせていたようだった。


    　あと少しこの状態が続けば先に行くところだったと思って、凛子はほっとする。


    　小こ春はるは悩んだ挙句、一番美お味いしそうに焼けた野菜の載った紙皿に手を伸ばした。


    「じゃ、じゃあこれをもら──」


    　小春が紙皿を受け取った瞬間、その紙皿を持っていた橋はし本もとという男が大声で吠ほえながらガッツポーズを決めた。


    「いよっしゃ！　オレかーっ！」


    「へ……？」


    　ぽかんとする小春をよそに、選ばれなかった男子たちは悲鳴を上げてその場にうち崩れる。


    「なんだよそれ……っ。ずりーぞ橋本ぉっ！」


    「橋本っ!!　てめぇ後で覚えとけよっ!!」


    　橋本は早速とばかりに小春の腕を取ると、コンロの前まで引っ張っていく。


    「え。え、ええーっ！　ま、待って手を離して！」


    「いやいや、すぐそこまで行くだけだし。ところで聞きたいんだけど、なんでオレを選んだの？」


    「え？　あ。あのその、ち、近かったか……ら？」


    「あはは、安直ーっ！　じゃあ今度は互いの心の距離も近くなろっか？」


    　橋本はコンロの前で、まだ焼いていない肉の載った皿とトングを両手に持ちながら、白い歯を見せて笑う。


    「どれ焼いてほしい？　なんでも焼いてあげる」


    「え。い、いや……あたしは別に──」


    　小春がそう口にしようとした瞬間、最悪のタイミングで彼女のお腹なかがぐぅと鳴った。


    「あっは！　嘘うそつかなくてもいいって！　ほらほら。どんどん食べなよ」


    「うぅ……」


    　お腹の音を聞かれてしまった以上、小春も断るわけにいかなくなってしまった。彼女はなす術すべもなく、橋本が焼いた肉の載った皿を受け取ってしまった。


    　その様子を見て、呆あきれて言葉もない凛りん子こ。


    　そんな彼女の前にも、再び男子どもの手が一斉に伸びる。


    「お願いします!!」


    「……あのね、あなたたちいい加減に──」


    　イライラしながら口を開いたその時、ちょうど目の前にいた金髪と目が合ってしまった。


    　──この男、さっき堤防で大だい治じ郎ろうに手を振ってた男ね。


    　そんなことを思っている凛子の前に、ニコニコしながら亮りようが近寄ってくる。


    「ところで合コン以来だねー」


    「合コン？」


    　眉まゆをひそめる凛子に、金髪は首を傾かしげる。


    「あれ、君も覚えてないの？　……っかしーなぁ。なんかサエナイ君、オレらに妙な催眠術でも使ったんじゃないだろーなぁ？」


    　ぶつぶつと独り言を漏もらすと、金髪はあらたまって右手を差し出した。


    「まぁいいや。ホントは会ったことあるみたいだけど、一応今日初対面ってことで！　オレの名前は坂さか井い亮りようって言うんだ。よろしく」


    「妹せの尾お凛りん子こ」


    　凛子は素そっ気けなく答えると、亮が目の前に差し出しているジュースを指して言った。


    「これ、もらっていいの？」


    「お。オレのジュースを持ってっちゃう？　いいよいいよ！」


    　嬉うれしそうに声を上げる亮に、突如何やら引っかかりを覚えた凛子は、直前でジュースを取る手をぴたりと止めた。


    「うまく誘導しようとするわね」


    「誘導だなんて人聞きの悪い」


    　そうへらへらと笑う亮の表情から視線を外し、凛子は小こ春はるのほうを見ながら言った。


    「ならあれは一体なんなのかしら？」


    「ああ。要はツーショットタイムみたいなもんだよ」


    　意味がわからないでいる凛子に、亮はぐるりと囲んでいる男子どもを目で示した。


    「今日のこのバーベキューって、男だけで二十人くらいいるわけよ。さすがに凛子ちゃんたち二人がこの中の全員と話せないのはわかりきってる。ならまずは優先的に君らから選んでもらって、選ばれた者だけが会話をできるようにしようかなって思ってさ」


    「つまり食べ物かジュースを持っている男たちを見て、わたしが興味を感じた男子の持っているものを取れってわけね」


    「そういうこと。いきなりルールを説明しちゃうのは面白くないから、最初は内ない緒しよでやってみようってなってたわけ」


    　どうやら大だい治じ郎ろうがやって来るまでの間に、この亮という男は、今日集まった男子連中の全員にそのような話を持ちかけていたらしい。


    　──男ってバカね。


    　男連中をざっと見渡すとどれもこれも鼻の下を伸ばしており、凛子は本当にろくでもない奴やつらばかりだと辟へき易えきする。


    　──くだらないとは思うけど……ここは彼を選んでおこうかしら。


    　凛子がちらりと大治郎のほうを見ると、亮がすかさず口を挟む。


    「あ。ちなみにサエナイ君は──」


    「サエナイ君？」


    「えーっと。伊い藤とう君を選ぶのはナシね。最初から知り合い同士で二人きりになるなんてつまんないでしょ？」


    　やれやれと思いながら凛りん子こは溜ため息いきを吐つく。


    　──でも、サエナイ君ってあだ名……ぴったりね。


    　思わずくすっと笑えみを浮かべながら、凛子は適当にその場にいた男の前に歩いていく。


    　そして、男が手に持っている紙皿を手に取ってその場の連中に言った。


    「じゃあ、わたしはこの人を選ぶわ」


    　男子連中から、どよめきが上がる。


    「オーケー、オーケー。それじゃ二人はオレたちから少し離れた場所に行ってもらえるかな」


    　選ばれなかった男連中を亮りようがなだめるようにそう言って、それから凛子を振り返った。


    「にしても意外だなー。オレの読みだと、凛子ちゃんが選ばないタイプだと思ってたのに」


    「そう？　これでも消去法みたいなものだったんだけど」


    　選んだ男の手を取ってその場を離れると、凛子は集団から外れるように自みずからが選んだ男と歩いていく。


    「……あの、ど、どうして」


    　凛子が選んだ男は、耳まで真っ赤にしながらそう尋たずねる。


    　後で大だい治じ郎ろうと話すまでのつなぎとして考えていたのだが、さすがにそれを口にするわけにもいかない。


    　凛子は少しだけ考えて言った。


    「深い意味はないわ。ところで……あなたはなんてお名前なのかしら？」


    　赤い顔をした男は、眼鏡めがねを何度もくいくいと動かしながら答える。


    「わ、我われの名は……大おお貫ぬき蔵くろ人うどと……申す」
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    　小こ春はると橋はし本もと、凛子と蔵人のツーショットが、それぞれ反対方向に分かれてしまうと、女子二人から選ばれなかった者たちから落胆の声が上がった。


    「──あーあ。どっちの女も取られちゃった」


    「しゃーねーや。肉食おうぜ肉」


    　集まっていた連中がばらばらになる中、大治郎はすぐに小春のもとへ向かおうとすると、その行く手を亮が遮さえぎった。


    「こらこらーちょい待ち。それはルール違反だよ」


    「ルール違反も何も……俺はこんなこと一言も聞いてないっての！」


    　いきなり大声を出した大治郎に、亮は耳を塞ふさぎながら言った。


    「そりゃ事前に言ってなかったのは悪かったけど、でもそれってそもそも遅刻したサエナイくんが言える話かー？」


    「うっ！　そ、それは……」


    「それとも、あの二人のどちらかが彼女とか？　それならさすがにオレも素直に止めに入るけど」


    「そうじゃない……けど」


    「なら別に構わないじゃん。たまにいるんだよねー。別に彼女でもなんでもないくせに、ただの女友達のことを囲うように、ずーっとその子にくっついてる男。保護者かよっていう」


    「お、俺は別に保護者じゃ……」


    「あーもちろん知ってる！　サエナイくんがそういう男じゃないって、オレすっげー知ってた。でも、まあそういうことなわけ。わかるよね？　サエナイくんの友達である小こ春はるちゃんと凛りん子こちゃんにも、この夏の出会いの場を与えてあげようよ。ね？」


    　亮りようは馴なれ馴なれしく肩に腕を回して調子よく喋しやべる。


    　──これ以上丸め込まれてたまるか。


    「あのな亮。俺はあの子のことが好き──むぐぐっ！」


    「はいはい。とりあえず鶏肉でも食べなよ」


    　無理矢理大だい治じ郎ろうの口の中に鶏肉を押し込みながら、亮はニコニコと笑う。


    「青い空の下で食べるお肉、うまいでしょ？」


    　大治郎は不満げにもぐもぐと咀そ嚼しやくしながらも、亮に頷うなずいてみせる。


    　確かに美お味いしかった。


    　炭火で焼いているせいか、普段家のフライパンで焼いた肉なんかよりもずっと脂っぽくなく、表面はカリッとしているのに中はすごく柔らかい。


    　そして何より今になって気付いたのが、この河か川せん敷じきという絶好のロケーション。アウトドアという開放的なシチュエーションは、間違いなくこの肉の旨さに一役買っていた。


    　どこで食べようが味には違いがないだなんてことはない。


    　人がどうして外でバーベキューをしたくなるのか。


    　その真理を、大治郎は今なんとなく掴つかみ取っていた。


    「まだ食べる？」


    　そう尋たずねる亮に無言で頷きながら、大治郎は彼から皿を受け取った。


    「さぁーまだまだ焼くよー」


    　ちょうどその時、コンロの前で小春と一緒にいた橋はし本もとがみんなに向かってそんな声を上げた。


    　男子が手を挙げる中、大治郎も口の中を鶏肉でいっぱいにしながら手を挙げる。


    　コンロの番は、橋本がすべて請け負っているようだった。


    　小春は彼の隣で、網の上に野菜や肉をきれいに並べていた。


    　忙せわしなく焼けたものを皆に渡していく二人は、ほとんどろくに会話もできない状態であった。


    　──橋本も橋本で……律りち儀ぎな奴やつだな。


    　大だい治じ郎ろうは会話もほとんどなく肉や野菜を焼くことだけに集中している彼を見て、あの様子なら小こ春はるが何かされるような心配もないだろうと思った。


    　ごくりと肉を呑のみ込むと、見計らったように亮りようが次の料理を持ってくる。


    「はいよ。サエナイくん」


    　亮から渡されたトウモロコシを皿に載せると、大治郎は無心でかぶりついた。実に程よい焼き加減で、口の中に甘いトウモロコシの風味がふわりと広がる。


    　大治郎は夢中になってそれを齧りながら、次に渡されたタレのかかった牛肉に取りかかった。


    　柔らかい肉の噛かみごたえをじっくりと味わいながら、河か川せん敷じきの景色を眺める。


    「サエナイくん、お味はどう？」


    　そう尋たずねる亮に、大治郎はぴんと親指を立てながら先ほどよりも大仰に頷うなずいた。
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    「さっきから申す申すって、なんなのよその喋しやべり方、わたしをバカにしてるの？」


    　苛いら立だっている凛りん子この言葉に、蔵くろ人うどはショックを受けてその場にのけ反った。


    「わ、我われは決してそのようなことは……」


    「もうこれ以上の会話はいいかしら？　わたし、話したい相手がいるのよ」


    「まだ全然話しておらんのにっ!?」


    　蔵人をよそに、凛子は大治郎の姿を捜す。ちょうど大治郎は亮という名の金髪男から肉を受け取っていた。


    　──好都合ね。今なら委員長が近くにいないし、記憶がない間のことを大治郎に色々聞けそう。


    　そんなことを思いながら見つめていると、蔵人というオタクがいつの間にか横に並んでいる。


    　凛子は素早く彼から距離を取って叫んだ。


    「な、なんなのよ！　幽霊みたいに音もなく、いきなり横に来ないで気持ち悪いっ!!」


    「そ、そうではないっ！　大治郎を見ていたのだ！」


    　蔵人は慌てて声を上げる。


    「我はヤツともう七年連続同じクラスの幼おさな馴な染じみなのだが……しかしあなたやあそこにいる女子の知り合いがいるなど知りもしなかったぞ……」


    　そこで、急に蔵人はぽんと手を打った。


    「……なるほど。だからあやつはイチゴパフェがどうだのと、急に柄がらにもないことを言いだしたのか」


    「イチゴパフェ？」


    　凛子が蔵人の目を見てそう尋ねると、彼はびくっと肩を震ふるわせその場に固まった。


    「そ、そう…………。こ、この前は我われに相談もしてきてだな……」


    「相談？　あなたに？」


    　どう見てもこのような男に相談することなどありそうにない。


    　そんな気持ちがつい態度に出てしまい、凛りん子こはぷっと吹き出してしまった。


    「ぬうぅ……っ！　なぜ笑うっ！」


    「あらこれは失礼」


    　謝りながらも、くすくすと笑うことをやめない。


    「こ、これだから三次元はっ!!　どいつもこいつもすぐに我を見下したような態度を取りおって!!」


    　地じ団だん太だを踏む蔵くろ人うどを見て、凛子はさらにけらけらと笑ってしまった。


    　──どことなく多た美みに似て、いじめ甲が斐いがありそうね。


    　ひとしきり笑った後に目め尻じりに溜たまった涙を指で拭ぬぐう。


    「じゃあ聞いてあげるわよ。大だい治じ郎ろうはあなたになんの相談をしたって言うの？」


    「そ、それは……相談ごとなので……他人には言えん」


    　イラッとする回答も、多美とまたそっくりだった。


    　凛子がどんっとその場で地面を踏むと、蔵人はひっと声を上げる。


    「思わせぶりなこと言っておいて……ここでやめる気？」


    「そ、そちらの！　そちらの知り合いには双子でもいるのか？」


    　突然わけのわからないことを言い出した彼に、凛子は首を傾かしげる。


    「いないわよ。それがどうしたっていうの？」


    「いや……大治郎のその相談というのが、同じ顔の女をどう見分けるのかという話で──」


    　その言葉に、それまで笑っていた凛子の表情が急に真顔になると、ほとんど無意識に蔵人のシャツの襟を絞め上げていた。


    「……ちょっとキモオタ。あなた見分け方を知ってるの？」


    「ぐえぇ……っ！　な、何を……っ!!」


    「早く言いなさいってば。どうやってやるのよそれ」


    「い。言お……にも……く、苦し……」


    　絞め上げる力を緩ゆるめてみる。


    「さぁこれで話せるでしょ」


    「ふ、ふふふ……」


    　なぜかなぜか笑い出す蔵人を見て、凛子は露骨に顔を歪ゆがめる。


    「そ……そこまで言うのであれば……我の口から教えてやらんでもない……がっ!!」


    　凛子はもう一度軽く首を絞め上げると、蔵人を殺すつもりで睨にらみ付けた。


    「次ふざけたら、アンタのその髪の毛燃やすわよ」


    　その視線を見た蔵くろ人うどは「ひっ」と声を上げて言った。


    「ま、待て待てっ!!　わかった!!　だが、この話は大だい治じ郎ろう抜きでは話さんぞっ!!」


    「どうしてよ？」


    「と、とりあえずこの手を離せっ!!」


    　言われた通りに襟から手を離すと、蔵人は絞められた首をさすりながらゴホゴホと咳をこぼした。


    「離したわよ。で？　どうして大治郎がいなきゃダメなのよ」


    「自分でわからんのか!!　暴力三次元女が何するかわからんからに決まっておろうがっ!!」


    　再び絞め上げてやろうかと一歩踏み出すと、蔵人はうっと声を漏もらしながら後ずさって凛りん子こを指さした。


    「そ、そういうところなのだっ！　この見分け方を聞いたら、貴様は必ず暴力をふるうのは目に見えている!!　三次元女はそういうところが気に食わんのだっ！」


    　これ以上面倒くさい奴やつには付き合っていられない。


    　そう思った凛子は、有無を言わさず蔵人の腕を掴つかんだ。


    「ガタガタ言ってないで、大治郎が必要なら行ってやるわよ。ほらさっさと来なさい」


    「なっ!?　こ、こら！　だからそんな無理矢理……い、痛たたたっ!!」


    　悲鳴を上げる声にも構わず、凛子はずるずると引きずるようにして蔵人を引っ張っていった。
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    　午後の一時半──。


    　大治郎の家の定食屋は、ようやく昼のピークを終えて落ち着きを取り戻し始めていた。


    「これ、五番卓に運んでもらえる？」


    「は、はい！」


    　大治郎の姉に呼ばれ、エプロン姿のゆきねは元気よく返事をする。


    　同時に彼の父からも声が上がった。


    「これも一緒だ。それと、七番卓の新しいお客さんに注文を聞いてきてくれ」


    「わかりました！」


    　威勢よく答えるも、ゆきねは先ほどまでの地獄のような慌ただしさに疲れきっていた。


    　──でも……大治郎さんの、お姉さんとお父さんは……あたしなんかよりもっと働いてる。


    　当の二人は今もなお、人にん間げん業わざとは思えないほどてきぱきとよく動いていた。


    　──あたしだって『念動力サイコキネシス』を使えばもっと……。


    　一瞬だけそのことを頭にちらつかせたが、すぐに首を振って五番卓に向かう。


    「お、お待たせしました！　五番卓、とんかつランチです!!」


    　たどたどしく声を張ってそう言うと、スーツを着た小太りで頭の薄いおじさんがニコニコしながら顔を上げた。


    「いやいや悪いね。ありがとう。しかし可愛かわいい娘さんだねー」


    「え……？」


    　可愛いと言われてゆきねが戸惑っていると、そのままおじさんは厨房に向かって声をかけた。


    「伊い藤とうさん、アンタにこんな娘がいたなんて知らなかったよーっ！」


    　大だい治じ郎ろうの父は、天ぷら鍋に衣のついたエビを落としながら大声で返した。


    「俺の娘じゃねぇよ。今ちょっと訳ありで預かってんだ。大治郎のガールフレンド」


    「へー。大治郎くんの？」


    　おじさんが改めてまじまじとゆきねを見てくる。


    「大治郎くんも恋人ができる年になったか。はははっ」


    「えっと……その……」


    　いきなり恋人などと言われ、ゆきねの顔がどんどんと熱くなっていく。


    　茹ゆで上がったタコのようになりながら、その場で縮こまっていると、大治郎の姉から声が飛んできた。


    「七番卓の注文まだー？」


    「はっ!?」


    　その声で我われに返ると、ゆきねはパタパタと駆け足でカウンター席の端にあるレジまで戻り、かごの中から七という数字の書かれたプラスチックのバインダーを取り出す。


    　──大治郎さんの恋人……恋人だって!!


    　嬉うれしくなってついついニヤけてしまいそうになるも、まだ自分が仕事中の身であることをすぐに思い出し、気を引き締めるように自みずからの右頬ほほを軽くぺしんと打って七番卓に向かう。


    　その途中にふと窓のほうを見ると、先ほどよりも外が暗くなっていることに気付いた。


    　──雨が降りそう……大治郎さん大丈夫かな？


    　今ごろバーベキューをしているはずの大治郎のことを案じながら、七番卓の前に立ち、


    「あ、あの！　ご注文をっ、伺いにっ参りましたっ！」


    　ぴんと背筋を伸ばしてボールペンを手に構える。


    　七番卓にいたのは女性客であった。顔の前にメニューを掲げてにらめっこをしながら、ずっとうんうんと唸うなっている。


    「ご、ごめんねぇ……呼んでおいてなんだけど、ＡランチかＢランチかまだ決めきれてなくて」


    「あ。はい……」


    　気合を入れていたせいもあって、ゆきねは少しだけ拍子抜けしたようにそうぽつりと女性客に返事をする。


    　店内では大治郎の姉が別のお客さんの会計をしていた。そのお客さんがいた卓がまだ片付いていないことに気付くと、一いつ旦たん、女性客の前から離れて先に片付けに向かおうか悩んでしまう。


    「あーもー。どうしよっかな。ＡランチもＢランチもどっちも美お味いしそうっ！」


    「えっと……よければ、また後でご注文を──」


    　そう言って、ゆきねが七番卓から離れようとすると、女性はばっと手を広げて引き止める。


    「待って！　今決める！」


    　早く早く、と心の中で願いながらその場で足踏みをしそうになっていると、


    「──いよっし、決めた！」


    　メニュー表をテーブルの上に置きながら、女性客は勢いよく顔を上げた。


    「ここはやっぱりハンバーグ付きのＢラン──」


    「あ……っ」


    　女性客の顔を見て、ゆきねは思わず手にしていたボールペンを落としてしまった。


    「……若わか……尾お、先……生」


    　両目を大きく見開いてその場に固まる。


    　若尾と呼ばれた女性も、驚きを隠せない様子でゆきねを見つめていた。


    「灰はい島じまさん……あなた、こんなところで何をしてるの？」


    



    ＊＊＊


    



    　突然ゴロゴロと空で鳴り響いた音に、大だい治じ郎ろうは空を見上げた。


    「まさか雨？　天気予報じゃ何も言ってなかったのに……」


    　空は急激にグレーどころか黒がかっていて、周囲のクラス連中も口々に「やばいんじゃないの」と不安そうな声を上げていた。


    「こりゃ……バーベキュー中止かな」


    　隣で残念そうにつぶやく亮りよう。


    　まだまだ肉を食べ足りない大治郎も、がくりと肩を落とす。


    　だがこのまま土砂降りになって、びしょ濡ぬれで帰るのは避けたい。


    「ホントは、あと三回くらい彼女たちに話し相手を選んでもらうつもりだったんだけど。まぁしょーがないや。サエナイくん、撤収するから橋はし本もととコンロの炭を片付けてきて」


    　大治郎はごくりと肉を呑のみ込みながら頷うなずいた。


    　すぐにバーベキューコンロのほうに向かうと、小こ春はるが大治郎に気づいて手を振ってみせる。彼女に近付くなり、両肩を掴つかんで大治郎は言った。


    「橋本の奴やつに変なことされなかった!?」


    「……口元拭ぬぐったら？」


    　小春は苦笑いをしながら、まだ焼いていなかった具材の横にあるウエットティッシュを大治郎に手渡した。


    「別に大丈夫だよ。橋はし本もとくん優しかったし」


    　ウエットティッシュを受け取って口を拭ぬぐっていると、小こ春はるはさらりとした口調でそう言った。


    「あ。そう……」


    　大だい治じ郎ろうが拍子抜けしていると、隣で二人の会話を聞いていた橋本がじろりと睨にらみつけてきた。


    「お前……普段からオレをなんだと思ってんだよ」


    「あ。いやー亮りようの友達って言うからさ……」


    「アイツは特別だよ。ったく……」


    　ぶつぶつ言いながら、橋本がトングでコンロの網を持ち上げる。


    「あ。あたしも手伝うよ」


    　小春が声を上げると、橋本は笑いながら手を振った。


    「あーいいよ。せっかく来てくれたゲストに、そんなこと頼めないよ」


    「ううん。少しの時間だけど、お話しして楽しかったから手伝わせて」


    　小春は橋本の制止も振り切って、そばにある火消しつぼに触れようとした。


    「これは何に使うの？」


    「ああ、火消しつぼは今回は使わないよ」


    　橋本の声に、小春は顔を上げる。


    「え？　そうなの？」


    「うん。今にも降りそうな天気だし。炭もったいないけどバケツに水汲んで、その中に入れようかなって」


    「じゃあ、あたし水汲んできます」


    「待って、一人じゃ重いからオレも」


    　そうして橋本と二人で行ってしまう小春を、大治郎は呆ぼう然ぜんと見続けていた。


    「い、いつの間に二人は……あんなに仲良く……っ」


    　疎外感でいっぱいになりながらそう呟つぶやくと、亮がぽんと肩に手を置いて言った。


    「サエナイくん、気が利かなさそうだしね。ぶっちゃけ傍はたから見てても立ち回りで橋本に負けすぎ」


    「そ、そんな……」


    「まぁそんなに気を落とすなって。あ。よければ余った肉、持ってく？」


    　大治郎は頷うなずくと、亮はついでにとばかりに他ほかの余った具材が載った樹脂製の大皿を手渡してきた。


    「こ、こんなにいらないって……」


    　どう受け取ろうかと迷っていると、亮はさらにプラスチックの空容器も一緒に寄越してきて、戸惑いながらもそれぞれをどうにか両手で受け取ってみせる。


    「他ほかにも欲しい人いるかもしれないから、これ持ってみんなに声かけてきてよ。あと皿はオレんちのだから落とすなよ。残りのことは橋はし本もとと小こ春はるちゃんとオレでやっておくからさ」


    　大だい治じ郎ろうは大皿を持たされたまま、二人を追いかけていく亮りようを呆ぼう然ぜんと見送りながら固まっていた。


    「ど、どうしてこんなことに……」


    　大皿の上の具材を落とさぬよう、バランスを取りながらふらふらと男子全員のいるほうへ歩いていくと、大治郎に気付いた男子たちが集まってくる。


    「これ余りもの？　もらってっていいの？」


    「ど～ぞぉ……余りものです……」


    　次々に肉や野菜をプラスチック容器に詰め込んでいくクラスの連中たちを見つめていると、やがて大治郎の持つ皿の上は輪切りのナスひとつだけになった。


    「このナス……まるで俺みたいだ」


    　思わず涙ぐみ、洟はなをすする。


    　その瞬間、カッと雷光が空に走った。


    　すぐにゴロゴロと大きな音が響くと、皿を持った大治郎はその場でへっぴり腰になりながら黒い雲を見上げた。


    　この様子だと、雨がいつ降ってもおかしくない気がしていた。降り出す直前の湿っぽい空気を肌で感じていると、


    「だ、大治郎～っ!!」


    　悲鳴のような声が耳に届いて大治郎が辺りを見回すと、凛りん子こに腕を引っ張られている蔵くろ人うどの姿が目に入った。


    　なぜ腕を引っ張られているのかわからないが、その姿は見ていてあまりに情けない。


    「ほら、大治郎の前よ。さっさと言いなさいよ」


    　まるで犯罪者を引き渡すように、凛子は大治郎の前に蔵人を突き出してくる。


    「へ？」


    　なんの話かわからないでいると、蔵人は素早く大治郎の背中へと回り込んだ。それだけでもう、凛子に対してかなりビビっているのが明白だった。


    「……何があったんだお前」


    　大治郎が呆あきれながら言うと、蔵人は背中に隠れながらぎりぎりと歯を鳴らす。


    「さ、三次元女はやはりクソだということだ……っ。こ、この女が『魔法少女こよりちゃん』の分裂の件を聞きたいと言い出して──」


    「……はぁ？」


    　大治郎が凛子を見ると、彼女もまた蔵人の言葉を聞いて呆あつ気けに取られていた。


    「わたしはそんな話してないわよ」


    「まったく同じ女の子をどうやって見分けるのか、知りたがっていたではないかっ!!」


    「いやそれは──って、まさかアンタ……アニメのキャラクターのことを言ってたわけ？」


    　睨にらみつける凛りん子こに、蔵くろ人うどは大だい治じ郎ろうを盾たてにさっと身を隠す。


    「ほらなっ！　絶対にこうなると思っていたのだ!!　アニメだからってバカにしおって!!」


    　二人を交互に見てから、大治郎は頭を掻かいて言った。


    「あー……あのさ、凛子。その話は俺がアニメでもいいから、何か参考になればって前に聞こうとしたんだよ」


    「アニメなんか参考にもなりゃしないわよ」


    　苛いら立だったように告げる凛子に、大治郎も苦笑いしてみせる。そういえば一昨日おととい、まったく同じ姿の女の子をどう見分けるかを蔵人に相談し、『魔法少女こよりちゃん』に似た内容の話があるというところまでしか聞いていなかったことを思い出した。


    　大治郎は背中で隠れている蔵人に尋たずねる。


    「それで、一体どうやってそのこよりちゃんは偽にせ者ものを見分けたんだ？」


    「ふっふ。聞いて驚くなよ大治郎……実は魔法結晶体は、こよりちゃんの見えないところがコピーできていなかったんだ」


    「見えないところ？」


    　ふと凛子を見ると、彼女は腕を組みながら別の方向を見ていたが、耳はしっかりとこちらに傾けていることに気付く。


    　大治郎は再び蔵人に振り向いた。


    「どこだよ、それは」


    　蔵人は眼鏡めがねをくいっと上げると、にやりと笑って言った。


    「こよりちゃんの穿はいているマジカルスカートの内部──つまりパンツだ」
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    「先生……どうしてここに」


    「その前に確認させて。あなたは脱走したほう、でいいのね？」


    　エプロン姿のゆきねは若わか尾おをじっと見つめて、それから無言で頷うなずいた。


    　若尾はいつもの優しく穏やかな様子とは違う、とても険しい表情をしていた。


    「どうして……こんなところで働いてるの？」


    　目を鋭くさせながら若尾が問いかける。


    「おい嬢ちゃん、一体どうしたってんだ？」


    　様子がおかしいと思ったのか、大治郎の父が厨房から顔を出す。


    　ゆきねはエプロンの裾を両手でぎゅっと掴つかむと、俯うつむいたまま言った。


    「学校の……先生なんです」


    　その言葉にレジの会計を終えた大だい治じ郎ろうの姉が若わか尾おを見た。定食を食べているおじさんも、箸はしの手を止めて話を聞いている。


    　少しの間だけ、テレビから流れてくるＣＭの音声だけが店の中を支配していた。


    　そして再び、若尾がゆっくりとその口を開いて言った。


    「私はあなたたちＡクラスのお母さん──いつもそう思ってみんなと接しているつもりよ」


    　ゆきねは何も言えずにただ頷うなずく。


    　常に厳しい態度を崩さない峰みね岸ぎしとは違い、若尾はいつもどの生徒に対しても寛容な態度で接する教師であった。


    　その若尾が今、初めてといってもいいほどの険しい表情を見せている。


    　それだけで彼女は、自分がどれほど重大な学園の規則を破っているのかを強く認識した。


    「ここで会ったことは秘密にする」


    　その言葉に、ゆきねははっと顔を上げる。


    「でもね……一つだけ言わせてちょうだい」


    　若尾の言葉にゆっくりと頷く。


    「私と一緒に……このまま学園に戻りましょう。そうすれば、あなたが自分の意思で戻って来たと伝えます」


    　そこで初めて若尾の表情が少しだけ和らいだのがわかり、ゆきねはぐっと喉のどを詰まらせた。


    　若尾を失望させたくはないという思いが両膝ひざを震ふるわせる。さまざまな葛かつ藤とうが胸の内で湧わき起こっていた。心の中ではもうはっきりとした決意があったはずなのに、若尾の顔を見つめているとつい揺らいでしまいそうになる。


    　さんざん悩みぬいた挙句、唇くちびるを震わせながら答える。


    「……今は……戻らない。戻りません」


    　涙がこぼれそうになるのをぐっと我慢すると、それ以上は何も言えなかった。


    「……それがあなたの意思なのね？」


    　ぽつりと尋たずねる若尾に、無言で頷く。


    　諦あきらめたように目を伏せると、若尾はゆっくりと席を立って、レジの前に立っている大治郎の姉を見た。


    「すみません。やっぱり帰りますね」


    　そして店の扉をがらがらと開けてからゆきねを振り返る。


    「……残念ね」


    　寂しそうにそれだけ告げると、そのまま引き戸を閉めて去っていってしまった。


    「本当に……いいの？」


    　大治郎の姉が、ゆきねに問いかける。


    「あなたのこと、すごく心配して言ってるように見えたけど……」


    「……いいんです」


    　目め尻じりをそっと拭ぬぐいながら、ゆきねはそう言った。
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    　凛りん子こはおろか、幼おさな馴な染じみである大だい治じ郎ろうですら呆あきれて言葉も出なかった。一介の男子高生である蔵くろ人うどがまさか白昼堂々、女児アニメである『魔法少女こよりちゃん』のパンツの話を嬉き々きとして話すなど思いもしなかったからだった。


    　蔵人の「驚いただろう？」といった誇らしげな顔をしばらく見てから、大治郎は口を開いた。


    「お前……この期ごに及んでパンツだとか」


    「んなっ！　何がおかしい!!　神回なのだぞ!!」


    　自分の背中に隠れながら吠ほえる蔵人を見て、ますます重症だと大治郎は頭を抱かかえたくなった。


    　てっきり凛子もそんな彼を激しく罵ば倒とうするかと思っていたら、


    「──いいわね、それ」


    　と、なぜか彼女は悪魔のような笑えみを浮かべている。


    　それを見て、大治郎は嫌いやな予感がした。


    「ではさっそく委員長のパンツを見てみましょう」


    　案の定、凛子は片付けをしている小こ春はるのところに向かって歩きだす。


    「ちょ、ちょっと！　待てったら凛子!!」


    　慌てて大治郎が、凛子の前に立ちはだかる。


    「邪魔よ。どきなさい」


    「パ、パンツなんか覗のぞいたってわかるわけないだろ!!　それにそもそも本人なんだから確認する必要なんてないだろ!!」


    「あら。でも、もしかしたら知らない間に入れ替わってるかもしれないじゃない？」


    　凛子は明らかに面白がっているような表情をしていた。


    「もしかして、単純に嫌がらせしたいからそんなことを……？」


    　大治郎が言うと、凛子はとぼけたような顔を見せる。


    「あら、人聞きの悪いこと言わないでよ。あなただって実際はどんな下着を穿はいているのか興味あるくせに」


    「俺はそんなことないっ!!」


    「実は昨日、こっそり委員長の下着が詰まったタンスの中を覗いたの」


    　凛子の言葉に、大治郎の鼻の穴が一瞬で大きく広がる。


    「どんな下着があったか詳しく教えてあげてもいいけど……本当に興味ないの？」


    　大だい治じ郎ろうの脳内にお花畑が広がった。天を仰あおぐようにしながら、小こ春はるが普段どんな下着を穿はいているのかを妄想し始めたその時、ぽつりと鼻先に水滴のようなものが降ってきた。


    　それをきっかけに、大治郎は煩悩を頭から追い払って凛りん子こに言った。


    「も、もうすぐ雨も降りそうだし！　今日はもうこれで解散っ！」


    「本当につまんない男ね」


    　つまらなさそうな凛子をよそに、大治郎は空を見上げる。


    「急いでバスターミナルまで戻ろう。小春にも声をかけて来る」
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    　空を黒い雲が覆っていくのを、多た美みは自室の窓から眺めていた。


    　それがゴロゴロと鳴り響く雷雲だとわかると、眉まゆをひそめながら口の中で呟つぶやく。


    「小春ちゃんたち……今もゆきねちゃんを捜してるのかな……」


    　その瞬間、カッと空が光ったかと思うと、地響きがするほどの雷鳴がして、多美はあまりの驚きにその場でひっくり返りそうになってしまった。


    「す、すごい音……近くに落ちたのかも」


    　窓に大きな水滴が幾つもついていくのがわかると、あっという間に外は夕立ちとなった。


    「だ、大丈夫かなこんな雨の中……」


    　不安になりながら多美が自分の机の前に移動すると、そこで机の上に置いたままにしていたゆきねのノートが目に入ってげんなりとする。


    「あー……そういえば返しに行かないといけないんだったぁ……」


    　勝手にあれこれ捜索して回った凛子を恨みつつ、多美はノートをしまおうと錠前付きの箱を手に取る。


    「……あれ？」


    　手にした瞬間、箱に違和感を覚えて多美は首を傾かしげる。


    　そのまま二、三回ほど振ってみると、その違和感が間違いないものだと気付いた。


    「……やっぱりだ」


    　箱の中にまだ何かが入っている。てっきりノートだけだと思っていた多美は、両手を箱の側面に置いて『空間移動テレポーテーシヨン』の能力を発動させる。


    　出てきたのは、かなり小さく折りたたまれた一枚の紙であった。


    「なんだろうこれ」


    　丁寧にその紙を開いていく。


    　するとそこに書かれた内容を見て、多美は驚きよう愕がくした。


    「こ……これは……っ!!」


    　その時こんこんと突然ノックの音がして、心臓が飛び上がるほど驚いてしまった。


    「だ、誰だれ……？」


    　薄暗い部屋の中から、ドアの前に立つ人物に向かって声をかけるも反応はない。


    　土砂降りになっている雨の音を聞きながら、多た美みは今にも泣きだしそうな顔で立ち上がる。そしてゆっくりドアに近づくと、もう一度だけ声をかけた。


    「だ、誰ですかぁぁ……っっ!!」


    　そう告げると、向こう側からゆっくりと扉が開いて──。
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    　大だい治じ郎ろうたちがバスターミナルに着くころには、外は完全に土砂降りになっていた。


    「やばいやばいっ！」


    　逃げるように屋根のある場所まで避難してから、大治郎は後ろの二人に振り向いた。


    「いきなり、こんな天気になるなんて思わな──」


    　途中まで言いかけてから、言葉を失った。


    　濡ぬれた小こ春はるの前髪から雨のしずくがいくつも滴したたっている。頬ほおに張り付いた横髪と相まって、いつもよりもずっと色っぽい彼女の姿に思わずドキドキしてしまった。


    「大治郎、どうしたの？」


    「へっ!?　い、いやなんでもないよ!!　あは、あはは」


    　つい見み惚とれてしまい、ごまかすように大治郎は大げさに手を振ってみせる。


    　目のやり場に困り凛りん子このほうに視線を向けると、そこにはさらなる衝撃が待ち構えていた。


    「最悪な雨ね、ホント」


    　不機嫌そうにそう漏もらす凛子は、白いシャツを着ていたせいで青いブラジャーが完全に透けてしまっている。


    「……どうしたのよ」


    　大治郎の目線を辿った凛子は、自みずからの胸元を見てあんぐりと口を開ける。


    「バ──バカッ!!　何を見てんのよっ!?」


    「ご、ごめんっ!!」


    　胸を隠しながら赤い顔をする凛子を見て、慌てて大治郎は背を向けた。


    　雨はしばらく勢いを落としそうになかった。


    　時々鳴り響く雷鳴も合わさって、大治郎は今すぐ家に帰るべきかどうか考えた。


    「二人はこの後どうするの？」


    　凛子をなるべく視界に映らないようにして小春に問いかけると、彼女は様子を窺うかがうように空を眺める。


    「あたしたちは……ここで雨が止やむのを待ってから、またゆきねの捜索を再開するよ」


    　そう告げる小こ春はるの横顔を見ながら、大だい治じ郎ろうは家にいるゆきねのことを思っていた。


    　正直なところ、今の大治郎にはゆきねのことを引き渡すことに迷いがあった。昨日の夜からずっとゆきねを見続けてきて、彼女が自分を利用しようとしているようにはどうしても思えなかったからだ。


    　──でも、それこそうまく利用されているってことなのかもな。


    　あまり頭の良くないことは自身でもよく自覚している。もしかすると無意識のうちにゆきねの罠わなにはまってしまっているのかもしれない。


    　大治郎はあれこれと心の中で葛かつ藤とうを続け、結局すべての判断を一度保留することに決めた。


    　騙だまされていようといまいと、今の素直な自分の気持ちに従えばまだゆきねを引き渡す気にはなれない。これがすべてだった。


    　──まだ少し、時間を置いて考えてもいいよな。


    　自分の中で結論がついたその時、凛りん子こがじっとこちらを見ていることに気付いた。


    　真まっ直すぐ突き刺すように見つめてくるその視線に、大治郎はとうとう堪えきれなくなって口を開いた。


    「な、なに？」


    「今、何を考えていたの？」


    　視線と同じように、凛子は真っ直ぐに質問をぶつけてくる。


    「なんでもないよっ。ていうか……じっと見つめられると気になるんだけど」


    　そう言いながら、大治郎はその視線から逃れるように小春をちらりと窺うかがった。


    　小春はバスターミナルから見える雨の景色をぼうっと眺めている。その視線を追うように大治郎も降りしきる雨を見ながら呟つぶやく。


    「俺……このまま走って帰ろうかな」


    「……えぇっ!?　まだかなり降ってるのに？」


    　驚いた顔で小春が見つめてくるも、大治郎はなんでもないように手を振った。


    　凛子が何も言わないのが、余計に気になった。


    「家までなら、すぐだからさ！　じゃ、じゃあ俺はもう行くから──」


    「待ちなさい」


    　土砂降りの雨の中へ足を踏み出そうとした大治郎を、凛子が呼び止めた。


    　大治郎は立ち止まると、内心の動揺を努めて表情に出さないようにして振り返る。


    　凛子は刺すような視線をたたえたまま大治郎に言う。


    「もし、ゆきねを見つけたら必ず連絡しなさいよ」


    「わ、わかった」


    　大治郎は頷うなずくと、二人に手を振りながら土砂降りの雨の中を走っていく。


    　──まさか……ゆきねを匿かくまっていることに気付いた？


    　走りながら先ほどの凛りん子この視線を思い出す。


    　──いや、それはいくらなんでも勘が良すぎるだろ。


    　なかば強引にその可能性を打ち消す。


    



    　濡ぬれた顔を腕で拭ぬぐいながら歩道を走っていると、大だい治じ郎ろうの前に停車している赤い車が目に入った。ハザードランプを点つけて停とまっている車の運転席には女性が座っているのがわかる。


    「……羨うらやましいな、車は。こんな雨の中でも濡れずに移動できるんだからっ」


    　ぼやきながら車を通り過ぎ、大治郎は走り続ける。
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    　土砂降りの雨の中を必死になって走る少年を車窓から眺めると、若わか尾おは彼が数す寄き柳やなぎ学園の子たちと同じくらいの年だろうかと思った。


    　やがてその姿が見えなくなってしまうと、若尾は激しくフロントガラスを叩たたき続ける雨を見つめながら、ゆっくりと息を吐いた。


    　どれくらいそうしていただろうか。


    　座席のシートに預けていた身体からだを上げると、少年が走り抜ける前からずっと躊ちゆう躇ちよしていた手がようやく動き始める。


    　助手席に置いたバッグからスマホを取り出すと、そこからの行動は実に早かった。


    　若尾は登録されていた番号に電話をかけると、スマホをそっと自分の耳に当てる。


    　たった二回のコール音で、電話が繋つながった。


    「もしもし──若尾です」


    　その声は自分でも驚くほど落ち着いていると思った。


    「……はい。彼女に間違いありません。住所は──」


    　若尾は知っていることのすべてを伝えると、電話の向こうの相手からすぐに学園の者を向かわせるという言葉が返ってきた。


    　通話が終了して、再び若尾は電話を助手席に置いたバッグの中にしまうと、ゆっくりとハンドルを両手で掴つかんだ。


    「ごめんね」


    　若尾は再びフロントガラスを見ると、知らぬ間に雨の勢いが弱まっていることに気付いた。
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    　家に着くころには雨の勢いはほとんど弱まっていた。


    　大だい治じ郎ろうはびしょびしょのまま家の裏口へと回りこみ、ドアを開ける。


    「──ただいまぁ」


    　そう声をかけながら中に入った途端、ちょうど店の厨房から出てきた姉と出くわした。


    「お帰り……って、ちょっとアンタその格好のまま上がらないでよ！」


    「はいはい」


    　靴くつを脱いでしばらく待っていると、姉はすぐにタオルを持って戻ってくる。頭を拭ふいた後で大治郎は姉に向かって尋たずねた。


    「ゆき……小こ春はるは今何をしてるの？」


    「あの子なら今洗濯機を回してもらってるとこよ。タオル取りに行った時にしばらくそこから出ないでって言っといたから、早くそれ脱いじゃって」


    　それを聞いた大治郎はほっとしながらＴシャツとズボンを脱いだ。


    　さすがにパンツ一丁で歩き回っているところは見せるわけにはいかない。昨夜の一件を思い出しながら大治郎はそう思った。


    　全身を拭いたあとでタオルを身体からだに巻き付けると、濡ぬれた服を手に持って二階へと上がっていく。


    「いらっしゃーい」


    　店に戻った姉の声が階下から聞こえてくると、大治郎は自室のふすまを閉めて窓に近付いた。


    　どうやら雨はもう上がったらしく、窓から見える山の間に虹が見えるのがわかると、さあっとカーテンを引いてから新しい服に着替えた。


    「これで……よしっと」


    　そう呟つぶやいてから自室を出ると、濡れたシャツとズボンを手にして再び階段を下りていった。


    　洗面所に向かうと、姉に言われた通りにゆきねが洗濯機の前に立っていた。


    　音を立てて回る洗濯機をぼんやりとした表情で眺めていた彼女は、大治郎のことに気付いてぱっと顔を明るくさせる。


    「あ、お帰りなさい大治郎さん」


    「ただいま」


    　ゆきねの顔を見て、大治郎もふっと笑えみをこぼした。


    　すると、今の何気ないやり取りが、なぜか急に気恥ずかしくなって大治郎は顔を俯うつむかせる。


    　──なんだか今の……すごい一緒に暮らしているって感じがしたぞ。


    「あ。これも洗濯物なんだけど」


    　そう言って大治郎が濡れたシャツとズボンをゆきねに見せると、ちょうど洗濯機がピーッと脱水を終えた音が鳴った。


    「ちょっと待っててくださいね」


    　ゆきねは蓋を開けると、洗い終わった衣類をかごに放ほうり込んでいく。


    「それって昨日の洗い物？」


    　衣類の量が多いことに気付いた大だい治じ郎ろうが尋たずねると、ゆきねは頷うなずいた。


    「そうです。昨日洗濯し忘れたってお姉さんが」


    「やれやれ……」


    　衣類をすべてかごに入れ終えたゆきねを見ながら、大治郎は溜ため息いきを吐つく。


    「俺も手伝うよ」


    「え？」


    「この洗濯物を干しに行くんでしょ？」


    　そう言いながら床に置いてあるかごを指で示すと、ゆきねは驚きながら首を横に振った。


    「わ、悪いですよ。これは昨日あたしが泊めていただいたお礼に──」


    「いいからいいから」


    　そう言って大治郎は、洗濯物の入ったかごを代わりに担いで裏口へと向かった。


    　裏口から庭に出ると、大治郎は物干し台の前でかごを地面に下ろした。


    　さっそくかごの中のものを取り出そうと屈かがんだところで、


    「ん？」


    　かごの中に女性物の赤いパンツが入っているのに気付いた。そのパンツは左右の腰の部分に付いた紐ひもを結んで穿はく通称「紐パン」と呼ばれるもので、それを見ながら大治郎は思わず感嘆の息を漏もらしてしまう。


    「姉ちゃん……またすごいの買ったなぁ……」


    　姉らしからぬ大胆なデザインのパンツに、大治郎はついまじまじと眺めてしまう。


    　左右の紐を両手で持ってそれを掲げていると、突然ゆきねが血相を変えて裏口から飛び出してきた。


    「え？　どうしたの？」


    　大治郎が声をかけると、ゆきねは彼が手にしているパンツを見て大きく目を見開いた。


    「あ………あ…………っ」


    　口をぱくぱくさせて言葉にならない声を上げると、彼女は大治郎が手にしていた赤いパンツを奪い取った。


    「こ、これはダメですっ！」


    　ゆきねは顔を真っ赤にしながらパンツを背中に隠すと、大治郎の元から少しずつ後退っていく。


    「い、いやー……だって姉ちゃんがそんなセクシーなパンツ穿いてるなんて思わない──」


    　そこで彼は、ゆきねが涙目になっていることにようやく気付く。


    「あ。ま、まさかそれ……君の？」


    「うぅ……っ！」


    　その場に屈かがみ込むと、ゆきねは胸の前でパンツを握りしめながら弱々しく頷うなずいた。


    「で、でも一枚だけなんですっ!!　普段はその……」


    「ご、ごめん……てっきり俺は姉ちゃんのだとばっかり──」


    　そこまで口にしたところで、大だい治じ郎ろうの脳天を電流のような衝撃が走った。


    「……魔法少女こよりちゃんだ」


    　大治郎の様子に気付いたのか、ゆきねは涙目のまま振り返る。


    「あの……どうしたんですか大治郎さん？」


    　大治郎はスマホを取り出すと、小こ春はるの番号に電話をかけた。


    　一体どう伝えるべきか、頭の中で色々と考えを巡らせながら電話が繋つながるの待った。


    　その瞬間、大治郎の背後で着信音が鳴り響く。


    　すぐに振り返り、着信音が聞こえてくる位置を探すように辺りを見回す。


    　着信音は庭を囲む茂みの向こうから鳴っていることに気付く。


    　次第に大治郎のほうへ向かって移動していく着信音。


    　大治郎がスマホのディスプレイに表示された「終了」のマークをタップすると同時に着信音がぴたりと止まった。


    　庭を囲む茂みの向こうからスマホを持った小春が姿を現した。


    「どういうことよ……大治郎」


    　その隣には凛りん子こもいる。


    　大治郎は驚きを隠せないまま口を開いた。


    「ど、どうして……ここに……」


    「明らかに様子がおかしかったから後を尾つけたのよ」


    　やはり凛子はあの時気付いていたのだ。


    　彼女のあまりの勘の良さに大治郎は感服してしまう。


    「大治郎、どうしてなの!?」


    　小春は庭に座り込んでいるゆきねを指さし、責めるように叫ぶ。


    「どうしてゆきねを匿かくまったりしたのっ!?　答えて！」


    「違う」


    「……え？」


    　大治郎は目の前にいる小春の目を、真まっ直すぐに見つめながら言った。


    「君がゆきねだろ？」
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    「……なっ!?」


    　一瞬言葉を失うと、小こ春はるはすぐに首を振った。


    「い、一体……何を言い出すの？」


    「三さえ枝ぐさゆきねは君だって、そう言ったんだよ」


    　もう一度繰り返すように大だい治じ郎ろうが答えると、小春は声を荒らげて反論する。


    「バカを言わないでよ大治郎！　あたし、あなたとの記憶がちゃんとあるのよ？　初めて出会ったレンタルビデオ店で映画とアダルトビデオを取り違えたことも、ファミレスでパフェをシェアして食べさせ合ったことも──」


    「大治郎、話しなさい。この子をゆきねだって言うのには何か確信があるのね？」


    　凛りん子こはまだ喋しやべっている小春を手で制し、大治郎に尋たずねた。


    「ちょ、ちょっと凛子まで……」


    　慌てふためく小春をよそに、大治郎は凛子に向かって肩をすくめた。


    「ひとつ質問しなきゃならないことがあるけどね。……まさか蔵くろ人うどのアニメの知識がマジで役に立つなんて思わなかったよ」


    「河か川せん敷じきでオタクっぽい男が話してたやつのことね」


    「な、なんの話をしてるのよ……？」


    　小春は訳がわからない様子で大治郎と凛子を交互に見ながら頭を抱かかえだす。


    「一つ聞いていいかな？」


    　大治郎は小春に向き直ってそう切り出した。


    



    「君は今、どんなパンツ穿はいてるの？」


    



    「なっ!?　なにそれっ!?」


    　真っ赤な顔で声を上げる小春。いきなりセクハラまがいの質問をされた彼女は困惑した表情を浮かべてから、大治郎に向かって大声で叫ぶ。


    「そ、そんなの聞いてどうするのっ!?　い、言えるわけがないじゃないっ」


    「答えなさいよ、委員長」


    　凛子が厳しい口調で告げる。ふざけているわけでも、からかっているわけでもない真ま面じ目めな表情の凛子を見ると、小春は少しだけ躊ちゆう躇ちよしてからぼそぼそと声を潜ひそめて言った。


    「……し、白……だけど……」


    　恥ずかしそうに答える小春の姿を見ながら、大治郎は合コンの時のことを思い出していた。


    　あの合コンの日、小こ春はるは罰ゲームのお題で「今穿はいているパンツの色はなんですか？」という質問に答える羽目になった。その時に小春が真っ赤な顔をしながら自分が穿いているパンツの色を告白したことを、大だい治じ郎ろうははっきりと覚えていたのだった。


    「あの時、小春は穿いているパンツが赤色だって答えたんだ。一枚しか持っていないことをしっかりと強調しながらね」


    　そう言って大治郎は、赤いパンツを握りしめて呆ぼう然ぜんと庭にうずくまるゆきねのほうを見る。


    「あたしが……そんなことを……」


    　ぽつりと呟つぶやいたゆきねは、大治郎の視線に気付くと顔を赤くしながら慌てて背中にパンツを隠す。


    　小春は額ひたいに汗を浮かべながら、大治郎たちに向かって口を開く。


    「ちゃ、ちゃんと持ってるわよっ！　赤いのはタンスにしまったままなのっ！　今日は穿いてないけど……学園の部屋のタンスの中を調べれば──」


    「それは通じないわ」


    　凛りん子こは、はっきりとそう口にして小春を見つめる。


    「実は昨日、委員長がお風ふ呂ろに行っている間にタンスの中を漁あさらせてもらったの。下着から何から全部ね。赤いパンツなんてなかったわ。どれも地味な色のパンツだったわよ」


    「な、何してくれてんのよ凛子!?」


    　信じられないといった目つきで凛子を見ると、小春はそこではっと思い出したような顔付きになった。


    「そ……そうだわ！　昨日穿いていたのっ！　大治郎と公園で会った時に……あたしはあの時確かに赤いパンツだったわ！　だったらタンスの中にないのは当然でしょ。お風呂に行く時に、あたしが穿いてたんだからっ！」


    　突然、凛子がぷっと吹き出すようにして笑いだした。


    「ど、どうしたのよ……凛子」


    　動揺する小春にも構わず、凛子はしばらく一人でくすくすと笑っていた。


    　やがて目め尻じりを指でそっと拭ぬぐいながら、凛子は告げる。


    「本当にこんなバカげたことが決め手になるなんてね」


    「どういうことよっ！」


    「つまりあなたが嘘うそを吐ついているってこと。あたしは昨日、公園であなたのパンツを見ているの。淡いグリーンのパンツをね」


    「えっ!?」


    　大治郎は思わず声を上げ、昨日のことを思い出す。


    　小春が『念動力サイコキネシス』を使って公園に風を起こした時、うっかり自みずからのスカートを浮かせてしまい、あわやパンツが見えそうになってしまった。


    「あの時……凛りん子こにはパンツが見えていたのか」


    　凛子が頷うなずくと、それを見た小こ春はるは真っ青な顔で身体からだをふらつかせる。


    「違う……あたしは……あたしは小春……なん……だから」


    　ぶつぶつと呪じゆ詛そのようにそう繰り返す姿を見て、大だい治じ郎ろうはもう一度言った。


    「君が──ゆきねなんだろ？」


    　次の瞬間、それまで小春の顔をしていたゆきねの表情が歪いびつな形で変形し始めた。それと同時に全身の骨格までもが何度も突き出しては窪くぼみ、背丈がどんどんと縮んでいく。


    　正直かなりグロテスクな光景だった。


    　徐々に変形していく姿を、息を呑のみながら大治郎たちはじっと見届けていた。


    



    「……屈辱」


    　やがて、今まで大治郎の目の前にいた小春は──三さえ枝ぐさゆきねの顔へと変貌していた。


    　それは同時に、これまでずっと三人の話を聞きながら庭にお尻しりをつけたままのゆきねが──本物の灰はい島じま小春であることが確定した瞬間でもあった。


    　ゆきねの顔は、大治郎が以前に峰みね岸ぎしから見せてもらった写真の少女と同じだった。


    　パーカーを着たおかっぱ頭のゆきねは、誰だれとも視線を合わせないままぼそりと呟つぶやいた。
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    「……赤い下着を持っていることは知っていた。でも、見つからなかった……から」


    「君が……三さえ枝ぐさゆきねでいいんだよな？」


    　大だい治じ郎ろうの問いに、ゆきねは俯うつむきながら答える。


    「……そう。別に覚えてくれなくても……いいよ」


    　小さな声でも、はっきりと不ふ貞て腐くされているのが伝わる喋しやべり方であった。


    　そんなゆきねを見て、凛りん子こは悪びれもせずに口を開く。


    「まぁ正直、印象に残らない顔だものね。こうして顔を見るまで、あなたの顔なんて忘れていたわ」


    「……黙れよ、あばずれ」


    　いきなり飛び出たゆきねの暴言に、ぴくりと凛子の眉まゆが動く。


    　一触即発の空気を感じ取った大治郎は、慌ててゆきねに向かって尋たずねた。


    「で、でも、一体なんでこんなことしてるんだよ。わざわざ小こ春はるに化ばけて追跡するなんて」


    「……それは……峰みね岸ぎし先生の指示……だから」


    「そもそもどうして峰岸があなたに指示をするのよ？」


    　続けざまに質問をしてきた凛子を見て、ゆきねは小さく息を吐く。


    「──私が……学園の副生徒会長……だからよ」


    　それは、誰だれもが言葉を失うほどの衝撃発言だった。


    



    ＊＊＊


    



    　雷鳴の響く悪天候の中で、突然部屋に響いたノック音に怯おびえていた多た美みがおそるおそるドアを開けると、そこに立っていたのは相あい沢ざわ綾あやだった。


    「いっやー多美。久しぶりだねー」


    「お、脅かさないで、ちゃんと返事してよっ！」


    「ごめんねー。外は薄暗いし、雷も鳴ってたらついつい悪戯いたずら心が湧わいちゃってね」


    　綾は陽気にそう言って部屋の中に入ってくると、床にあぐらをかいて座った。


    　そんな彼女を、多美は苦笑いをしながら思う。


    　凛子といい綾といい、本当にこの二人は自分にとって相性が悪い相手だ──と。


    「ところで綾ちゃん。ここ最近全然姿を見なかったけど、どこにいたの？」


    「あ。それはまだ秘密なんだー」


    　綾はしーっと人差し指を口の前で立てながら笑った。


    「実はちょっとだけいいことがあったんだよね。そのうち多美にもわかることだけど」


    「いいこと？」


    「ずっと続けてたことがやっと片付いたっていうか。実はその件で授業も休んでたんだ。この喜びを分かち合いたくても凛子は部屋にいないし、多美ならいるかなと思ってここに来たのさ」


    「り、凛りん子こちゃんなら、今ゆきねちゃんの捜索で外に出てるけど……それよりも」


    　ニコニコと笑う綾あやに向かって、多た美みは箱の中から出てきた紙をすっと差し出した。


    「ここに書いてあることが……全部本当のことなのかどうか知りたいの」


    　綾はそれをちらりとだけ目にすると、大きく頷うなずいてみせる。


    「うん。そうだよ。アタシ実は、この学園で噂うわさの生徒会長」


    「ほ、本当なんだ……」


    　そこに書かれていた内容はこうであった。


    



    『辞令


    　数す寄き柳やなぎ学園教育機関最高責任者・峰みね岸ぎし薫かおるより。


    　相あい沢ざわ綾を生徒会長、三さえ枝ぐさゆきねを副会長に選任することをここに通達する。


    　記　生徒会長・相沢綾


    　　　副生徒会長・三枝ゆきね　　以上』


    



    　紙を折り畳みながら多美は再び綾に向かって言った。


    「でも、その副会長のゆきねちゃんが脱走だなんて……」


    「あ。多美。それ、本当は違うんだよねー」


    「え？」


    　首を傾かしげたその瞬間、急に電話の音が鳴り響いて多美は「ひゃっ！」と声を上げてしまう。


    「あ、ごめんごめん。アタシの電話だ」


    　そう言うと綾は緩ゆるんだ表情から、急に真ま面じ目めな顔つきになってスマホを耳に当てる。


    「──はい……はい。わかりました、すぐに向かいます」


    　電話口に向かって話す綾の口調が、いつもの軽い様子とはまるで違っていた。


    　そのことに多美が衝撃を覚えていると、綾は通話を終了して再びにこりと笑いかける。


    「悪いねー多美。話の続きは後でもいいかな？　峰岸センセーがアタシを呼んでるんだー」


    　それを聞いて初めて多美は、今の電話の相手が峰岸だったのだと知った。


    　一連の様子を見てただごとじゃないと悟った多美は、さっさと部屋のドアに向かっていく綾の背中に向かって慌てて声をかける。


    「ま、待って綾ちゃん！」


    　綾は部屋のドアの前に立つと、多美に向かってくるりと振り返った。


    「ほんじゃねー。多美。詳しいことはあとでね」


    　ドアが閉められると、多美は一人部屋に残されたまま呟つぶやく。


    「一体、何が……起こってるの？」


    　いつの間にか雨が止やみ、明るくなってきた空を見ても、その胸にはざわつくような思いがずっと残り続けていた。


    



    ＊＊＊


    



    「綾あやが生徒会長で、あなたが副会長ですって!?」


    　凛りん子こは動揺を隠せないでいた。


    「バカ言わないで。そんなものは存在するはずのない、ただの噂うわさ話でしょ」


    　鼻で笑う彼女に対し、ゆきねぼそぼそと告げる。


    「……生徒の風紀を取り締まるクラス委員長。そのさらに上の立場として……私たちがいるの」


    　そこまで言ってから、じっと突き刺すような視線で凛子を見る。


    「だとしても、ちゃらんぽらんな性格のあの子が生徒会長だなんてありえないわ」


    「……あんたみたいな奴やつよりも能力がずば抜けてるからってだけの話よ。私も──相あい沢ざわ綾もね」


    　それを聞いて、凛子はなおも食い下がるように口を開いた。


    「で、でも、綾の能力は『精神感応テレパス』なのよ？　体に触れた相手の心を少し読めるだけで、わたしたちとそこまで能力的な差はないはずじゃない」


    「それは……違う」


    　ゆきねは即座に否定する。


    「綾の本当の能力は『精神操作マインドコントロール』……心を読むだけでなく、他人の超能力を制限することもできるし……記憶の消去もできる……何よりその能力の範囲は学園すべてを覆うほどに強大……最強の能力者よ」


    「嘘うそよ……そんなの……」


    　とうとう言葉を失ってしまった凛子に対して、ゆきねはさらに続ける。


    「……私の能力は『変化メタモルフオーゼ』で、相手の能力もコピーできる。もちろん綾にだって化ばけられるけど……学園の生徒全員の能力をずっと制御し続けながら生活するなんてとても無理……そのくらいあの子の精神力は普通じゃない」


    「──ゆきね」


    　庭にうずくまっていた小こ春はるから唐突に名前を呼ばれ、彼女はぴくりとわずかに肩を動かした。


    「あなたがあたしに化けていたのが……峰みね岸ぎし先生の指示っていうのは本当なの？」


    　小春の問いかけに、ゆきねが小さく頷うなずく。


    「ちょっと待って。なぜ委員長に化けることをあの人が指示するわけ？」


    　状況の整理が追いつかないでいる凛子が、こめかみを押さえながら再びゆきねに向かって尋たずねる。


    「混乱を……招かないようによ」


    「混乱？」


    「……そう。綾あやと私は……役職的には学園に存在しない……影のようなものだもの。生徒たちにとっては……クラス委員長が一番権限のある立場なの。……学園によって選ばれた代表が脱走したなんてことが知れたら…………どうなるかなんて容易に想像がつくでしょ？」


    「つまり……学園に示しがつかないから、ということ？」


    「簡単に言えば……そういうこと」


    「でも、わからないことがあるんだ」


    　大だい治じ郎ろうが声を上げると、ゆきねはキッと睨にらむような視線を向ける。


    「ど、どうして君は、俺と小こ春はるしか知らないことまで知ってたんだ？　公園で出会った時も、まるで見てきたかのように喋しやべってたよな？」


    「……綾は奪った記憶を……他ほかの誰だれかに与えることもできるの……。灰はい島じま小春が脱走したと峰みね岸ぎし先生から聞かされた時、私はすぐに綾から記憶をもらったわ……アンタに本物の灰島小春だと……信用してもらうためにね」


    　そこまで言ってから、ゆきねはちっと舌打ちをする。


    「好きでもないアンタに、好意を持ったフリをして接している間は、ずっと吐きそうだったわ」


    　大治郎はゆきねの言葉を聞いて苦笑いした。先ほど凛りん子こにも「あばずれ」と罵ののしっていたように、どうもゆきねは話している相手に向かってさらっと毒を吐く癖くせがあるらしい。


    　ゆきねは、そんな大治郎のことなど歯し牙がにもかけない様子で小春を見た。


    「…………小春さま」


    「さまっ!?」


    　大治郎と凛子が同時に叫ぶ。


    　まさかの「さま付け」に驚きを隠せない二人をよそに、ゆきねは地面に座ったままの小春の前で膝ひざをつくと、両手を顔の前で組み、懇願するようにして言った。


    「……小春さまのためならこの身を捧げてもいい……その一心でこの役目を引き受けました。すべては……学園に戻られた時、小春さまが再び……変わらぬ日常を送るために」


    「ゆ、ゆきね……だから、そういう喋り方はやめてって前にも……」


    　小春が苦笑いをする。ゆきねのことが苦手でやりにくい相手だと、その表情にはっきりと現れていた。


    「……峰岸先生は処罰を検討していますが……私が頭を地面に擦こすり付けてでもそれだけは許してくださいと頼みます」


    　ゆきねは恍こう惚こつの表情を浮かべながら、すっと右手を差し出す。


    「さあ……この手をお取りください……まだ学園には連絡をしていません。………自主的に戻ればきっと情状酌量の余地はあるはず……ともに学園へ戻りましょう」


    　小春は差しだされたゆきねの手をじっと見つめていた。


    「……小春さま？」


    「ごめん、ゆきね」


    　小こ春はるはそっと目を逸そらして言った。


    「……あたしは戻らない」


    「ど、どうして……？」


    「大だい治じ郎ろうさんと……このまま一緒にいたいの」


    　ゆきねの表情が、みるみるうちに絶望の色へと染まっていく。


    「ここであたしが学園に戻ったら……大治郎さんとはもう二度と会えなくなると思う。峰みね岸ぎし先生はきっと学園の警備を、以前よりもずっと厳しくするはずだから」


    「そ、それは……っ!!」


    「今ならわかるの」


    　そう言って、小春は真まっ直すぐに大治郎を見つめた。


    「脱走した当初はわからなかった……。ただ、外に出たいって気持ちしかなくて……。そのことを自分でも不思議に思いながら、なぜか自然とあのレンタルビデオ店へと足が向いてたの」


    　でも、と言いながら、小春は胸に手を当ててゆきねを見る。


    「今ならわかる……。記憶がなくても、あたしはまたこうして大治郎さんと出会えた。もう本当にどうしようもないほどに……あたしはこの人のことが大好きなんだって」


    　このうえなく健けな気げな告白だった。大治郎はそんな小春の真っ直ぐな想おもいを受けて、これ以上ないほどの嬉うれしさで胸が締め付けられる。


    「こ、小春……さま」


    「わがままを言ってるってことはわかってる。でも、もう止められないの」


    　ゆきねは地面に膝ひざをついたまま、完全に放心状態になっていた。両手をだらりと下げて、相当なショックを受けているのが見てわかる。


    　ゆきねは覚おぼ束つかない足取りでゆっくりと立ち上がると、わなわなと全身を震ふるわせる。そして大治郎を鋭い目で睨にらみつけると、


    「アンタの……せいだ！」


    　と、敵意を剥き出しにして大治郎に襲いかかった。


    「い、痛っ!!　な、何するんだよお前っ!?」


    　前髪を掴つかまれて頭を下に引っ張られながら、大治郎は思わずそんな声を上げる。


    「……うるさい……っ!!　アンタがいるから……っ!!　小春さまがおかしくなった……っ!!」


    　ベソを掻かきながら、ゆきねはぽかぽかと大治郎の頭を殴りつける。


    「や、やめなさいゆきね！」


    「アンタなんか消えちゃえ……っ!!　消えろ、消えろ……っ!!」


    　小春の制止も今の彼女にはまったく聞こえていないようだった。


    　ところがよほど貧弱なのか、ゆきねの拳こぶしを受けても、大治郎はほとんどダメージを負っていなかった。それならいっそ気が済むまで殴らせてやろうと思ったその瞬間、突如として頭に激痛が走った。


    　昨夜、姉からゲンコツを食らったところにクリーンヒットし、大だい治じ郎ろうは痛みで悶もん絶ぜつしながらその場にしゃがみ込むと、ゆきねはその反応を見て弱点だと悟ったようだった。


    　ゆきねはすぐに同じところを狙ねらって、何度も殴ってくる。


    　とうとうこらえきれなくなった大治郎は、彼女の両腕を押さえつけながら言った。


    「とりあえず話し合おう！　な？」


    「死ねっ!!」


    　まるで話を聞く耳を持たないゆきねから離れようとしても、彼女はすぐにその距離を詰めてくる。


    「や、やめろって──」


    　拳こぶしを振り上げたゆきねに、大治郎が声を上げた瞬間だった。


    　突然、ごうっと小さな炎が二人の間の空中で燃え上がる。


    　いきなりのことに驚いていると、横から凛りん子こが冷静な口調で二人に告げた。


    「──いい加減少し落ち着きなさいよ」


    　どうやら今の炎は。彼女の『発火能力パイロキネシス』の仕業だったらしい。


    　いきなり火を使って止めようとするあたり、彼女も少しばかり苛いら立だっているようだった。


    「凛子……っ、アンタまで……私の邪魔をする気？」


    　ゆきねが凛子を睨にらみつけたその時だった。


    　茂みの外から何人もの足音が聞こえたかと思うと、五、六人の黒いスーツを着た男たちが裏口のほうからやって来て、庭にいた大治郎たちはあっという間に取り囲まれてしまった。


    「な、なんだっ!?」


    　突然のことに動揺する間もなく、顔の前に特殊警棒を突き付けられてしまう。その装備を見た大治郎は、彼らが穏やかに済ませる気がないことをすぐに察した。


    「ど、どうして……私はまだ連絡なんて……」


    　大治郎の前にいたゆきねが戸惑いの表情を浮かべながら呟つぶやくと、男たちの後に続いて一人の女性がゆったりとした足取りで庭に入ってくる。


    　まるでこの場にふさわしくない穏やかな顔付きの彼女を、大治郎は呆ぼう然ぜんと眺める。


    　峰みね岸ぎしよりも若い。四十代くらいだろうか。その女性は目を伏せて静かに口を開いた。


    「──ごめんね、灰はい島じまさん」


    　小こ春はるははっと両手で口を押さえる。


    　そして女性を凝視しながら、驚きを隠せない様子でぽつりと漏もらした。


    「まさか……若わか尾お先生がこの人たちを……？」


    　それを聞いて大治郎は、目の前の女性が若尾という数す寄き柳やなぎ学園の教師だとわかった。


    　だが小こ春はるの様子を見ていると、どうもそれだけとは言い切れない関係のようにも思えた。


    「彼女はわたしたちの担任よ」


    　大だい治じ郎ろうの心を見透かしたように、凛りん子こが口を開く。


    　凛子もまた、若わか尾おという女性がここにいることが信じられないように複雑な表情をしていた。


    「どうやってこの場所を知ったのか知らないけど……いつも生徒思いの教師を振る舞っている割りには、またずいぶんと物騒な連中を引き連れてきたものね」


    　皮肉をこめて凛子が告げるも、若尾は無言のまま。


    　その態度を見て、小春はとうとう感情を抑えきれないように叫んだ。


    「黙ってないで……答えてくださいっ!!」


    「……灰はい島じまさん。やはりあなたは学園に戻るべきなのよ」


    　ようやくそこで、若尾は申し訳なさそうな表情を浮かべながら口を開いた。ゆっくりと囲まれている大治郎たちを見回していき、それからぴたりと小春に焦点を合わせる。


    「クラス委員長として……生徒たちの一番の模範生としてあり続けてきたあなたの信用を、こんなことで失ってはいけない……あなたは……もっと正しい判断ができる生徒です」


    　そう言いながら、若尾は小春に向かって手を伸ばす。


    「戻りましょう。峰みね岸ぎし先生にも、あなたがここにいることはすでに伝えてあります。私も一緒に頭を下げますから」


    「……行かない」


    　小春はとても静かな声で若尾に抵抗を示した。


    　そして、失望の感情に塗られた瞳ひとみをゆっくりと若尾に向ける。


    「……一緒になんて戻れるわけがない……結局先生だって……あたしのことを何もわかってなかったんだから……まるで犯罪者のように……あたしを取り押さえようとして」


    「灰島さん……」


    「正しい判断って……一体なんですか？」


    　小刻みに肩を震ふるわせながら、小春が尋たずねる。


    「……好きな人に会って……ただずっと一緒にいたいだけなのに」


    　そして俯うつむくと、小春は自みずからの右掌をじっと見つめた。


    「超能力があるから……ただそれだけの理由で……あたしたちは……他ほかの女の子たちがしている当たり前のことを諦あきらめなくちゃいけないんですか……？」


    「それは……」


    「教えてください、若尾先生……」


    　ぎゅっと右手を握りしめてから、小春が足を踏み出した。


    　その瞬間、その場にいた全員が一斉に身をのけ反らせる。突風を正面からまともに受けたような感じに似ていたが、それよりもずっと強い力だった。


    「……人を好きになることは……間違っているんですか……っ」


    　大だい治じ郎ろうは、以前にも似たような力で吹き飛ばされたことがあった。


    　三か月前に、崩壊したビルの瓦が礫れきの上で小こ春はるが放った『念動力サイコキネシス』の力だ。あの時と同じように、今の小春は誰だれの意見も受け入れられないほどの怒りで暴走していた。


    　一歩踏み出すごとに、小春の『念動力』は強まっていく。


    　見えない力に圧されて、これ以上は真まっ直すぐに立っていられなくなる。全員が後ろに吹っ飛ばされるのは、もう時間の問題だった。


    「やめろ、小春っ!!」


    　いちかばちかの気分で大治郎が叫んだその時、はっと小春が我われに返った。


    　同時に、身体からだを圧していた見えない力がふっと消え失せる。


    　小春は無意識に能力を発動させていたことに気付くと、震ふるえた両手で顔を覆った。


    「…………もう……嫌いや」


    　失意に暮れた声を漏もらして顔を伏せる。


    「……こんな力いらない……あたしは……普通で構わない……」


    　小春の足元に、大粒の涙が落ちる。


    「バカで構わない…………悪い子と思われてもいい……欲しいものなんて他ほかに何もない」


    　涙声でそう言うと、小春は両手で何度も顔を拭ぬぐってから若わか尾おを見た。


    「……だから……ずっと大治郎さんと一緒にいさせてください」


    　ぐしゃぐしゃになった小春の顔を見て、若尾は言葉を失いながら差し伸べていた手をだらりと下げる。


    　それと同時に、スーツの男たちが一斉に特殊警棒を構えだした。若尾の様子を見て、これ以上の説得は不要と判断したのだろう。明確に強硬手段の姿勢を大治郎たちに向け始めた。


    　小春を守ろうととっさに大治郎が手を広げたその瞬間、一人の黒スーツの男が立っているすぐ手前の地面から、ごうっと炎で作られた壁が吹き上がった。


    　何が起こったのかわからないでいる大治郎にも構わず、炎の壁は次々と黒スーツの男たちの前に次々と吹き上がっていく。


    「大治郎っ！　今のうちに委員長を連れて逃げなさいっ！」


    　凛りん子この声を聞いて炎の正体が彼女の『発火能力パイロキネシス』だと気付くと、大治郎はすぐに小春の手を取って言った。


    「行こう、小春」


    「待ってください！　小春さま!!」


    　動きだそうとした二人の目の前に、ゆきねが立ちはだかる。


    「わ、若尾先生の言う通りにしましょう……でないと……本当に──」


    「あたしは、戻らない！」


    　ゆきねは小こ春はるの眼力におされるも、負けじと首を振り続ける。


    「い、嫌いやです……っ！　そんなの絶対に……嫌だ……っ!!」


    　ゆきねの表情がみるみるうちに歪ゆがんでいく。


    「行かないでぇ……お願い……」


    　大だい治じ郎ろうと小春が後ずさるも、ゆきねはすがるように近付いてくる。


    　なりふり構わずに手を伸ばしてくる姿を見て、どうすればいいのかと大治郎が迷いを見せたその時、黒スーツの男たちと同じようにゆきねの前にも炎の壁が吹き上がった。


    「ったくゆきねってホントに面倒くさい女ね……、ほら。さっさと行きなさいって！」


    　苛いら立だったように凛りん子この声が後ろから聞こえると、大治郎は小春の手を引っ張って走りだした。


    　凛子の『発火能力パイロキネシス』で作られた炎の壁を通り過ぎて、裏口の前に立っている若わか尾おの元までたどり着くと、


    「若尾先生」


    　その声とともに大治郎と繋つないでいた小春の手が離れる。


    　若尾と対峙した小春は、しばしのあいだ彼女を見つめていた。


    　そして、ゆっくりと頭を下げる。


    「期待を裏切ってしまって……ごめんなさい」


    　たったそれだけの言葉を聞いて、若尾の顔がわずかに歪むのを大治郎は見逃さなかった。


    　小春が再び大治郎の手を取る。


    「行きましょう」


    　そう言って、大治郎を先導するように走りだす。


    「……ダメなお母さんね……私は」


    　横を通り過ぎる際にそんな若尾の言葉を耳にして、大治郎は小春とともに家から遠ざかっていった。
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    　庭の出口近くにいた黒スーツの男が炎の壁に飛び込むのを見て、凛子はすぐに『発火能力』を解除した。一斉に炎の壁が消えてしまうと、男たちは急いで庭を飛び出して大治郎たちの後を追いかけるように庭を出ていく。


    　できることならもう少し足止めしておきたかったと、凛子は悔しそうに唇くちびるを噛かんだ。けん制のために火を起こしただけで、本当に人を燃やそうとしたわけではなかった。決死の覚悟で火に飛び込まれたら『発火能力』はどうしても解除せざるを得ない。


    　若尾を支えながら最後の男が庭を出ていくのを見て、凛子もすぐに後を追いかけようとした。


    「……待ちなさいよ」


    　庭で膝ひざをついたままのゆきねに、背後から呼び止められて立ち止まる。


    「凛りん子こ……アンタ……一体どういうつもり……っ」


    「どういうつもりも何も、あんたの見たままよ」


    　それ以上、言うつもりはなかった。


    　凛子はいまだに大だい治じ郎ろうのどこがいいのかわからない。


    　それについては理解する気もない。


    　だが、超能力を持って生まれた少女たちを代弁するかのような小こ春はるの言葉を聞いて、少しだけ心を動かされてしまったのは否いなめなかった。


    「他ほかの女の子たちがしてる当たり前のこと……ね」


    　凛子は今までそんな風に自分のことを考えたことはなかった。欲しくもなかった能力を手にして、その力が他人を傷つけるかもしれないという理屈を学園の人間から聞かされた時にも、幼い頭でなんとなく理解しているつもりだった。


    　ただ一つだけ、凛子には思い出したくないことがある。


    　それは、学園の研究者たちに、『発火能力パイロキネシス』を見せてくれと言われ、精一杯やれば喜んでもらえると張り切って火を操って見せた時のことだ。


    　凛子の記憶ではあの時の彼らの表情が黒く塗りつぶされていて、すごいと笑ってくれたかも驚いてくれたのかもわからない。


    　ただあの時から、凛子は他の誰だれよりも優秀な生徒になろうと思ったことだけは覚えている。


    　誰からも信頼される人間になろうと、心の中で強く誓ったのだった。


    　凛子は誰かに恋をしたことがない。だから真剣に好きになった相手に夢中になっている小春の気持ちなどまるでわからない。


    　でもそれだけじゃない他のことでも、同世代の当たり前を諦あきらめているのかもしれないという小春の言葉に、何か引っかかるものを覚えたのだった。


    　だが、そのことを口にすることはない。


    　凛子はゆきねを振り返る。


    「わたしは行くわ。あなたはどうするの？」


    「どういう……意味よ」


    「人の気持ちなんてどうやったって変えられるものじゃない。あなたが望むのは委員長の邪魔をすること？　それとも──」


    　途中まで言いかけて、途端にバカらしくなった凛子は手を振って走りだす。


    「……勝手にしたらいいわ。それじゃあね」


    「待って！」


    　ゆきねに呼び止められて、凛子は再び立ち止まる。


    「私も……行く」


    　ゆきねは唇くちびるを噛かむと、泣き腫はらした瞳ひとみで凛りん子こを睨にらみ付けながら立ち上がる。


    「委員長を捕まえるつもり？」


    　凛子の言葉に、ゆきねは首を振る。


    「たとえ茨いばらの道であっても……小こ春はるさまの望みが……私の望み……だから」


    「とことん報われないのね、あなた」


    　呆あきれながらも、凛子はゆきねとともに二人の後を追った。
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    　家を飛び出した大だい治じ郎ろうたちは、バスターミナルまで続いている大通りまでやって来ると、ターミナルとは逆方向に向かって走り出した。


    「大治郎さん!!　どこへ？」


    「わ、わからないけど、誰だれにも見つからないところまでっ!!」


    　行き先にあてがあるわけではなかった。とにかく今は追っ手を振り切ることだけに集中しようと思っていると、目の前の交差点から見覚えのある黒いセダンがやって来る。


    「まずいっ!!」


    　すぐに来た道を引き返そうとすると、そちらからも車がやって来る。


    　挟みうちになると思った大治郎は、小春の腕を引いて大通りから細い路地へと逃げ込んだ。


    　路地を真まっ直すぐ進んだ先には、アーケード商店街がある。そのことを路地に逃げ込んでから思い出した大治郎は、小春と繋つないだ手をぎゅっと握りしめる。


    「この先の商店街は、車の進入が禁止されているんだ。その中を通って別の道に出よう」


    　路地を抜けると、アーケード商店街のちょうど真ん中辺りに出た。


    　商店街は、夕飯の買い出しにやってきた地元の主婦や子供たちでごった返していた。


    　大治郎は南北にある商店街の出口を交互に見やる。精肉店や青果店が集まる北側のほうに人が集中していることがわかると、人通りの少ない南側の出口に向かうことにした。


    「いたぞ、あの二人だっ！」


    　いきなり背後から大きな声が響いて大治郎は振り返った。見ると、黒スーツの男たちがアーケード商店街の北側から数人こちらに向かって走ってくる。


    「マジかよっ!?　ちくしょう！」


    　周囲の人たちが何事かと歩みを止める中、大治郎は小春の手を取って商店街の中を走りだした。その途端、黒スーツの男たちに集まっていた人々の視線が、今度は二人に向かって注がれる。


    「このまま出口まで──」


    　大治郎がそう口走った途端、目の前にある南側の出口を塞ふさぐようにして黒いセダンが停とまる。


    　車のドアから出てくる男たちを見た大だい治じ郎ろうは、出口へ向かうのを諦あきらめて、手前にあった細い路地に無我夢中で飛び込んだ。


    　日陰に覆われたその道を全力で走っている途中で、小こ春はるが口を開いた。


    「……このまま走り続けても逃げられない、かも」


    「何言ってるんだよ小春！　こんなところで弱気になるなんて──」


    　大治郎は思わず言葉を呑のみ込んだ。路地の先にも、黒スーツの男たちが待ち構えていた。


    　じきに背後からも追い付かれるはずだと焦りながら辺りを見回す。だが、路地は完全なる一本道で他ほかに逃げ込める道などない。


    「あたし、思ってたんです……もしかすると、少しずつ逃げる経路を狭められているのかもしれないって」


    　小春が話している間にも、背後から数人の黒スーツが迫ってきた。


    「くっそ!!」


    　大治郎が声を荒らげると、小春は急に繋つないでいた手を離した。


    「大治郎さん」


    　神妙な顔つきで小春は右手を胸の前に出す。


    「学園にいるあいだは綾あやの力で能力を制限されていたんだって、ゆきねの話を聞いて初めて知りました。だから、レンタルビデオ店であたしに化ばけたゆきねを吹っ飛ばした時、思っていた以上に能力が強くて加減ができなかった理由がわかったんです」


    「……急に何を言い出すんだよ？」


    　大治郎はわけがわからないまま、前後からやって来る男たちを警戒していた。最悪の場合は小春だけでも逃がさなければならないと覚悟し、拳こぶしをぎゅっと握りしめる。


    「学園内で計測した数値だと、あたしの能力で飛ばせる重量限界は五十キロくらいですが、綾の制御のない今なら……」


    　小春が悠長に話している間に、黒スーツの男たちはすぐそこまで迫っていた。


    　焦る気持ちがピークに達して、大治郎が声を上げようとしたその時、


    「大治郎さん、失礼しますっ！」


    　と、いきなり小春が身体からだに抱きついてきた。


    　混乱する大治郎。


    　すでに黒スーツの男たちとの距離は五メートルもない。


    　捕まる──と思った次の瞬間、大治郎の足元から地面の感覚が失われた。


    「……え？」


    　足元を見ると、身体がわずかに宙に浮いているのがわかる。小春の『念動力サイコキネシス』が自分を持ち上げているのだと気付いたその直後、男たちが一斉に二人に向かって飛びかかってきた。


    「行きますっ!!」


    　小こ春はるが叫ぶと同時に、宙に浮いた身体からだが重力に逆らって上昇した。


    　あっという間に大だい治じ郎ろうの視界から地上がぐんぐんと遠ざかっていく。


    「できた……あたしたち……空を飛んでる！」


    　嬉うれしそうな小春の声を耳にしながら、目の前には東ひがしヶが丘おかの全景が広がっていた。


    　西の山の向こうに沈んでいく夕日が見えると、小春はオレンジ色に染まった町を見下ろしながらぽつりと呟つぶやく。


    「すごく綺き麗れいな景色……」


    「うん……」


    　大治郎も自分たちが逃げ回っていることを忘れてしまうほど、その光景の美しさに心を奪われてしまう。


    　下界では黒スーツの男たちが二人を見て大声で何かを叫んでいたが、上空から約五十メートルほどの高さにいる大治郎たちには、何を言っているのか全然わからなかった。


    　二人はあっという間に細い路地から離れると、真まっ直すぐに東ヶ丘の町の外を目指して飛んでいく。


    「こうして二人でずっと空を飛んでいたら捕まらないですね、大治郎さん」


    　くすくすと小春が笑う。


    「その言葉遣い」


    「え？」


    　大治郎は最初に会ったレンタルビデオ店の時から、ずっと言いたかったことを口にする。


    「前は呼び捨てだったからさ。敬語もいらないよ。よそよそしいし」


    「そうなんですか──あっ！」


    　小春は一度手で口を塞ふさぐと、ゆっくりとその手を離して大治郎に微笑ほほえんだ。


    「うん。わかったよ大治郎」


    　唯一の違和感として残っていた口調が以前の小春のものに戻ると、大治郎は、あれだけ本物だ偽にせ者ものだと振り回されていた自分がひどくバカらしく思えてしまった。


    　目の前にいる小春を他ほかの誰だれかと見間違えるなんてこと、絶対にあっていいはずがない。


    　そう思うと、大治郎は途端に申し訳ない気持ちになった。


    「俺……ホントバカだな」


    　頬ほおを掻かきながら、赤らめた顔を背そむける。小春の顔をまともに見られず、まるで夕日に向かって語りかけるように口を開いた。


    「思い出がどうとかって、そんなことばかりに気を取られてさ……記憶があるとかないとか、そんなつまらないことで、すぐ目の前にいた小春のことを見失ってたなんて」


    　大治郎はこれまでのことを振り返りながら、そっと目を伏せる。


    「本当に……ごめん」


    「ううん」


    　小こ春はるはゆっくりと首を横に振る。


    「あたしこそ……記憶がなくなって、ずっと見失ってた。でもこうして一緒にいるとわかる。夢の中でずっと想おもってた、愛いとしいって感情は嘘うそじゃないんだって」


    　嬉うれしそうに口元を緩ゆるめる。


    　赤く照れた表情が夕日の色に染められてわからなくなると、小春は耳元で静かに囁いた。


    「大だい治じ郎ろう……大好きだよ」


    　くすぐったくなるような甘い響きだった。


    　今の小春は──きっと世界中の誰だれよりも可愛かわいい。


    　そんなとびっきりの美少女に向かって、大治郎は優しく微笑ほほえんで頷うなずいた。


    「俺も大好きだよ、小春」


    　抱き合ったまま頬ほおを優しく撫なでると、小春の目がそっと閉じられる。


    　愛しい彼女の顔を見て、大治郎はゆっくりと顔を近付けて言った。


    「これからはどんなことがあっても──もう絶対に見失わない」


    　そして互いの唇くちびるが、そっと重なり合った。
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    　どれくらいそうしていただろうか。


    　茜色の空に見守られながら、小春はそっと唇を離して潤うるんだ瞳ひとみで大治郎を見つめる。


    「……この町を出たら、どこに行こうか？」


    　大だい治じ郎ろうはしばらく考えてから、小こ春はるに告げる。


    「誰も知らないところまで、飛んでいっちゃうとか？」


    　まるで昨夜に観みた『小さな恋のメロディ』のラストシーンのようだと思った。


    　大人たちから結婚を反対された主人公とヒロインは、それでも結婚をしたいと言って大人たちを振り切りながら逃げていく。そしてトロッコに乗った二人は、線路の遥か向こうまで行ってしまうのだ。


    　大治郎がロマンチックな気分に酔いしれていると、二人の前に隣町へと続く大きな橋が見えてきた。ローゼ橋と呼ばれる造りのその橋は、袂たもとから扇おうぎ形になった大きな鉄骨のアーチが架かっている。


    　眼前に広がる大きな川には、昼にバーベキューをした河か川せん敷じきが広がっていた。


    　川かわ面もに映った夕日が音もなく揺らめいていて、不気味なほどに静かだ。


    　──この川を越えれば東ひがしヶが丘おかから抜け出せる。


    　そう思った大治郎は、空を飛び続けながらふと奇妙な違和感を覚えていた。


    　長さ約二百メートルのその橋は普段の交通量が多いために、片側二車線の道路となっている。


    　いつものこの時間は車で溢あふれているはずなのに、なぜか今日に限って一台も見当たらない。


    　先ほどから感じているこの不気味な静けさも、大治郎には異様に思えてならなかった。


    　何か嫌いやな予感がすると思ったその時、


    「きゃっ!!」


    　橋の真ん中辺りに差しかかったところで突然がくりと高度が下がり、慌てて大治郎が小春に尋たずねる。


    「ど、どうしたんだ小春!?」


    「ち、力が……急に抜けて……」


    　その言葉を聞いて、ぞっとする。


    「ちょ、ちょっと待った。まさかこのまま落ちるだなんてことは──」


    　大治郎がそう口を開いた瞬間、二人の身体からだが急降下し始めた。


    「う……うわああああああっっ!?」


    　大治郎は絶叫した。


    　二人は撃ち落とされた鳥のように、真っ逆さまに加速しながら墜落していく。


    　地面がぐんぐんと迫ってきて、間違いなく死ぬと思ったその瞬間、


    「止……まっ…………ってぇぇぇぇぇっっ!!」


    　喉のどの奥から絞り上げるようにして小春が叫ぶと、急ブレーキをかけたように落下速度が低下し、橋から十メートルほどの高さで完全に静止する。


    「……はぁっ！　……はぁっ！」


    　小こ春はるの呼吸が激しく乱れている。


    　いつの間にかびっしょりと汗をかいている小春を見て、大だい治じ郎ろうは驚いて声をかけた。


    「こ……小春！」


    　息を切らせながら小春はかすれた声を出す。


    「……大……丈夫……だからっ」


    「どこが大丈夫なんだよっ！　すごい汗じゃないかっ」


    　心配して声をかけたその時、橋の上に続々と学園の車が集まってくるのが目に入った。嫌いやな予感が的中してしまったことに気付いた大治郎は、唇くちびるを噛かみながらその光景を眺める。


    　おそらく学園側は大治郎たちが東ひがしヶが丘おかの外に出るとわかって、あらかじめこの橋に交通規制をかけて待機していたのだろう。


    　不自然なほど早くやってきた車を見ても、それは明らかだった。


    　このまま着地すれば、またたく間に大勢の黒スーツの男たちに捕らえられてしまうだろう。


    　絶体絶命の状況の中、大治郎たちの真下に停とまった一台の車から誰だれかが下りてくる。


    「──いいんちょーの能力は制限したよ。大人しく投降しなさい」


    　その声の主を見下ろして、大治郎はぎょっとした。


    「……まさか……綾あやなのか!?」


    　黒スーツの男たちに囲まれて、制服姿の綾が二人に向かって右手をかざしている。それを見て大治郎は、彼女が『精神操作マインドコントロール』を発動していることに気付いた。


    「これ以上、大治郎を抱かかえているのも限界のはずだよ。能力を使い果たして落っこちる前に、早く自分たちで下りてきて」


    　綾は以前出会った時と違って、かなり険しい表情をしていた。


    　万が一のためか、空を飛んでいる二人の真下に、黒スーツの男たちが落下の衝撃を吸収する


    ための安全ネットを持ってやって来る。まるで何もかもが想定内の事態だったと言わんばかりの周到さだった。


    　大治郎は思わず歯噛がみをしながら、小春の顔を覗のぞき込んだ。


    　小春は『念動力サイコキネシス』を解除するつもりはなく、少しでもその場から離れようと、必死で二人の身体からだを宙に浮かし続けていた。しかし移動するスピードは、牛歩としか言いようがない。


    「だめ……絶対に……二人で……逃げるんだ……から……っ！」


    　そう言いながら抵抗し続ける小春を見て、大治郎は投降しようだなんてとても言えなかった。


    「いつまで迷ってるのさっ！　早くしないと二人とも──」


    　綾が最後まで言い切る前に、大治郎と小春の身体が再びふわりと上昇する。


    「え………っ？」


    　ひどく疲れた表情をしながら、小春が大治郎を見る。


    　一体何が起こったのだとその瞳ひとみが訴えていたが、大治郎にだってわかるはずがない。


    「どうして……少しだけ力が戻ってきてる……」


    　ついさっきより一メートルほど上昇しただけで、小こ春はるはそれ以上高く飛ぼうとはしなかった。それよりもすぐにこの橋の上から離れようと、再び速度を上げて前に進もうとする。


    　綾あやに何が起こったのかと、大だい治じ郎ろうが下を見る。


    　すると、先ほどまで平然としていた綾がなぜか苦しそうに顔を歪ゆがめていた。右手は真まっ直すぐに二人に向けられたままで、いまだ『精神操作マインドコントロール』を発動していることがわかる。


    　なのに一体どうして？　と大治郎が思ったその時、


    「──いつまでダラダラしてんの委員長!!」


    　めいっぱいの怒鳴り声が、大治郎と小春の耳に届く。


    　下を見ると、凛りん子こが橋の袂たもとから二人のほうに向かって走ってくる姿が目に留まった。


    　そして、その隣には──もう一人の綾がいる。


    　大治郎は一瞬混乱するも、


    「──小春さま！　今のうちに早くお逃げくださいっ!!」


    　その口調ですぐに相手が誰だれなのか思い当たった。


    「まさか……ゆきねか!?」


    　綾に化ばけたゆきねは、橋の真ん中にいる本物の綾に対して右手を向けていた。


    　それを見た大治郎は、ゆきねが『精神操作』を発動させて綾の能力に制限をかけているのだと理解した。


    　黒スーツの男たちもそれに気が付いたようで、走ってくる凛子とゆきねを取り押さえようと二人の元へ向かっていく。


    「邪魔するんじゃ……ないってのっ!!」


    　すかさず凛子は立ち止まり、腕を真横に振ると、二人に向かって来る黒スーツの男たちの前に、炎の壁が作られる。


    　そして凛子がもう一度、怒鳴るように小春に向かって叫んだ。


    「わたしたちの力がなくちゃ、逃げることもできないワケっ!?」


    　大治郎と小春の二人が川を越えて隣町に入るには、まだ五十メートル以上もの距離がある。


    　ゆきねが綾の能力を抑えていても、体力を消耗してしまった小春が飛ぶスピードは自転車よりも遅い。


    「委員長の名が聞いて呆あきれるわっ!!　そんな姿を見るくらいならさっさと投降してもらったほうがマシよ!!　何が模範生よ、何が優等生よっ!!」


    　凛子は煽あおるように小春にそう言うと、火の壁に囲まれている中心で思いっ切り叫んだ。


    「あんたは、わたしなんかより────ずっとずっと優秀なんでしょうがっ!!」


    　その声を聞いて、小春はかっと目を開いた。


    「あああああっっ!!」


    　残り少ない力を絞り出すようにして叫ぶと、二人の身体からだが一気に加速する。


    　向こう岸までの距離がぐんぐんと縮まっていく。


    　逃げ切れると思ったその瞬間──、


    「え…………？」


    　橋の上に掲げられている隣町のカントリーサインの前で、またしても大だい治じ郎ろうと小こ春はるの高度がガクリと下がった。


    「──まさかゆきねが、アタシの能力を制限しようとするなんてね」


    　突然聞こえてきた綾あやの声に、大治郎が驚いて下を見た。


    　いつの間にか綾は、車に乗って大治郎たちの真下までやってきていた。


    　綾は右手をかざしたまま、黒スーツの男たちとともにゆっくりと車を下りてくる。


    「でも残念。ゆきねがアタシの精神力を上回れるわけないじゃん」


    　そう言うと、綾は素早く左手を凛りん子このほうに向けた。


    「……なっ!?」


    　ゆきねと凛子を守るようにして取り囲んでいた炎の壁が、綾の『精神操作マインドコントロール』の能力によって一瞬で消失する。驚きを隠せない凛子が自みずからの手を見つめているその隙すきに、黒スーツの男たちが一斉に飛びかかった。


    「嫌いやっ、離しなさいよっ!!」


    　必死になって暴れる凛子を、男たちが強引に押さえ付ける。ゆきねも激しく抵抗をしたものの、背後に回った黒スーツの男に羽交い絞めにされてすぐに身動きが取れなくなった。


    「……化ばけ物ものかよ」


    　大治郎は綾を見ながら、ほとんど無意識にそう呟つぶやいていた。三人の超能力者を一度に封じてしまうという綾の圧倒的な力の前で、これ以上どう立ち向かえと言うのか。


    　その時、大治郎は自分の身体がゆっくりと地面に降下していることに気付いた。


    「だい……じろ……ごめ……ん」


    　虚うつろな目をしながら今にも意識が途切れそうな小春を見て、大治郎は思う。


    　これ以上は無理だと悟って、地面に下りることを選んだのだと。


    　大治郎は小春をぎゅっと抱きしめたまま、ゆっくりと黒スーツの男たちの元まで下りていく。


    「……俺のほうこそ、何もできなくてごめん」


    　アスファルトに足を着けたその瞬間、抱き合っていた二人の身体が黒スーツの男たちの手によって強引に引き離される。


    「小春っ!!」


    　小春に向かって伸ばした大治郎の手を、黒スーツの男が乱暴に掴つかんで地面に引き倒した。ごほっと肺から空気の塊かたまりを吐き出すと、数人がかりで両手足を押さえ付けられてしまう。


    「離せよっ!!　離せったらっ!!」


    　びくともしないまま叫び続けていると、がちゃりと手錠のかけられる音が耳に届いた。大だい治じ郎ろうが自みずからの手首にかけられた手錠の冷たさを感じていると、


    「──連れていけ」


    　冷たい声で黒スーツの男の一人がそう告げた。


    　引きずられるようにして、大治郎は車の後部座席に押し込められる。


    　座席のクッションでわずかに跳ねた全身をすぐに起こすと、同じようにして別の車に押し込められている小こ春はるの姿が目に入った。


    「こは──！」


    　しかし大治郎が声を上げようとしたその瞬間、後部座席のドアが勢いよく閉められてしまう。


    　手錠のかけられた両手首を見つめながら、大治郎は悔しさでぎゅっと唇くちびるを噛かんだ。


    　本当に、自分の無力さを呪のろいたい気分だった。


    



    ＊＊＊


    



    　橋でＵターンをした車は、真まっ直すぐに数す寄き柳やなぎ学園を目指して走り出していた。


    　大治郎は窓の景色を見ることもなく俯うつむいていた。二人で逃げるために必死で力を振り絞っていた小春に対して、ただ傍観していることしかできなかった自分を心の中で責め続ける。


    「ちくしょう……っ」


    　拳こぶしをぎゅっと固く握りしめる。


    　このままでいいはずがないと思った。自分にできることはまだある──そう思っていると、車のエンジンの音が停止したことに気付いて顔を上げた。


    　後部座席のドアが開き、大治郎が外に出ると、大きな建物が視界に飛び込んできた。


    「……まさかこんな形で戻ってくるなんてね」


    　別の車から出てきた凛りん子この声を聞いて、大治郎はここが数寄柳学園なのだとわかった。


    「こっちだ」


    　黒スーツの男の一人に先導されながら、大治郎と小春、そして凛子とゆきねの四人は敷地内の奥へと進んでいった。入り口に『研究施設』というプレートが掲げられた建物の中に入ると、灰色の壁に囲まれた廊下を真っ直ぐ歩いていく。


    　しばらく歩いたところで、大治郎たちの目の前に大きなエレベーターの扉が現れた。


    　全員が乗り込むと、黒スーツの男は手元にあったパネルを操作する。


    　内臓が浮くような感覚に襲われて、大治郎は地下に向かっていることに気付く。


    　──どこに連れて行く気だよ……。


    　大治郎が不安に思ったその時、エレベーターが止まった。


    　扉が開くと、先にある廊下の明かりが一斉に点ついた。


    　少し薄暗い蛍光灯で照らされた廊下を長いこと歩き続けていると、やがて「大会議室」と書かれた扉の前にたどり着いた。


    　そこで、先導していた黒スーツの男が大だい治じ郎ろうたちの手錠を外すと、扉の横にあった黒い液晶画面のようなものに自分の指先を押し当てる。


    　ピーッと音がしてロックが解除される音が廊下に響き渡ると、「大会議室」の扉がゆっくりと開かれた。


    　四人の目の前に広がったのは、体育館の半分くらいの大きさの空間であった。中央に見える大きな円卓を挟んだ向こうには、峰みね岸ぎしと綾あやの姿が見える。


    「綾……っ！」


    　凛りん子こがぎろりと睨にらみ付けると、綾は心外だとばかりに両手を挙げる。


    「ちょ、ちょっと待って。むしろ凛子こそ、なんでいいんちょーの味方してるのっていう……」


    「──二人とも、やめなさい」


    　峰岸の言葉に、凛子はまだ何か言いかけようとしていた言葉を呑のみ込む。


    「……しばらく外を歩き回った気分はどうですか、灰はい島じまさん」


    　疲ひ弊へいしきった顔の小こ春はるは何も答えないまま、黙って下を向いている。


    「私にはわからないのです」


    　峰岸は重苦しく溜ため息いきを吐ついた。


    「あなたは非常に優秀な生徒だったはずです。私だけじゃありません。今回のあなたの脱走劇は、学園の教育者だけでなく研究者にとっても想定外のものでした。四月に、相あい沢ざわさんからの報告を受けた時も衝撃でしたが……まさか二度にわたってこのような過ちを犯すなど」


    「過ちなんかじゃ……ありません」


    「過ちですよ」


    　小春の言葉を峰岸は即座に否定した。


    「能力者が外に出るリスクを、あなたは何も理解していない。正しく理解しているならば、二度も繰り返すはずがない」


    　峰岸は何も言えずにいる小春から目を逸そらし、大治郎に視線を合わせる。


    「伊い藤とう大治郎さん、でしたね？」


    　大治郎はマイナスの冷気を発しているんじゃないかと思うほどの彼女の視線に、寒気を感じながらも頷うなずく。


    「あなたも同様に、彼女たちと付き合うリスクを何もわかっていない。身体からだが成熟しつつあるとはいえ、彼女たちの心はまだ未発達のままです。ふとした時に感情のブレーキが利かなくなれば、誰だれかが命の危険に身を曝されることだってあるのです」


    「それは……わかっています」


    「わかっていません。犠牲者が出るということが一体どれだけ──」


    「……それを言うなら、小こ春はるだって犠牲者じゃないんですか」


    　大だい治じ郎ろうがぽつりと呟つぶやく。


    「誰だれかを傷つけたわけじゃないし、何も好きでこんな能力を得たわけじゃない……本当なら学校の中だけじゃなく、もっと自由で気ままに女子高生をしてたはずなのに」


    　先ほど苦しそうな顔で必死に逃げようと『念動力サイコキネシス』を使っていた小春を思い出すと、大治郎は胸を締め付けられそうになる。人を好きになって、恋をするという当たり前のことさえもできないでいる彼女が、あまりにも不ふ憫びんでならなかった。


    　大治郎は尋たずねる。


    「外に出ることを一切許さない……そのような生活を今後いつまで続けるつもりですか？」


    「わかりません」


    　峰みね岸ぎしは正直に答えた。その答えの中は「一生」という言葉も、当然含まれているのだろうと大治郎は思った。


    　沸々と怒りが心のうちに込み上げてくる。


    「小春だけじゃない。これからもどんどん同じように外の世界に興味を示して抜け出そうとする生徒が出てくるに違いない」


    「……そうしたら、今後も同じように捕まえるだけです」


    「じゃあその度に彼女たちの記憶を消して……今のようなリスクの話をするんですかっ」


    　話しながら徐々に自分が熱くなっていることに気付くも、大治郎は止められなかった。


    「……何が言いたいのですか」


    「このまま同じことを繰り返すだけだって言ってるんだっっ!!」


    　大治郎は内から感じる怒りの熱で、峰岸が向ける冷ややかな声と瞳ひとみを相殺しながら告げる。


    「確かに被害を出してしまった……感情の抑制ができなかった……その通りです。でも……俺はそれでも小春に会いたい。この学園の壁を越えて、何度だって俺は会いに来る──たとえ記憶をここで消されてもだっっ!!」


    「──あたしも……です」


    　か細い声で小春が口を開く。


    「あたしは……大治郎と出会った時の記憶がない。でも……またこうして会いに行った。きっと何度消されたって、この想おもいはずっと消えないはずです。何度だって……絶対に……っ」


    　そこまで言うと、ふらりと小春の身体からだが崩れる。


    　慌てて大治郎が小春の身体を受け止める姿を見て、峰岸は静かに目を閉じた。


    「ねぇ……峰岸センセ」


    　彼女の隣にいた綾あやが、見かねたように口を開く。


    「……例の件のこと、もう正直に言ったほうがいいと思うよ？　きっと大治郎もいいんちょーも、このまま記憶を消したところですぐにまた同じことになるだろーしさ」


    　峰みね岸ぎしは考え込むように押し黙っていた。


    　しばらく長い沈黙が続いた後、やがて彼女はゆっくりとその口を開いた。


    「……わかりました」


    　そう話し始めた峰岸の瞳ひとみは、これまでずっと皆が見てきた冷徹なものとはまるで違っていた。


    「…………灰はい島じまさんがいなくなった翌日、ここで会議が行われました」


    「会議？」


    　大だい治じ郎ろうが声を上げる。


    「そうです。集まったのは、現在も新型ウイルスの研究を続けている医科学研究所の職員。そして、年端もいかぬ少女たちが超能力を持ったことを知った当時の官僚たち──極秘裏に存在する内閣官房ＥＳＰ総合対策本部の方々たちです」


    「な、内閣府の……ＥＳ？」


    　聞き慣れない単語を耳にして大治郎が首をひねっていると、峰岸はすぐに補足を入れた。


    「約十年前、この数す寄き柳やなぎ学園にいる生徒たち六十三名は、未知の新型ウイルスに罹かかったことで超能力を持つことになりました。その時に箝かん口こう令れいを敷き、彼女たちの存在を隠いん蔽ぺいしたのが、ＥＳＰ総合対策本部の人たちです」


    　峰岸は、小こ春はる、凛りん子こ、ゆきねの顔を順に見ていきながら続ける。


    「会議の目的は、超能力を持った少女たちの今後をどうすべきかということでした。超能力を持った少女たちを、このまま外界から隔離し続けていくのか否いなか」


    「……あたしたちの、今後を……決める？」


    　呆ぼう然ぜんと小春が呟つぶやく。


    「アタシもこの三日間、生徒の代表としてその会議に参加してたんだ」


    　綾あやが自分を指しながらそう言うと、凛子は驚きながら彼女を凝視した。


    「まさか綾……、アンタがずっといなかったのはそれが理由なの？」


    「ごめん。その会議のことは公にはできないことだったから」


    　申し訳なさそうにぺこぺこと凛子に頭を下げる綾を見ていた峰岸は、今度は大治郎のほうに向き直ってから話しを続けた。


    「その会議の席で私は、先ほどあなたがおっしゃったことと同じようなことを述べました」


    「………え、俺？」


    　大治郎が困惑していると、峰岸は無表情のまま目を逸そらした。


    「ＥＳＰ総合対策本部の人間は、保守的な考えを持つ者が圧倒的多数です。これまで私はその保守的な彼らと長年議論を交わし合ってきました。できうる限り生徒たちにとって自由な環境を与えられるようにと」


    　峰岸は会議室の円卓に手を置くと、ゆっくりと席に腰かけた。


    「私は超能力を持った少女たちが、この学園にやってきた時からずっと生活を共にしています。その時から、何よりも先に改善しなければならないと思ったのは、数す寄き柳やなぎ学園の移設でした」


    　それを聞いて、大だい治じ郎ろうは三か月前に小こ春はるから聞いた話を思い出す。


    　元々は数寄柳学園はずっと山奥にあって、この東ひがしヶが丘おかに移設されたのは最近のことだと。


    「元々この学園は保守的な彼らの意向によって、かなり厳重な管理体制がなされていました。学園とは名ばかりで、むしろ監獄と呼んだほうがしっくりくるほどに」


    「今はちゃんとした個室だけど、前は全ての場所に監視カメラがついていたんだ。カメラには音声も録音されてて、赤外線センサーや警報機の数も今とは比べ物にならなかったし」


    　綾あやは当時のことを思い出しながら、苦い顔でそう告げる。


    「学園がここに移設されたのは、峰みね岸ぎしセンセの熱心な訴えによるおかげなんだよ。せめて少しでも学生らしい生活に近付けるようにって。それでようやく、隔離状態から解放するための実験段階にまで入ったんだ」


    「ですが……耳たぶに埋め込まれたマイクロチップに関してだけは、そうもいきませんでした」


    　峰岸は円卓に肘ひじをつくと、顔の前で両手を組む。


    「生徒たちの体内にチップを仕込むことだけは、ＥＳＰ総合対策本部が頑として譲らなかった。ですが結果的にそのＧＰＳ反応で、灰はい島じまさんの脱走に早期で気付けたのは実に皮肉な話です」


    　しかも、と付け加えるように言いながら峰岸はじっと小春に目を向ける。


    「外界との隔離について今後どうすべきかという話し合いが行われる──よりにもよって、その前日だったんです、あなたが脱走したのは」


    　その言葉に小春は言葉を失ってしまった。


    「タイミングとしては最悪でした。会議中に生徒が脱走し、まして町の中で被害を出すことになれば、これまで積み上げてきたすべてが無駄になってしまう。一刻も早く、穏便に事を済ませようと腐心するあまり、私がこれまで反対し続けてきたＧＰＳの使用も厭いとわなかった──」


    　そこまで言うと、峰岸は立ち上がって小春にくるりと背を向けた。


    「心身ともに、本当に最悪な三日間でしたが……無事で何よりです。灰島さん」


    　そしてこれまでの冷たさとは正反対に、彼女はしみじみとした声でそう言った。


    「……峰岸先生」


    　小春はゆっくりと峰岸に近付いていくと、頭を深々と下げながら言った。


    「本当に……申し訳ありませんでした」


    　謝罪の言葉を聞いて、峰岸は振り向くでもなく何かを言うわけでもなかった。


    　ただ小さく首を縦に動かすだけで、後は何もなかったようにその場に佇んでいた。


    　すべてが終わった。そう大治郎が思っていると、


    「──伊い藤とうさん」


    　突然呼びかけられて、大治郎はぎょっとしながら返事をする。


    「な、なんでしょうか？」


    　峰みね岸ぎしは首だけをこちらに向ける。


    「……先ほどあなたは、壁を越えてでも会いに来ると言ってましたね？」


    　何かとても嫌いやな予感がしておそるおそる大だい治じ郎ろうが頷うなずくと、峰岸はゆっくりとその口を開いた。

  


  [image: ]


  
    
      [image: ]

    


    



    



    　数日後の数す寄き柳やなぎ学園。


    　居住施設内の談話スペースでは、生徒たちにかつてないほどの衝撃が起こっていた。


    「静粛に」


    　峰みね岸ぎしが、騒がしい生徒たちに向かってぱんっと手を叩たたく。


    「ではどうぞ」


    　静まり返った生徒たちの前に立つと、その冴さえない男は注目の視線を浴びてガチガチになったまま声を大きく張り上げた。


    「──ま、松まつ郷ざと男子高校の二年生！　伊い藤とう大だい治じ郎ろうと言います!!　これから一か月間、ここで一緒に生活をさせていただきます!!　よ、よろしくお願いしますっ!!」


    　勢いよく頭を下げると、ほんのわずかの間があってから、まばらな拍手が聞こえてくる。


    　小こ春はると逃亡劇を繰り広げたあの日、峰岸は大会議室の中で大治郎にこう告げたのだった。


    　──今回の会議で、実験的に外部の方を学園に招き入れてみることが決議されました。


    　期間は約一か月。ちょうど夏休みの間であった大治郎には、もってこいとも言うべき話であった。


    　だが実際にこうして女子たちに囲まれてからは、大治郎は自分がこの先ちゃんと理性を保ち続けていられるかすごく不安になった。


    　居住施設内には女子の甘い香りが広がっていて、それだけで日ごろむさ苦しい男子校に慣れきった大治郎はくらくらとめまいがしそうだった。好奇の視線で見つめられている今も、自己紹介で滑って、印象を悪くしてはならないと思うだけでいっぱいいっぱいであった。


    　大治郎に続いて、その隣の男子が自己紹介する。


    「お、同じく松郷男子こ、高校の二年！　大おお貫ぬき蔵くろ人うどと、も、申すっ!!」


    　すると、女子たちからクスクスと笑い声が上がった。蔵人は顔を真っ赤にしながら俯うつむくと、今度はその横にいた金髪男がへらへらと笑いながら前に出た。


    「チャーッス！　同じ松郷男子の坂さか井い亮りようって言います！　いやぁ、まさか伊藤君から最初に話を聞かされた時はびっくりしたんだけど、こうしてみるとどの子も最高に可愛かわいいね!!」


    　亮の言葉にざわつく生徒たち。クスクスと笑い声を漏もらしたり、互いに肘ひじをつつき合っている姿を見ながら、亮はさらに調子良く喋しやべり続ける。


    「トレードマークは金髪！　女の子とお話しするの大好きだから、マジいつでも気軽に話しかけてね。あ、もし話しかけてくれなくても、いきなりこっちから話しかけちゃうときもあるけどねーっ!!」


    　そこで峰岸がわざとらしい咳せき払ばらいをすると、亮は「おっと」と短く言ってから頭を下げる。


    「てなワケで、どもどもよろしくーっと」


    　そう言いながら手を振って後ろに引っ込むと、最後に首からヘッドホンを下げたベースボールキャップの男が前に出た。


    「松まつ郷ざと……男子二年……中なか井い達たつ也や……ＥＶＥＲＹＢＯＤＹ　ＳＡＹ　ＨＯ！」


    　そう言って達也が両手を突き出してポーズを決めるも、目の前の女子はただ首を傾かしげるのみ。


    　達也は女子を見回すと、頭を下げてすごすごと元の位置に戻っていった。


    　大だい治じ郎ろうがこの実験的な共同生活に合コンの三人も含めたいと提案すると、峰みね岸ぎしは特に反対もせずに了承をしてくれた。ただし超能力の脅威は必ず説明するという峰岸の言葉に従い、三人を学園に連れてきたところで、まず蔵くろ人うどと亮りようの記憶を綾あやに戻してもらうこととなった。


    　それから全員揃そろって峰岸の口から超能力に対する脅威を説明されたところで、今日という日を迎えることになったのだった。


    　全員の自己紹介が終わった後で、峰岸が再び生徒たちの前に出る。


    「男子と共同生活をするにあたり、居住施設内での規則にいくつかの変更があります。この談話室に掲示しておきますので、必ず目を通しておくように。以上」


    　解散、という小こ春はるの声が談話スペースに響き渡る。


    　ようやく緊張の時間が終わったと大治郎が肩を落としたその時、亮が大きな声を張り上げた。


    「はーいはいはい！　今からオレと一緒に食堂でご飯食べに行く人ーっ？」


    　すると一瞬できゃあきゃあと女子たちが群がった。


    「落ち着いて落ち着いて。オレはどこにも行かねーし。だっはっは！」


    　その姿を見て大治郎が唖あ然ぜんとしていると、亮は下品な笑い声を上げながら談話スペースを離れていく。


    　凄すさまじい陽キャラぶりだった。あの様子を見ていると、亮が本当に超能力の脅威について、峰岸から説明を受けたようにはとても思えなかった。


    　去っていく亮の姿を不安に思いながら見つめていると、


    「あ、あの……私のこと覚えてます、か？」


    　ちょうど大治郎の視界の端にいた蔵人のほうに、多た美みが向かっていくのが見えた。赤い顔をしながら緊張している多美を見て、蔵人は猫背気味だった背筋をぴんと張る。


    「お、覚えていますとも！　え、と。た、多美さん！」


    　蔵人はたどたどしい様子でそう言うと、すぐに後に続ける言葉を失って固まってしまった。


    　そんな蔵人を見て、大治郎が心の中でエールを送ったその時、


    「……はっ！　その、あれから『魔法少女こよりちゃん』は？」


    　突然思い出したように、蔵人が問いかけた。


    　多美は一瞬驚いた表情を見せるも、蔵人を見ながらすぐにこくこくと頷うなずいてみせる。


    「も、もちろん観みてます！　毎週……欠かさずにっ！」


    　すると蔵くろ人うどは急に「同志！」と声を張り上げた。びっくりした多た美みがびくっと肩を震ふるわせるも、すぐに平謝りする彼を見て、大だい治じ郎ろうはほっと安あん堵どした。


    　いいカップルだなと思っていると、今度は綾あやが達たつ也やの元に向かって行く姿が目に入った。


    「ＨＥＹ　ＹＯ　達也！」


    「……ＨＥＹ……ＹＯ、綾」


    　元気良く声をかける綾に対し、達也がぼそぼそと答える。


    「んもー。相変わらず元気ないなー。せっかく久しぶりに会えたってのに……」


    　綾はがっかりしたように首を横に振るも、すぐにけろりと笑って達也の肩を叩たたく。


    「ね、ね。後でライムって奴やつを教えてよっ!!　他ほかにもいろいろと!!　アタシもラップする！」


    　ばしばし肩を叩かれながら、達也は嬉うれしそうにイエーと親指を立てる。


    　それを見て大治郎がなんとも微笑ほほえましいと思っていると、


    「──どいつもこいつも浮かれちゃってバカみたいね」


    　隣にやってきた凛りん子こがふんと鼻を鳴らしながら、談話スペースにいる生徒たちを不ふ貞て腐くされた表情で見つめる。


    「あの金髪だって、今はみんな物珍しいからキャーキャー言われてるだけよ。一か月もしないうちに飽きられるわ。どいつもこいつも、みんなアンタみたいな冴さえない連中ばかりだし」


    「……返す言葉もないね」


    　大治郎が苦笑いしていると、凛子はそのまま食堂に向かって行ってしまう。


    　その姿を目で追い続けていると、背後から小こ春はるの声がした。


    「凛子、きっと寂しいのかもね」


    「……そんな気がする。もし今日、暇ひまな時があったら相手してあげようかな」


    　大治郎がぽつりとそう漏もらすと、小春はとことこと目の前に回って頬ほおを膨らませた。


    「……え？　なんかまずいこと言った？」


    「今日はダメ。映画を一緒に観みる約束だったでしょ？」


    「じゃ、じゃあ明日は？」


    「明日は家庭科室で、一緒にパフェを作ろうって言ったじゃない！　あのファミレスよりも大きくて、美お味いしいのを作ろうって！」


    　三か月前の記憶を綾に返してもらった小春が、くすくすと嬉しそうに笑う。


    「じゃ、あたしたちもご飯食べにいこっか？」


    　頷うなずきながら、大治郎は小春の手を優しく握る。


    　そうしてまだ始まったばかりの夏に期待しながら、二人はともに歩きだしたのだった。

  


  
    　あとがき


    



    　どうも助すけ供とも珠たま樹きです。最近ずっとブラジャーとかパンツとかをスマホで検索しまくっているせいで、ブラウザに表示される広告が全部そればかりになっているのが悩みの種です。


    　このたびは『俺と彼女の恋を超能力が邪魔している。』二巻をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。今巻で、デビューしてから三冊目の本になるのですが、振り返ってみたらなんだかあっという間の気分です。


    　超能力がテーマの作品ですが、ぶっちゃけ僕は超能力というものをまったく信じておりません。小学生の頃は、スプーン曲げを披露しているテレビ番組を観みて、「こいつインチキだ！」と我われ先に声を上げるような憎たらしいクソガキでした。ああ、なんて可愛かわいげのない。


    　ただ漫画や小説や映画で超能力を扱った作品は大好きです。しかし、かといって僕はいわゆる超能力をテーマにした作品を、それほど多く観ているわけではありません。


    　なので、企画から執筆を始める段階になった時、「もしかすると、これは自分にとって挑戦ともいえるような作品となるかも」という予感が、実はうっすらとしていました。


    　予感は的中でした。どうやら僕は予知能力者だったようです。いや、マジ死ぬかと思った。


    　そんな地獄の執筆作業中に「やべーな走馬灯が見えてきた」って思った、ある日のことです。


    　なぜ自分は小説を書こうと思い始めたんだっけ、とふと思ったのです。過去に賞の公募に送る前にも様々なところで作品を公表していたのですが、そのバイタリティが湧わいたきっかけを、いつしか僕はすっかり忘れてしまっていたのです。


    　僕は基本的にダメ人間でして、辛つらいことよりも楽なことに逃げるのが大好きなヤツです。怒ることも怒られることも嫌いで、忙せわしなく働くよりもゴロゴロ過ごしたい。お酒も大好き。


    　何故こんなに頑張ってるんだろうと思っていたら、先日ふとネットで読んだ読者の方からのお言葉に「楽しかった」という五文字を見つけて、「あーこれかー」となったわけです。


    　今巻も楽しんでいただけたら、それ以上に勝る喜びはありません。この本を手にとって、今あとがきを読んでくれているあなたに、このうえない感謝を──。


    　謝辞です。


    　担当の濱はま田ださん。いつも本当にお世話になりっぱなしです。ご迷惑をおかけしまくりな僕と、根気よく付き合っていただきありがとうございます。


    　イラストのいついさん。初めて設定画をいただいた時から現在に至るまで、いつも執筆の際には、描いていただいたキャラの表情がしっかり頭に浮かんでおります。特に今巻の小こ春はると凛りん子こがやりとりするシーンでは、いついさんのイラストの力なしでは出せなかった空気感があると自分では思っております。本当にありがとうございます。


    　そんなわけで予知能力者の僕ですが、個人的なご相談は受け付けておりません。ご容赦を。


    　ではまた。

  


  
    助供珠樹


    Tamaki Suketomo


    



    『恋』という言葉を聞くたびに、ヘドが出ま……間違えました。毎日が充実していた高校生活を思い出します。いやぁ書きたくても長くなるしとても書けないなぁ、残念だなぁ。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    俺と彼女の恋を超能力が邪魔している。　２
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